


ま え が き 

 
本報告書は、経済産業省の委託事業として日本計量機器工業連合会が実施した、法定計量

国際化機関勧告審議調査等に関する活動をまとめたものです。 
この事業のために国際法定計量調査研究委員会が設置され、作業委員会・分科会に分かれ

て、OIML関連の規格・文書に対する日本の意見の取りまとめを行い、OIML規格文書に対

する日本の意見の反映を行ってきました。 
前年度に引き続いて、TC／SC（Technical Committee/Subcommittee）の国際会議への

出席も含め活発な活動を行い、30を越える勧告文書等の案について対処方針を審議し、これ

を受けて日本として必要に応じてコメントを付し投票を行いました。 
また、これに加えて、海外の法定計量関係者の招聘が行われました。日頃情報の入りにく

いロシアの法定計量事情を知るため、ロシアから専門家2人を招聘し、ロシアの法定計量制

度全般とはかりの型式承認、検定制度について講演会を開催しました。 
海外の法定計量専門家の招聘とあわせて、海外諸国の法定計量制度の把握のため、ロシア、

韓国、中国の計量法や関連文書の翻訳も行われました。今後の活用が期待されます。 
OIMLでは今年度人事面で大きな動きがありました。一つは、委員長の交代、もう一つが

事務局長の交代です。共に2010年10月の米国オーランドにおける第45回CIML会議で決

まりました。 
この結果、2011年秋のプラハにおけるCIML会議において、委員長は現在のAlan 

Johnston氏(カナダ)からPeter Mason氏(英)に交代となります。また、OIMLの事務局であ

るBIMLの事務局長も、Jean-Francois Magana氏(仏)からStephenPatoray氏(米)に交代

しました。Patoray氏は2011年始めより、事務局長としてBIMLを運営しています。氏の

選出にあたっては、非フランス語圏からの立候補であったため、適当かどうか議論がありま

したが、結果として認められました。 
委員長の諮問委員会である、プレジデンシャルカウンシル会合が、2011年3月パリで開

催され、筆者も出席したのですが、新事務局長のできるだけ透明性を保ちたいという運営方

針のもと、事務局内部の詳細な情報も提供され、議論も活発に行われました。事務局の働き

はOIML活動全体に大きな影響を持っています。透明性を保つということは、より効率的な

運営につながることが期待でき、新委員長のリーダーシップとあわせて、今後の展開に期待

が持てると感じました。 
新委員長、新事務局長のもと、懸案となっているMAAの製造事業者の試験の扱い、TC/SC

の改革などの議論が進むものと思われます。 
本委員会は、経済産業省計量行政室のご支援ご指導のもと、委員会委員、作業委員会、分

科会の委員各位の多大なる貢献、事務局及び関連企業・団体の貢献と支援によって運営され

ました。ここに厚く御礼申し上げます。最後に、本委員会の活動が、今後の法定計量の国際

的活動に活かされることを祈念しつつ、引き続き、皆様のご支援ご協力をお願いいたします。 
 

国際法定計量調査研究委員会 
委員長  三 木 幸 信 
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第1章 調査研究の概要 

1.1 調査研究の目的 

国際法定計量機関（International Organization of Legal Metrology：OIML）は、法定計量制度

をめぐる国際的な諸問題を解決するため、加盟国がその遵守について道義的責任を負う勧告文書や、

遵守義務はないものの加盟国に指針を与えるための文書を発行しており、これらの文書（以下、勧

告文書等という）の案は主に OIML に様々な懸案ごとに設置されている技術委員会（Technical 

Committees：TC）や小委員会（Sub Committees：SC）等で検討がなされている。 

我が国がこれらの勧告文書等を踏まえ、法定計量について適切に国際整合化を図っていくために

は、これらの勧告文書等の案の段階で内容を精査し、対処方針を策定するとともに、可能な限り、

勧告文書等の案に対し我が国の意見を反映させていくことが必要である。 

このため、OIMLのTC、SCなどで検討がなされている委員会草案（Committee Draft：CD）、

作業草案（Working Draft：WD）、国際勧告案（Draft Recommendation：DR）及び国際文書案（Draft 

Document：DD）について、対処方針の策定、我が国の意見決定等、必要な措置を講じるための専

門家等を交えた審議を行うとともに、関連する国際会議に出席し、責任ある規制の執行等を行うた

めに必要となる情報収集・調査等を行い、我が国の意見反映に努める。また、これらの勧告文書等

が策定される国際的な背景や、勧告文書等の技術的内容等を調査するための海外調査及び海外専門

家の招聘を行う。 

これらを通じ、我が国法定計量制度の国際整合化、ひいては我が国における正確計量の確保に資

するものとする。 

なお、上記勧告文書等には、必ずしも我が国現行計量法の規制対象ではない事項も含まれている

が、我が国における正確計量の確保に資するとの観点から、規制対象分野を優先しつつ、そのよう

な問題についても、適切に対応するものとする。 

 
1.2 調査研究の体制及び担当分野 

(1) 調査研究の体制 

OIML が対象とする分野は、計量における行政上、技術上の諸問題及び一般並びに産業用に使

用される計量器等、計量全般に幅広く及んでおり、単に我が国の計量法の範疇だけでなく、環境、

医療等の関連分野まで関わっている。現在、OIML では作業課題ごとに 18 の TC 及び 45 の SC

が設置されている。 

このため、本調査研究事業では国際法定計量調査研究委員会を設置し、同委員会の下に10の作

業委員会及び15の分科会を設置し、OIMLにおけるTC及びSCの全作業課題に対して対応でき

る体制を整えている。 
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〈調査研究体制（組織図）〉 

国際法定計量調査研究委員会
委員長：三木　幸信
　　　 [(独)産業技術総合研究所]
事務局：(社)日本計量機器工業連合会

連携

音響振動計量器作業委員会

医療用計量器作業委員会

電子化計量器作業委員会

国際計量研究連絡委員会／法定計量分科会
    [事務局：(独)産業技術総合研究所]

電力量計等作業委員会

質量計作業委員会 質量計用ロードセル分科会

環境・分析計量器作業委員会

放射線計量器作業委員会

濃度計分科会

水分計測分科会

計量規則等作業委員会

燃料油メーター分科会

積算熱量計分科会

計量器情報化分科会

計量器作業委員会 タクシーメーター分科会

眼圧計分科会

体温計分科会

不確かさ分科会

放射温度計測分科会

包装商品分科会

血圧計分科会

体積計作業委員会 水道メーター分科会

ガスメーター分科会
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(2) 作業委員会及び分科会の担当分野 

各作業委員会及び分科会におけるOIML/TC、SCの担当分野は、以下のとおりとし、OIMLの

全作業課題について対応している。 

作業委員会及び分科会 TC（技術委員会） SC（小委員会） 

計量規則作業委員会 

 

TC1：用語 

TC2：計量単位 

TC3：計量規則 

 

 

 

 
TC4：標準器、校正及び検定装置 

 

 
SC1：型式承認及び検定 

SC2：計量取締り 

SC3：標準物質 

SC4：統計的方法の適応 

SC5：適合性評価（証明書制度）

不確かさ分科会 TC3：計量規則 SC5：適合性評価（証明書制度）

包装商品分科会 TC6：包装商品  

電子化計量器作業委員会 TC5：計量器に関する一般要求事項 SC1：環境条件 

計量器情報化分科会 TC5：計量器に関する一般要求事項 SC2：ソフトウェア 

計量器作業委員会 TC7：長さ関連量の計量器 

TC10:圧力、力及び関連量の計量器 

TC11：温度関連量計量器 

※長さ計（TC7/SC1）、面積計（TC7/SC3）、形状測定器

（TC7/SC5）、密度計（TC9/SC4）、重錘型圧力計

（TC10/SC1）、弾性感圧素子圧力計（TC10/SC2）、気圧計

（TC10/SC3）、材料試験機（TC10/SC4）、抵抗温度計

（TC11/SC1）、接触温度計（C11/SC2）、糖度計（TC17/SC2）、

粘度の測定（TC17/SC5） 

タクシーメーター分科会 TC7：長さ関連量計量器 SC4：道路運送車両計量器

放射温度計測分科会 TC11：温度及び関連量の計量器 SC3：放射温度計 

体積計作業委員会 TC8：流体量計量器 

※静的体積測定（TC8/SCl）、水以外の液体の動的体積・質量測

定の一部（TC8/SC3）、低温液体の計量（TC8/SC6）、ガスメ

ータリングの一部（ガス計量システム､CNG計量システム）

（TC8/SC7） 

水道メーター分科会 TC8：流体量計量器 SC5：水道メーター 
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作業委員会及び分科会 TC（技術委員会） SC（小委員会） 

ガスメーター分科会 TC8：流体量計量器 SC7：ガスメータリングの

一部（ガスメーター） 

燃料油メーター分科会 TC8：流体量計量器 

 

SC3：水以外の液体の動的

体積・質量測定 

積算熱量計分科会 TC11：温度及び関連量の計量器の一部（積算熱量計） 

質量計作業委員会 TC9：質量計及び密度計 SC1：非自動はかり 

SC2：自動はかり 

SC3：分銅 

質量計用ロードセル分科会 TC9：質量計及び密度計  

電力量計等作業委員会 

 

TC12：電気量の計測 

TC14：光関連量の計量器 
 

 

音響振動計量器作業委員会 TC13：音響及び振動計量器  

放射線計量器作業委員会 TC15：電離性放射線計量器 SC1：医療用電離性放射線

SC2：工業用電離性放射線

環境･分析計量器作業委員会 

 

 

 

 

 

 

 

TC16：汚染度計量器 

 

 

 

TC17：物理化学測定器 

 

 

SC1：大気汚染 

SC2：水質汚濁 

SC3：殺虫剤及び有毒物質

SC4：有害廃棄物 

SC3：pH計 

SC4：導電率の測定 

SC6：ガス分析計 

SC7：呼気試験機 

濃度計分科会 TC16：汚染度計量器 SC1：大気汚染の一部（濃

度計） 

水分計測分科会 TC17：物理化学測定器 

 

SC1：水分計 

SC8：農産物の品質分析機

医療用計量器作業委員会 TC18：医療用測定器 SC4：医療用電子計量器 

SC5：医学研究用計測器 

血圧計分科会 TC18：医療用測定器 SC1：血圧計 

体温計分科会 TC18：医療用測定器 SC2：体温計 

眼圧計分科会 TC18：医療用測定器  

※印は作業委員会で対応。 
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1.3 委員構成 

(1) 国際法定計量調査研究委員会 

委 員 長  三 木 幸 信  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門長 

副委員長  山 本   弘  愛知時計電機㈱ 顧問 

委  員  飯 塚 幸 三  国際度量衡委員会 名誉委員 

〃    吉 川 雅 之  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室長 

〃    永 見 祐 一  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

工業標準専門職 

〃    高 辻 利 之  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 副部門長 

〃    桧 野  良 穂  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 副部門長 

〃    藤 間 一 郎  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター 

国際計量室長 

〃  小 島   孔  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター 

計量研修センター長 

〃    大 岩   彰  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科長 

〃    寺 尾 吉 哉  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科長 

〃    加 藤 健 次  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 有機分析科長 

〃    根 田 和 朗  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門  

法定計量技術科長 

〃    堀 田 正 美  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門  

計量標準技術科長 

〃    菊 池 恒 男  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 音響振動科長 

〃    根 本   一  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

質量計試験技術室長 

〃    森 中 泰 章  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科 

流量計試験技術室長 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    奈 良 広 一  (独)製品評価技術基盤機構 認定センター所長 

〃    寺 井   勝  東京都計量検定所長 

〃    後 藤 一 夫  日本電気計器検定所 理事 

〃    山 田   宏  日本電気計器検定所 経営企画室長 

〃    坂 野 勝 則  日本電気計器検定所 検定管理部長 

〃    中 本 文 男  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 所長 

〃    中 本   晃  ㈱島津製作所 代表取締役社長 
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委  員  龍 野 廣 道  ㈱タツノ･メカトロニクス 代表取締役社長 

〃    村 上 和 雄  ㈱村上衡器製作所 取締役会長 

〃    猪 澤 正 昭  大和製衡㈱ 執行役員 生産本部副本部長 

〃    河 住 春 樹  (社)日本計量振興協会 専務理事 

〃    吉 原 順 二  (社)日本電気計測器工業会 専務理事 

〃    林   健太郎  (社)日本分析機器工業会 専務理事 

〃    生 田 一 男  (社)日本計量機器工業連合会 専務理事 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(2) 計量規則等作業委員会 

委 員 長  根 田 和 朗  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 

法定計量技術科長 

委  員  相 沢 一 宏  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

課長補佐 

〃    島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

計量技術専門職 

〃    藤 間 一 郎  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室長 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    森 中 泰 章  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科 

流量計試験技術室長 

〃    三 倉 伸 介  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室長 

〃    長 野 智 博  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    山 崎 栄 造  (独)製品評価技術基盤機構 認定センター 計量認定課長 

〃    小 泉 正 一  東京都計量検定所 検査課長 

〃    坂 野 勝 則  日本電気計器検定所 検定管理部長 

〃    茂 木 達 也  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部次長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(3) 不確かさ分科会 

主  査  小谷野 泰 宏  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

委  員  相 沢 一 宏  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

課長補佐 
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委  員  島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課 計量行政室 

計量技術専門職 

〃    田 中 秀 幸  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 物性統計科 

応用統計研究室 

〃    長 野 智 博  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    上 田 雅 司  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

校正試験技術室 

〃    劍 持 昌 之  (独)製品評価技術基盤機構 認定センター 試験認証認定課 

〃    高 田 慎 吾  東京都計量検定所 管理指導課指導担当係長 

〃    吉 野   博  川崎市計量検査所 主任研究員 

〃    日下部 敬 一  日立市計量検査所 主幹 

〃    長 澤   淳  日本電気計器検定所 検定管理部課長補佐 

〃    本 合   剛  (財)日本品質保証機構 計量計測センター計量計測部 

熱・力学計測課副主査 

〃    四角目 和 広  (財)化学物質評価研究機構 東京事業所化学標準部長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(4) 包装商品分科会 

主  査  長 野 智 博  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

委  員  多 田 孝 夫  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

課長補佐 

〃    永 見 祐 一  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

工業標準専門職 

〃    新 藤 恵 子  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

法定計量1係長 

〃    大 谷 怜 志  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

質量計試験技術室 

〃    田 中 秀 幸  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 物性統計科 

応用統計研究室 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター 国際計量室 

総括主幹 

〃    堀 越   努  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    有 田 美 穂  東京都計量検定所 検査課立入検査担当係長 

〃    高 橋 夏 樹  大阪府計量検定所 指導課長 

〃    吉 野   博  川崎市計量検査所 主任研究員 
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委  員  佐 藤   久  (財)日本冷凍食品検査協会 管理本部顧問 

〃    青 山 理恵子  (社)日本消費生活アドバイザー･コンサルタント協会 副会長 

〃    渕 上 節 子  日本主婦連合会 副会長 

〃    山 田 敏 夫  ㈱高島屋 品質管理室品質管理グループ 

〃    土 橋 芳 和  (社)日本缶詰協会 技術部長 

〃    玉 井   裕  ㈱イシダ 技術統括部環境規格管理室主任技師 

〃    北 野 芳 男  ㈱寺岡精工 技術法務室長 

〃    新 保 善 人  大和製衡㈱ 自動機器技術部長 

〃    藤 本 秀 也  アンリツ産機システム㈱ 開発本部開発部 

プロジェクトチーム・マネージャー 

〃    倉 野 恭 充  (社)日本計量振興協会 事業部部長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

 (5) 電子化計量器作業委員会 

委 員 長  山 田   宏  日本電気計器検定所 経営企画室長 

委  員  相 沢 一 宏  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

課長補佐 

〃    島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

計量技術専門職 

〃    木 下 佳 樹  (独)産業技術総合研究所 産学連携推進部門  

関西産学連携センター 組込みシステム技術連携研究体 

〃    小見山 耕 司  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 電磁波計測科長 

〃    三 倉 伸 介  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室長 

〃    原 田 克 彦  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    福 崎 知 子  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    土 屋 正 壽  (社)電子情報技術産業協会 インダストリ・システム部長 

〃    瀧 田 誠 治  (社)日本電気計測器工業会 技術･標準部長 

〃    鍋 島 徳 行  愛知時計電機㈱ R&D本部 技術開発部 

基礎技術グループ部長 

〃    津 野 岳 彦  ㈱金門製作所 生産企画部シニアマネージャー 

〃    増 子   功  ㈱タツノ・メカトロニクス 研究開発部電子開発グループ係長 

〃    名 原 英 樹  ㈱イシダ 技術統括部環境規格管理室 規格係長 
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委  員  北 野 芳 男  ㈱寺岡精工 技術法務室室長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(6) 計量器情報化分科会 

主  査  木 下 佳 樹  (独)産業技術総合研究所 産学連携推進部門  

関西産学連携センター 組込みシステム技術連携研究体 

委  員  永 見 祐 一  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

工業標準専門職 

〃    島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局知的基盤課 計量行政室 

計量技術専門職 

〃    森 中 泰 章  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科 

流量計試験技術室長 

〃    渡 邊   宏  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門  

計量標準システム科 

〃    松 岡   聡  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門  

計量標準システム科 

〃    水 口 大 知  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門  

計量標準システム科 

〃    高 橋   豊  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

質量計試験技術室 

〃    福 崎 知 子  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    渡 辺 昇 五  日本電気計器検定所 技術研究所 研究管理グループ課長補佐 

〃    土 屋 正 壽  (社)電子情報技術産業協会 インダストリ・システム部長 

〃    松 岡 泰 成  (社)日本ガス協会 技術部設備技術グループ係長 

〃    弥 栄 邦 俊  ㈱東芝 電力・流通産業システム社 設計部設計第一担当課長 

〃    鍋 島 徳 行  愛知時計電機㈱ R&D本部 技術開発部 

基礎技術グループ部長 

〃    奥 野 啓 道  ㈱金門製作所 開発部製品開発室開発第三グループリーダー 

〃    関   広 志  ㈱タツノ・メカトロニクス 研究開発部 

電子開発グループ課長代理 

〃    名 原 英 樹  ㈱イシダ 技術統括部環境規格管理室 規格係長 

〃    北 野 芳 男  ㈱寺岡精工 技術法務室長 

〃    石 井 哲 生  ㈱エー・アンド・デイ 設計開発本部第１部13課課長代理 

〃    中 本   昭  ㈱クボタ 電装機器事業部担当部長 

〃    平 田 年 幸  大和製衡㈱ 産機設計課主席部員 
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委  員  内 藤 和 文  新光電子㈱ 常務取締役 

〃    米 野 剛 司  大阪メーター製造㈱ 常務取締役 

〃    江 崎 純一郎  三和メーター㈱ サービス課長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(7) 計量器作業委員会 

委 員 長  堀 田 正 美  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門  

計量標準技術科長 

委  員  相 沢 一 宏  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

課長補佐 

〃    上 田 和 永  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

質量力標準研究室長 

〃    藤 井 賢 一  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 物性統計科 

流体標準研究室長 

〃    原 田 克 彦  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    藤 田 佳 孝  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 物性統計科 

流体標準研究室 

〃    福 崎 知 子  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    上 田 雅 司  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

校正試験技術室 

〃    浜 川   剛  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

校正試験技術室 

〃    小 畠 時 彦  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

圧力真空標準研究室 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    山 崎 栄 造  (独)製品評価技術基盤機構 認定センター 計量認定課長 

〃    瀧 田 誠 治  (社)日本電気計測器工業会 技術･標準部長 

〃    柴 田 就 生  ㈱島津製作所 分析計測事業部 営業部 

セールスプロモーション課長 

〃    清 水 孝 雄  ㈱チノー 計測技術開発センター長 

〃    高 子 昌 貢  ㈱TJMデザイン 生産本部第一生産部長 

〃    中 澤 茂 夫  長野計器㈱ 電子技術部長 

〃    横 田 賢次郎  (有)横田計器製作所 取締役社長 

〃    菊 地 久 夫  ㈱ニシベ計器製造所 技術部設計グループ課長 
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事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(8) タクシーメーター分科会 

主  査  米 野 剛 司  日本タクシーメーター工業会 技術委員会副委員長 

大阪メーター製造㈱ 常務取締役 

委  員  島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

計量技術専門職 

〃    小谷野 泰 宏  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    堀 越   努  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    有 山 雅 子  (社)日本消費生活アドバイザー･コンサルタント協会 

常任理事 

〃    岡 田   佑  (社)全国乗用自動車連合会 技術環境委員長 

〃    前 田 哲 夫  ㈱ニシベ計器製造所 名古屋営業所 技術部次長 

〃    村 上 浩 純  二葉計器㈱ 企画部企画課長 

〃    江 﨑 純一朗  三和メーター㈱ 営業サービス部長 

〃    渡 井   正  矢崎計器㈱ 計装開発センター 第二計装開発部リーダー 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(9) 放射温度計測分科会 

主  査  石 井 順太郎  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 温度湿度科 

放射温度標準研究室長 

委  員  中 田 幹 夫  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課 計量行政室専門職 

〃    清 水 祐公子  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 温度湿度科 

放射温度標準研究室 

〃    福 崎 知 子  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    戸 松 利 恵  (独)製品評価技術基盤機構 認定センター 

中部認定事務所主任 

〃    斉 藤 尚 子  日本電気計器検定所 標準部標準供給グループ主任 

〃    玉 川 恭 久  三菱電機㈱ 情報技術総合研究所  

光・マイクロ波回路技術部専任 

〃    重 中 圭太郎  ㈱東芝 研究開発センター  

ヒューマンセントリックラボラトリー室長 

〃    小 田 直 樹  日本電気㈱ 誘導光電事業部 エグゼクティブエキスパート 

〃    清 水 孝 雄  ㈱チノー 取締役計測技術開発センター長 

〃    田 村 哲 雄  NEC三栄㈱ 赤外技術統括マネージャー 
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委  員  松 田 耕一郎  ㈱堀場製作所 産業活性化推進室長 

〃    山 本   泰  ジャパンセンサー㈱ 技術部 

〃    佐々木 正 直  東京精工㈱ 製造グループ 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(10) 体積計作業委員会 

委 員 長  森 中 泰 章  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科 

流量計試験技術室長 

委  員  島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

計量技術専門職 

〃    伊 藤   武  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科 

流量計試験技術室 

〃    小谷野 泰 宏  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    戸 田 邦 彦  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

校正試験技術室 

〃    松 本    毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    大 羽 将 之  神奈川県産業技術センター 計量検定所 業務グループ主査 

〃    播 本 裕 司  埼玉県計量検定所 検査検定担当部長 

〃    中 村 恒 夫  (社)日本水道協会 工務部規格課長 

〃    稲 井 文 彦  (社)日本ガス協会 技術部設備技術グループマネージャー 

〃    山 本   弘  愛知時計電機㈱ 顧問 

〃    津 野 岳 彦  ㈱金門製作所 生産企画部シニアマネージャー 

〃    谷 本   淳  ㈱オーバル 取締役 

〃    大 滝   勉  ㈱タツノ・メカトロニクス 研究開発部次長 

〃    田 中   淳  東京計装㈱ 技術本部 液面計技術部長 

〃    櫻 井   茂  トキコテクノ㈱ 生産本部設計部ディスペンサーグループ長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(11) 水道メーター分科会名簿 

主  査  中 村 恒 夫  (社)日本水道協会 工務部規格課長 

委  員  中 田 幹 夫  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課 計量行政室専門職 

〃    神 長   亘  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    西 川 一 夫  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科 

流量計試験技術室 
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委  員  齋 藤   昇  東京都水道局 研修・開発センター 開発課長 

〃    石 原   充  横浜市水道局 給水部保全課給水装置担当係長 

〃    長 野 吉 和  (社)日本水道協会 工務部技術課副主幹 

〃    糸魚川   昇  愛知時計電機㈱ 生産統括本部水機器製造部副部長 

〃    川 瀬 政 樹  大豊機工㈱ 計器部計器技術課課長 

〃    竹 内 良 一  ㈱金門製作所 開発部製品開発室開発第二グループ 

リーダー 

〃    樋 口 隆 司  ㈱東芝 計測制御機器部 計測制御機器開発担当主務 

〃    唐 沢 進太郎  東洋計器㈱ 製造本部水道技術専門官 

〃    西 浦 雅 人  タカハタプレシジョン㈱ 計量器事業部開発部長 

〃    古清水   篤  ㈱山武 アドバンスオートメーションカンパニー 

品質保証2部1グループ課長 

〃    田 邊 誠 司  横河電機㈱ IA事業部フィールド機器事業センター  

流量計技術グループ 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(12) ガスメーター分科会 

主  査  津 野 岳 彦  日本ガスメーター工業会 技術委員長 

㈱金門製作所 生産企画部シニアマネージャー 

委  員  中 田 幹 夫  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課 計量行政室専門職 

〃    安 藤 弘 二  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科  

流量計試験技術室 

〃    小谷野 泰 宏  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    薊   裕 彦  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科  

流量計試験技術室 

〃    松 岡 泰 成  (社)日本ガス協会 技術部設備技術グループ係長 

〃    藤 井  泰 宏  大阪ガス㈱ 導管事業部導管部メーターチーム副課長 

〃    鈴 木   守  東京ガス㈱ 商品開発部 IT新サービスグループ主幹研究員 

〃    石 田   宏  東邦ガス㈱ 商品開発部技術グループ課長 

〃    作 間 英 一  日本ガスメーター工業会 事務局長 

〃    吉 村 成 一  愛知時計電機㈱ 執行役員 生産統括本部副統括本部長 

ガス機器製造部長 

〃    中 村 英 司  関西ガスメータ㈱ 取締役技術部長 

〃    松 下 雅 彦  ㈱竹中製作所 取締役企画・特許室長 

〃    鈴 木 一 隆  トキコテクノ㈱ 生産本部設計部計装設計グループ主任技師 
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委  員  磯 野   昇  東洋ガスメーター㈱ 技術開発部長 

〃    秋 山 博 和  東洋計器㈱ 取締役総合開発研究所長 

〃    山 下 富 功  矢崎総業㈱ ガス機器事業部渉外技術部主管 

〃    近 藤 久 景  リコーエレメックス㈱ 機器事業本部精機事業部 

部品ユニット部開発技術課スペシャリスト 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(13) 燃料油メーター分科会 

主  査  大 滝   勉  ガソリン計量機器工業会 技術担当 

㈱タツノ・メカトロニクス 研究開発部次長 

委  員  島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室  

計量技術専門職 

〃    神 長   亘  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    安 藤 弘 二  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科  

流量計試験技術室 

〃    大 羽 将 之  神奈川県 商工労働部商工労働総務課計量検定センター 主査 

〃    河 田 尚 宏  全国石油商業組合連合会 業務グループ係長 

〃    武 田 和 博  日東精工㈱ 制御システム事業部 製造部設計課長 

〃    小 俣 光 男  コモタ㈱ 経営管理部人事マネージャー 

〃    榧 根 尚 之  トキコテクノ㈱ 生産本部設計部長 

〃    酒 井 淳 一  ㈱富永製作所 開発本部設計部副部長 

〃    永 良 信 和  ㈱ホクセイ 技術部次長 

〃    森   和 久  愛知時計電機㈱ 技術開発室長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(14) 積算熱量計分科会 

主  査  森 中 泰 章  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科  

流量計試験技術室長 

委  員  中 田 幹 夫  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課 計量行政室専門職 

〃    小谷野 泰 宏  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    安 藤 弘 二  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科  

流量計試験技術室 

〃    兼 田   誠  (社)日本熱供給事業協会 技術部長 

〃    足 立 修 次  愛知時計電機㈱ 水機器製造部製造二課長 

〃    二本松   茂  ㈱金門製作所 技術開発本部 東京研究室次長 
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委  員  穂 刈 茂 徳  長野計器㈱  MI技術部参事 

〃    谷 本   淳  ㈱オーバル 取締役 

〃    藤 村 隆 司  ㈱山武 ビルシステムカンパニー 開発本部開発１部 

コントローラソフトウェア２グループ課長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(15) 質量計作業委員会 

委 員 長  根 本   一  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

質量計試験技術室長 

委  員  島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

計量技術専門職 

〃    三 倉 伸 介  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室長 

〃    長 野 智 博  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    植 木 正 明  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科  

質量力標準研究室 

〃    藤 本 安 亮  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科  

質量計試験技術室 

〃    松 本    毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    森 戸 貢 則  東京都計量検定所 検定課質量圧力計係長 

〃    本 合   剛  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

熱・力学計測課副主査 

〃    藤 本 秀 也  アンリツ産機システム㈱ 開発本部開発部 

プロジェクトチーム・マネージャー 

〃    名 原 英 樹  ㈱イシダ 技術統括部環境規格管理室 規格係長 

〃    石 井 哲 生  ㈱エー・アンド・デイ 設計開発本部 第1部13課課長代理 

〃    中 本   昭  ㈱クボタ 電装機器事業部担当部長 

〃    北 野 芳 男  ㈱寺岡精工 技術法務室長 

〃    猪 澤 正 昭  大和製衡㈱ 執行役員 生産本部副本部長 

〃    佐 藤   毅  ㈱島津製作所 分析計測事業部 天びんビジネスユニット 

天びんグループ課長 

〃    内 藤 和 文  新光電子㈱ 常務取締役 

〃    村 上   昇  ㈱村上衡器製作所 代表取締役社長 

〃    谷 本 雅 之  鎌長製衡㈱ 計量機器製造部長 
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委  員  金 澤 正 夫  日新電子工業㈱ 常務取締役 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(16) 質量計用ロードセル分科会 

主  査  小谷野 泰 宏  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

委  員  島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

計量技術専門職 

〃    福 田 健 一  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

質量計試験技術室 

〃    高 橋   豊  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

質量計試験技術室 

〃    孫   建 新  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

質量力標準研究室 

〃    本 合   剛  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

熱・力学計測課副主査 

〃    安 田 直 記  ㈱イシダ 技術統括部計量技術課第1係長 

〃    三 昌 洋 一  ㈱エー・アンド・デイ 機械設計本部7部71課長 

〃    栗 田   聡  ㈱クボタ 電装機器技術開発部計量開発グループ担当課長 

〃    原 田 俊 二  JFEアドバンテック㈱ 計量事業部技術部長 

〃    北 野 芳 男  ㈱寺岡精工 技術法務室長 

〃    室 橋   章  ミネベア㈱ 計測機器事業部 技術部 

トランスデューサー技術課主査 

〃    広 瀬 明 生  大和製衡㈱ 研究開発部センシング技術課主任技師 

〃    内 藤 和 文  新光電子㈱ 常務取締役 

〃    金 本 啓 嗣  鎌長製衡㈱ 営業本部課長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(17) 電力量計等作業委員会 

委 員 長  坂 野 勝 則  日本電気計器検定所 検定管理部長 

委  員  相 沢 一 宏  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

課長補佐 

〃    清 水 敦 子  経済産業省 資源エネルギー庁 電力･ガス事業部  

電力市場整備課課長補佐 

〃    松 永   亮  経済産業省 資源エネルギー庁 電力･ガス事業部  

電力市場整備課電気計器係長 
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委  員  小谷野 泰 宏  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    瀬 戸 重 行  電気事業連合会 工務部副長 

〃    鈴 木   久  東光電気㈱ 計器事業本部計器部課長 

〃    西 井 隆 儀  コニカミノルタセンシング㈱ 品質保証部CSR推進グループ 

グループリーダー 

〃    中 谷 眞 佳  ㈱エネゲート 計測システム事業部 事業部長代理 

〃    橋 本 昭 憲  日本電気計器検定所 検定管理部型式試験グループ 

マネージャー 

〃    川 田 利 之  日本電気計器検定所 技術研究所校正サービスグループ 

マネージャー 

幹  事  手 塚 政 俊  日本電気計器検定所 検定管理部検定管理グループ 

アシスタントマネージャー 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(18) 環境・分析計量器作業委員会 

委 員 長  加 藤 健 次  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 有機分析科長 

委  員  中 田 幹 夫  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室専門職 

〃    秦   康 之  環境省 総合環境政策局 総務課環境研究技術室長 

〃    三 浦   勉  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 無機分析科  

無機標準研究室 

〃    池 上 裕 雄  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    山 崎 栄 造  (独)製品評価技術基盤機構 認定センター計量認定課長 

〃    四角目 和 広  (財)化学物質評価研究機構 東京事業所化学標準部長 

〃    若 山   純  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

計器検定課 

〃    山 本 靖 則  ㈱島津製作所 分析計測事業部 試験機ビジネスユニット 

統括マネージャー 

〃    松 田 耕一郎  ㈱堀場製作所 産業活性化推進室長 

〃    岡 崎 成 美  (社)日本環境測定分析協会 技術部長 

〃    高 橋 義 雄  (社)日本電気計測器工業会 技術･標準部課長 
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委  員  林   健太郎  (社)日本分析機器工業会 専務理事 

幹  事  戸野塚 房 男  (社)日本分析機器工業会 総務グループ長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(19) 濃度計分科会 

主  査  茂 木 達 也  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部次長 

委  員  中 田 幹 夫  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課 計量行政室専門職 

〃    秦   康 之  環境省 総合環境政策局 総務課環境研究技術室長 

〃    池 上 裕 雄  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室 

〃    岡 田 好 雅  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

計器検定課主任 

〃    角   心 吾  ㈱島津製作所 分析計測事業部 環境ビジネスユニット  

プロダクトマネージャー 

〃    中 野 泰 介  東亜ディーケーケー㈱ 開発本部 センサ技術部次長 

〃    宇 野 正 裕  富士電機システムズ㈱ PIA統括部計測機器営業技術G 

プロダクト・マーケティング・グループ課長 

〃    香 川 明 文  ㈱堀場製作所 環境・プロセスシステム製品企画部  

ジョブリーダー 

〃    戸野塚 房 男  (社)日本分析機器工業会 総務グループ長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(20) 水分計測分科会 

主  査  松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター 

国際計量室総括主幹 

委  員  島 田 正 樹  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

計量技術専門職 

〃    二 井 幸 徳  農林水産省 総合食料局 食糧部消費流通課課長補佐 

〃    北 野   寛  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 温度湿度科  

湿度標準研究室長 

〃    森 中 泰 章  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 流量計測科 

流量計試験技術室長 

〃    原 田 克 彦  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    本 合   剛  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

熱･力学計測課副主査 
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委  員  沓 掛 文 夫  ㈱ケツト科学研究所 取締役技術・生産管理担当 

〃    水 野 英 則  ㈱サタケ 技術本部技術企画室長 

〃    森   静 一  ㈱ジェイ・サイエンス東日本 営業企画部長 

〃    石 井 良 市  ジェイティエンジニアリング㈱ 企画開発担当主査 

〃    鈴 木 康 志  ㈱島津製作所 分析計測事業部マーケティング部 

市場開拓グループ担当課長 

〃    清 水 孝 雄  ㈱チノー 取締役計測技術開発センター長 

〃    長谷川 勝 二  日本分光㈱ UV／CD技術部システム2課長 

〃    戸 田 敏 明  ビーエルテック㈱ 相談役 

〃    戸野塚 房 男  (社)日本分析機器工業会 総務グループ長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(21) 放射線計量器作業委員会 

委 員 長  桧 野  良 穂  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 副部門長 

委  員  石 田 宏 美  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

技術基準2係長 

〃    齋 藤 則 生  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 量子放射科 

放射線標準研究室長 

〃    柚 木   彰  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 量子放射科  

放射能中性子標準研究室長 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    小 嶋 拓 治  日本原子力研究開発機構 高崎量子応用研究所  

量子ビーム応用研究部門研究主席 

〃    吉 澤 道 夫  日本原子力研究開発機構 東海研究開発センター  

原子力科学研究所 放射線管理部線量管理課長 

〃    高 島   誠  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

電子計測課 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(22) 音響振動計量器作業委員会 

委 員 長  菊 池 恒 男  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 音響振動科長 

委  員  中 田 幹 夫  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課 計量行政室専門職 

〃    三 倉 伸 介  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室長 
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委  員  堀 内 竜 三  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 音響振動科 

音響超音波標準研究室 

〃    堀 越   努  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 法定計量技術科 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    落 合 直 文  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 副所長 

〃    平     寛  (財)日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

計器検定課 

〃    岡 崎 成 美  (社)日本環境測定分析協会 技術部長 

〃    瀧 浪 弘 章  リオン㈱ 計測器技術部課長 

〃    牧 田 光 正  ㈱小野測器 品質保証部長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(23) 医療用計量器作業委員会 

委 員 長  林   健太郎  (社)日本分析機器工業会 専務理事 

委  員  石 田 宏 美  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

技術基準2係長 

〃    池 上 裕 雄  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室 

〃    分 領 信 一  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室 

〃    松 本   毅  (独)産業技術総合研究所 計量標準管理センター  

国際計量室総括主幹 

〃    廣 田 光 恵  (独)医療品医療機器総合機構 品質管理部長 

〃    土 屋 正 壽  (社)電子情報技術産業協会 インダストリ・システム部長 

〃    中 村 吉 宏  (社)日本画像医療システム工業会 常務理事 

〃    長谷川 尚 志  日機装㈱医療機器カンパニー 営業推進部参事 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(24) 血圧計分科会 

主  査  白 崎   修  オムロンヘルスケア㈱ 新規事業開発センター 

グループリーダー 

委  員  石 田 宏 美  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

技術基準2係長 
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委  員  分 領 信 一  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室 

〃    上 田 雅 司  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室 

〃    廣 田 光 恵  (独)医療品医療機器総合機構 品質管理部長 

〃    杉 本 まさ子  (社)日本消費生活アドバイザー･コンサルタント協会 

常任理事 

〃    石 塚 繁 廣  ㈱エー・アンド・デイ ME事業本部開発部課長 

〃    中 西   孝  シチズン・システムズ㈱ 技術本部健康機器部設計2課長 

〃    相 馬 孝 博  テルモ㈱ 研究開発センター メカトログループ主任研究員 

〃    小 澤 秀 夫  日本光電工業㈱ 生態情報技術センター 基準技術部長 

〃    小 林   忍  フクダ電子㈱ 検査部課長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 

(25) 体温計分科会 

主  査  池 田   誠  テルモ㈱ 駿河工場開発課副主事 

委  員  石 田 宏 美  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

技術基準2係長 

〃    池 上 裕 雄  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室 

〃    原 田 克 彦  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門法定計量技術科 

〃    上 田 雅 司  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

校正試験技術室 

〃    廣 田 光 恵  (独)医療品医療機器総合機構 品質管理部長 

〃    杉 本 まさ子  (社)日本消費生活アドバイザー･コンサルタント協会 

常任理事 

〃    増 田 健 之  旭テクノグラス㈱ 静岡工場 サイテック事業部 

線量計グループ測器製造チーム 

〃    土 井 志津雄  森下仁丹㈱ 生産購買部技術課主事 

〃    大 西 喜 秀  オムロンヘルスケア㈱ 商品事業統轄部 生体計測事業部主事 

〃    小 林   勇  シチズン・システムズ㈱ 技術本部健康機器部 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 
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(26) 眼圧計分科会 

主  査  秋 道   斉  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 力学計測科 

圧力真空標準研究室長 

委  員  石 田 宏 美  経済産業省 産業技術環境局 知的基盤課計量行政室 

技術基準２係長 

〃    分 領 信 一  (独)産業技術総合研究所 計測標準研究部門 計量標準技術科 

型式承認技術室 

委  員  廣 田 光 恵  (独)医療品医療機器総合機構 品質管理部長 

〃    阿 部 隆 士  ㈱タカギセイコー 技術部 

〃    服 部   真  ジャパンフォーカス㈱ 業務推進部 

〃    山 口 徳 芳  ㈱はんだや 技術部長 

〃    山 田   秀  ㈱テイエムアイ 代表取締役社長 

〃    飯 島   博  ㈱トプコン アイケア品質保証部専任部長 

事 務 局  重 森   明  (社)日本計量機器工業連合会 業務部課長 

〃    田 口 佳代子  (社)日本計量機器工業連合会 総務部 
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第２章 国際法定計量機関（OIML）の概要 

2.1 技術委員会（TC及びSC）の構成 

国際勧告の作成作業などを進めるために、分野別に技術委員会（TC）が、また各TC内の研究課

題に対して小委員会（SC）が設置されている。 

各TC 及びSC の幹事国、日本の参加資格（P メンバー、O メンバー）、各TC/SC が所管する国

際勧告、文書などを表１に示す。 

Pメンバー国は勧告案作成に積極的に参加することが要請されるとともに、国際会議にも出席し、

草案の可否に対して投票する必要がある。Oメンバー国は、勧告案等の研究課題に対して関心を持

つ国で、勧告草案等に意見を提出でき、また国際作業部会に出席することができるが投票権はない。 

現在、課題分野ごとの TC は 1 から 18 までの 18 分野があり、また、TC 内に SC が 2011 年 3

月現在で45設置されている。 

日本は 15 のTC と 30 のSC にP メンバーとして参加しているほか、他の分野にもO メンバー

として登録しており、すべての分野に参加している。 

 

2.2 国際勧告（International Recommendations）と国際文書（International Documents） 

OIMLの最も重要な活動の一つは、法定計量に関わる国際勧告及び国際文書を発行し、加盟国に

対し計量法規の規範を示すことである。 

国際勧告は、計量に係わる国の法規のモデルとなるもので、計量法規の大要、計量器の性能や検

定・検査基準等を規定している。国内法規への導入は各国の選択にまかされるが、加盟各国は、採

択された国際勧告を可能な限り国内法規に導入する道義的責任を負うことになる。 

国際文書は法定計量の共通的課題に関する指針を与えるものもあり、国内法規への導入は各国の

選択にまかされる。 

これらの文書は、｢関税と貿易に関する一般協定（General Agreement on Tariffs and Trade：

GATT）｣に代わって1995年に発足した世界貿易機関（World Trade Organization：WTO）の貿

易の技術的障害に関する協定（TBT協定）における国際規格に該当するものと考えられており、各

国計量法規の国際的調和を確保し、また国際的基準・認証制度の実現を図る上で、重要な役割を果

たしている。 

2011年1月現在の国際勧告一覧を表２に、国際文書一覧を表３に、基本文書一覧を表４に示す。 
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表１ 技術委員会（TC及びSC）の構成と所管している刊行物 
 

名　称 英語名称 幹 事 国 資格＊ 所管出版物

TC1 用語 Terminology ポーランド P V1
V2-200
V2-200

erratum

計量単位 Units of measurement オーストリア P D2
TC3 計量規則 Metrological control アメリカ P R34

R42
D1
D3

SC1 型式承認及び検定 Pattern Approval and verification アメリカ P D13
D19
D20
D27

SC2 計量取締り Metrological supervision チェコ P D9
D12
D16

SC3 標準物質 Reference materials ロシア P D18
SC4 統計的方法の適用 Application of statistical methods ドイツ P
SC5 適合性評価(証明書制度） Conformity assessment P D29

D30
B3

B3-修正

B10-1
B10-1修正

B10-2
TC4 標準器，校正及び検定装置 スロバキア P D5

D8
  D10
D23

TC5 計量器に関する一般要求事項
General requirements for measuring
instruments スロベニア P

SC1 環境条件 Environmental conditions オランダ P D11

SC2 ソフトウェア Software ドイツ、
BIML P D31

TC6 包装商品 Prepackaged products 南アフリカ P R79
R87

R87正誤表

TC7 長さ関連量の計量器
Measuring instruments for length and
associated quantities イギリス R35-1

SC1 長さ計 Measuring instruments for length ロシア P R24
R66
R98

SC3 面積計 Measurement of areas イギリス P R136-1
R136-2

SC4 道路運送車両計量器 Measuring instruments for road traffic アメリカ P R21
R55
R91

SC5 形状測定器 Dimensional measuring instruments オーストラリア O R129

TC/SC

Measurement standards and
calibration and verification devices

アメリカ、
BIML

TC2
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名　称 英語名称 幹 事 国 資格＊ 所管出版物

TC8 流体量の計量器 Measurement of quantities of fluids スイス R40
R41
R43
R63

R119
R120
R138

R138修正

D25
D26

SC1 静的体積・質量測定 Static volume and mass measurement ドイツ P R71
R80-1

R85-1&2
R85-3
R95

R125

SC3 水以外の液体の動的体積・質量測定 P R105

R105-C
R117-1
R118

SC5 水道メーター Water meters イギリス P R49-1
R49-2
R49-3

SC6 低温液体の計量 Measurement of cryogenic liquids アメリカ O R81
R81-D

SC7 ガスメータリング Gas metering オランダ P R137-1
R139
R140

TC9 質量計及び密度計
Instruments for measuring mass and
density アメリカ P R60

SC1 非自動はかり Nonautomatic weighing instruments P R76-1
R76-2

SC2 自動はかり Automatic weighing instruments イギリス P R50-1
R50-2
R51-1
R51-1
正誤表

R51-2
R61-1
R61-2

R106-1
R106-2
R107-１
R107-2
R134-1
R134-2

SC3 分銅 Weights ドイツ P R47
R52

R111-1
R111-2

D28

Dynamic volume and mass
measurement  (liquids other than
water)

ドイツ、
アメリカ

TC/SC

フランス、
ドイツ
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名　称 英語名称 幹  事  国 資格＊ 所管出版物

TC9 SC4 密度計 Densities ロシア O R15
R22
R44

TC10 圧力，力及び関連量の計量器
Instruments for measuring pressure,
force and associated quantities アメリカ P R23

SC1 重錘型圧力計 Pressure balances チェコ P R110

SC2 弾性感圧素子圧力計
Pressure gauges with elastic sensing
elements ロシア P R53

R101
R109

SC3 気圧計 Barometers 中国 P R97
SC4 材料試験機 Material testing machines アメリカ O R65

TC11 温度及び関連量の計量器
Instruments for measuring
temperature and associated quantities ドイツ P R75-1

R75-2
R75-3

SC1 抵抗温度計 Resistance thermometers ロシア O R84
SC2 接触温度計 Contact thermometers アメリカ P R133
SC3 放射温度計 Radiation thermometers ロシア P R18

R48
R141
D24

TC12 電気量の計量器
Instruments for measuring electrical
quantities オーストラリア P R46

TC13 音響及び振動の計量器
Measuring instruments for acoustics
and vibration ドイツ P R58

R88
R102

R102-B&C
R103
R104

R104-F
R122

R122-C
R130

TC14 光関連量の計量器 Measuring instruments used for optics ハンガリー O R93

TC15 電離放射線の計量器
Measuring instruments for ionizing
radiations ロシア

SC1 医療用電離放射線の計量器
Measuring instruments for ionizing
radiations used in medical applications ロシア O D21

SC2 工業用電離放射線の計量器
Measuring instruments for ionizing
radiations used in industrial processes アメリカ O R127

R13１
R132

TC16 汚染度計量器 Instruments for measuring pollutants アメリカ P
SC1 大気汚染 Air pollution オランダ P R99-1&2

R99-3
R143

SC2 水質汚染 Water pollution アメリカ P R83
R100
R116

SC3 殺虫剤及び有毒汚染物質
Pesticides and other pollutant toxic
substances アメリカ O R82

R112

TC/SC
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名　称 英語名称 幹 事 国 資格＊ 所管出版物

有害性汚染物質の環境計測
Field measurements of hazardous
(toxic) pollutants アメリカ O R113

R123
D22

TC17 物理化学測定器
Instruments for physico-chemical
measurements ロシア O

SC1 水分計 Humidity P R59
R92

SC2 糖度計 Saccharimetry ロシア O R14
R108
R124
R142

SC3 pH計 pH-metry ロシア P R54
SC4 導電率の測定 Conductometry ロシア O R56

R68
SC5 粘度の測定 Viscosimetry ロシア O R69

D17
SC6 ガス分析計 Gas analysis ロシア O
SC7 呼気試験機 Breath testers フランス P R126

SC8 農産物の品質分析機器
Instruments for quality analysis of
agricultural products

オーストラリア P

TC18 医療用計量器 Medical measuring instruments ドイツ P R128
SC1 血圧計 Blood pressure instruments 中国 P R16-1

R16-2
SC2 体温計 Medical thermometers ドイツ P R7

R114
R115

SC4 医療用電子計量器 Bio-electrical instruments ロシア O R89
R90

SC5 医学研究用計測器
Measuring instruments for medical
laboratories ドイツ O R26

R78
R135

＊OIMLの技術委員会（TC/SC）への日本の参加資格

中国、
アメリカ

TC/SC

TC16 SC4
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表２ 国際勧告（International Recommendations）一覧 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC
R 7 最高温度保持機能付ガラス製水銀体温計 

Clinical thermometers, mercury-in-glass with maximum device 
1979 18/2 

R 14 ICUMSA国際糖度目盛に基づいた偏光検糖計 
Polarimetric saccharimeters graduated in accordance with the 
ICUMSA International Sugar Scale 

1995 17/2 

R 15 穀物の100リットル単位質量の計量器 
Instruments for measuring the hectolitre mass of cereals 

1974 9/4 

R 16-1 機械式非浸襲血圧計 
Mechanical non-invasive sphygmomanometers 

2002 18/1 

R 16-2 非浸襲自動血圧計 
Non-invasive automated sphygmomanometers 

2002 
 

18/1 

R 18 線状消失式高温計 
Visual disappearing filament pyrometers 

1989 11/3 

R 21 タクシーメーターの計量技術要求事項、試験方法及び試験報告書 
Taximeters. Metrological and technical requirements, test procedures 
and test report format  

2007 7/4 

R 22 国際アルコール濃度測定表 
International alcoholometric tables 

1975 9/4 

R 23 自動車用タイヤ圧力計 
Tire pressure gauges for motor vehicles 

1975 10 

R 24 検定官用メートル基準直尺 
Standard one metre bar for verification officers 

1975 7/1 

R 26 医療用注射器 
Medical syringes 

1978 18/5 

R 34 計量器の精度等級 
Accuracy classes of measuring instruments 

1979 3 

R 35-1 一般使用のための長さの実量器 第1部：計量技術要求事項 
Material measures of length for general use. Part 1: Metrological and 
technical requirements  

2007 7 

R 40 検定官用目盛付き基準メスピペット 
Standard graduated pipettes for verification officers 

1981 8 

R 41 検定官用基準ビュレット 
Standard burettes for verification officers 

1981 8 

R 42 検定官用金属証印 
Metal stamps for verification officers 

1981 3 

R 43 検定官用目盛付きガラス製基準フラスコ 
Standard graduated glass flasks for verification officers 

1981 8 

R 44 アルコール濃度測定に用いられる濃度計、密度計及び温度計 
Alcoholometers and alcohol hydrometers and thermometers for use in 
alcoholometry 

1985 9/4 

R 47 大ひょう量はかり検査用基準分銅 
Standard weights for testing of high capacity weighing machines 

1979 9/3 

R 48 放射温度計校正用タングステン・リボン標準電球 
Tungsten ribbon lamps for the calibration of radiation thermometers 

2004 11/3 
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番号 表     題 発行年 TC/SC
R 49-1 冷温水用水道メーター 第1部：計量技術要求事項 

Water meters intended for the metering of cold potable water and hot 
water. Part 1: Metrological and technical requirements 

2006 8/5 

R 49-2 冷温水用水道メーター 第2部：試験方法 
Water meters intended for the metering of cold potable water and hot 
water. Part 2: Test methods 

2006 8/5 

R 49-3 冷温水用水道メーター 第3部：試験報告書の様式 
Water meters intended for the metering of cold potable water and hot 
water. Part 3: Test report format 

2006 8/5 

R 50-1 連続式積算自動計重装置（ベルトウェア） 第1部：計量技術要求事項－

試験 
Continuous totalizing automatic weighing instruments （belt 
weighers）. Part 1: Metrological and technical requirements - Tests 

1997 9/2 

R 50-2 連続式積算自動計重装置（ベルトウェア） 第2部：試験報告書の様式 
Continuous totalizing automatic weighing instruments （belt 
weighers）. Part 2 : Test report format 

1997 9/2 

R 51-1 自動捕捉式計重装置 第1部：計量技術要求事項－試験 
Automatic catchweighing instruments. Part 1: Metrological and 
technical requirements - Tests 

2006 9/2 

R 51-2 自動捕捉式計重装置 第2部：試験報告書の様式 
Automatic catchweighing instruments. Part 2: Test report format 

2006 9/2 

R 51-1  
正誤表 

自動捕捉式計重装置 第1部：計量技術要求事項－試験に対する正誤表 
Erratum (2010.08.09) to OIML R 51-1:2006 Automatic catchweighing 
instruments. Part 1: Metrological and technical requirements - Tests 

2010 9/2 

R 52 六中角柱分銅－計量技術要求事項 
Hexagonal weights - Metrological and technical requirements 

2004 9/3 

R 53 圧力の測定に使用する弾性受圧素子の計量特性：決定方法 
Metrological characteristics of elastic sensing elements used for 
measurement of pressure. Determination methods 

1982 10/2 

R 54 水溶液のpH目盛 
pH scale for aqueous solutions 

1981 17/3 

R 55 自動車用スピードメーター、機械式オドメーター及びクロノタコグラフ：

計量規定 
Speedometers, mechanical odometers and chronotachographs for motor 
vehicles. Metrological regulations 

1981 7/4 

R 56 電解液の導電率を再現する標準溶液 
Standard solutions reproducing the conductivity of electrolytes 

1981 17/4 

R 58 騒音計 
Sound level meters 

1998 13 

R 59 穀物及び油脂種子の水分計 
Moisture meters for cereal grains and oilseeds 

1984 17/1 

R 60 
 

ロードセルの計量規定 
Metrological regulation for load cells 

2000 9 

R 61-1 自動定重充填装置 第1部：計量技術要求事項‐試験 
Automatic gravimetric filling instruments. Part 1 : Metrological and 
technical requirements – Tests 

2004 9/2 
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番号 表     題 発行年 TC/SC
R 61-2 自動定重充填装置 第2部：試験報告書の様式 

Automatic gravimetric filling instruments. Part 2: Test report format  
2004 9/2 

R 63 石油計量表 
Petroleum measurement tables  

1994 8 

R 65 単軸材料試験機の力計測システム 
Force measuring system of uniaxial material testing machines  

2006 10/4 

R 66 長さ測定器 
Length measuring instruments 

1985 7/1 

R 68 導電率セルの校正方法 
Calibration method for conductivity cells 

1985 17/4 

R 69 動粘度測定用ガラス細管粘度計：検定方法 
Glass capillary viscometers for the measurement of kinematic viscosity. 
Verification method 

1985 17/5 

R 71 定置型貯蔵タンク：一般要求事項 
Fixed storage tanks. General requirements 

2008 8/1 

R 75-1 積算熱量計 第1部：一般要求事項 
Heat meters. Part 1: General requirements 

2002 11 

R 75-2 積算熱量計 第2部：型式承認試験 
Heat meters. Part 2: Type approval tests 

2002 11 

R 75-3 積算熱量計 第3部：試験報告書の様式 
Heat meters. Part 3: Test Report Format  

2006 11 

R 76-1 非自動はかり 第1部：計量技術要求事項－試験 
Non-automatic weighing instruments. Part 1: Metrological and 
technical requirements – Tests 

2006 9/1 

R 76-2 非自動はかり 第2部：試験報告書の様式 
Non-automatic weighing instruments. Part 2 : Test report format  

2007 9/1 

R 78 赤血球の沈降速度測定用ウエスタグレン管 
Westergren tubes for measurement of erythrocyte sedimentation rate 

1989 18/5 

R 79 包装商品用ラベル表記に対する要請 
Labeling requirements for prepackaged products 

1997 6 

R 80-1 タンクローリー 第1部：計量技術要求事項 
Road and rail tankers with level gauging. Part 1: Metrological and 
technical requirements 

2009 8/1 

R 81 低温液体用体積計と計量システム 
Dynamic measuring devices and systems for cryogenic liquids 

1998 8/6 

R 81-D 低温液体用体積計と計量システム 付属書D：試験報告書の様式 
Dynamic measuring devices and systems for cryogenic liquids - Annex 
D: Test report format 

2006 8/6 

R 82 殺虫剤及び有毒物質汚染測定のためのガスクロマトグラフシステム 
Gas chromatographic systems for the measuring pollution from 
pesticides and other toxic substances 

2006 16/3 

R 83 水中の有機汚染物質分析用ガスクロマトグラフ／質量分析計システム 
Gas chromatograph/mass spectrometer systems for the analysis of 
organic pollutants in water 

2006 16/2 

R 84 白金、銅又はニッケル抵抗温度計（工業及び商業用） 
Platinum, copper, and nickel resistance thermometers（for industrial 
and commercial use） 

2003 11/1 
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番号 表     題 発行年 TC/SC
R 85-1&2 定置型貯蔵タンクの液面測定用自動液面計 第1部：計量技術要求事項、

第2部：計量管理及び試験 
Automatic level gauges for measuring the level of liquid in stationary 
storage tanks. Part 1: Metrological and technical requirements. Part 2: 
Metrological control and tests 

2008 8/1 

R85-3 定置型貯蔵タンクの液面測定用自動液面計 第3部：型式評価の報告書様

式 
Automatic level gauges for measuring the level of liquid in stationary 
storage tanks. Part 3: Report format for type evaluation 

2008 8/1 

R 87 包装商品の正味量 
Quantity of product in prepackages   

2004 6 

R87正誤

表 
包装商品の正味量 正誤表 
Erratum（2008.06.16） to R87（Edition2004）Quantity of product in 
prepackages 

2008 6 

R 88 積分平均形騒音計 
Integrating-averaging sound level meters  

1998 13 

R 89 脳波計－計量特性－検定のための方法と装置 
Electroencephalographs - Metrological characteristics - Methods and 
equipment for verification 

1990 18/4 

R 90 心電計－計量特性－検定のための方法と装置 
Electrocardiographs - Metrological characteristics - Methods and 
equipment for verification  

1990 18/4 

R 91 自動車の速度測定用レーダー装置 
Radar equipment for the measurement of the speed of vehicles  

1990 7/4 

R 92 木材用水分計－検定方法と装置：一般規定 
Wood-moisture meters - Verification methods and equipment: general 
provisions 

1989 17/1 

R 93 レンズメータ 
Focimeters 

1999 14 

R 95 タンカー：一般要求事項 
Ships' tanks - General requirements  

1990 8/1 

R 97 気圧計 
Barometers  

1990 10/3 

R 98 高精度線度器 
High-precision line measures of length  

1991 7/1 

R 99-1&2 自動車排ガスの測定器 第1部：計量技術要求事項、第2部：計量管理及

び性能試験 
Instruments for measuring vehicle exhaust emissions. Part 1: 
Metrological and technical requirements. Part 2: Metrological controls 
and performance tests 

2008 16/1 

R 99-3 
 

自動車排ガスの測定器 第3部：報告書様式 
Instruments for measuring vehicle exhaust emissions. Part 3: Report 
Format 

2008 16/1 

R 100 水中の金属汚染物質測定用原子吸光度計 
Atomic absorption spectrometers for measuring metal pollutants in 
water 

1991 16/2 
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番号 表     題 発行年 TC/SC
R 101 弾性受圧素子による指示式及び自記式圧力計、真空計、連成計（普通計器） 

Indicating and recording pressure gauges, vacuum gauges and 
pressure-vacuum gauges with elastic sensing elements（ordinary 
instruments）  

1991 10/2 

R 102 音響校正器（付属書Aを含む） 
Sound calibrators（including Annex A） 

1992 13 

R102-B&
C 

音響校正器－付属書B及びC：型式評価のための試験方法及び試験報告書

の様式 
Sound calibrators - Annexes B and C: Test methods for pattern 
evaluation and test report format  

1995 13 

R 103 人体に対する振動応答用測定器 
Measuring instrumentation for human response to vibration   

1992 13 

R 104 純音オーディオメータ（付属書A～Eを含む） 
Pure-tone audiometers（including Annexes A to E） 

1993 13 

R 104-F 純音オーディオメータ 付属書F：試験報告書の様式 
Pure-tone audiometers - Annex F: Test report format  

1997 13 

R 105 液体量用の質量流量直接測定装置（付属書A及びBを含む） 
Direct mass flow measuring systems for quantities of liquids 
（including Annexes A and B）   

1993 8 

R 105-C 液体量用の質量流量直接測定装置 付属書C：試験報告書の様式 
Direct mass flow measuring systems for quantities of liquids - Annex C: 
Test report format   

1995 8 

R 106-1 自動貨車掛 第1部：計量技術要求事項‐試験 
Automatic rail-weighbridges. Part 1 : Metrological and technical 
requirements - Tests 

1997 9/2 

R 106-2 自動貨車掛 第2部：試験報告書の様式 
Automatic rail-weighbridges. Part 2 : Test report format  

1997 9/2 

R 107-1 不連続式積算自動計重機（積算式ホッパー） 第1部：計量技術要求事項

‐試験 
Discontinuous totalizing automatic weighing instruments （totalizing 
hopper weighers）. Part 1 : Metrological and technical requirements - 
Tests   

2007 9/2 

R 107-2 不連続式積算自動計重機（積算式ホッパー） 第2部：試験報告書の様式 
Discontinuous totalizing automatic weighing instruments （totalizing 
hopper weighers）. Part 2 : Test report format  

2007 9/2 

R 108 果汁の糖分測定用屈折計 
Refractometers for the measurement of the sugar content of fruit juices  

1993 17/2 

R 109 弾性受圧素子による圧力計及び真空計（標準計器） 
Pressure gauges and vacuum gauges with elastic sensing elements 
（standard instruments）  

1993 10/2 

R 110 重錘型圧力計 
Pressure balances   

1994 10/1 

R 111-1 精度等級E1、E2、F1、F2、M1、M1-2、M2、M2-3及びM3の分銅 第1部：

計量技術要求事項 
Weights of classes E1, E2, F1, F2, M1, M1-2, M2, M2-3 and M3 Part 1: 
Metrological and technical requirements   

2004 9/3 
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番号 表     題 発行年 TC/SC
R 111-2 精度等級E1、E2、F1、F2、M1、M1-2、M2、M2-3及びM3の分銅 第2部：

試験報告書の様式 
Weights of classes E1, E2, F1, F2, M1, M1-2, M2, M2-3 and M3  Part 
2: Test report format  

2004 9/3 

R 112 殺虫剤及び有害物質測定用高性能液体クロマトグラフ 
High performance liquid chromatographs for measurement of 
pesticides and other toxic substances   

1994 16/3 

R 113 有害化学汚染物質の現場測定用可搬式ガスクロマトグラフ 
Portable gas chromatographs for field measurements of hazardous 
chemical pollutants   

1994 16/4 

R 114 連続測定用電子体温計 
Clinical electrical thermometers for continuous measurement   

1995 18/2 

R 115 最高温度保持機能付電子体温計 
Clinical electrical thermometers with maximum device  

1995 18/2 

R 116 水中の金属汚染物質測定に用いる誘導結合プラズマ原子発光分光分析計 
Inductively coupled plasma atomic emission spectrometers for the 
measurement of metal pollutants in water   

2006 16/2 

R 117-1 水以外の液体用動的計量システム 第1部：計量技術要求事項 
Dynamic measuring systems for liquids other than water. Part 1: 
Metrological and technical requirements  

2007 8/3 

R 118 自動車用燃料由メーターの型式承認試験手順及び試験報告書の様式 
Testing procedures and test report format for pattern examination of 
fuel dispensers for motor vehicles   

1995 8/3 

R 119 水以外の液体用計量システムを試験するための基準体積管 
Pipe provers for testing of measuring systems for liquids other than 
water   

1996 8 

R 120 水以外の液体用基準タンクの性能及び計量システムの試験方法 
Standard capacity measures for testing measuring systems for liquids 
other than water   

2010 8 

R 122 語音オーディオメータ 
Equipment for speech audiometry   

1996 13 

R 122-C 語音オーディオメータ 付属書C：試験報告書の様式 
Equipment for speech audiometry - Annex C: Test report format   

1999 13 

R 123 有害元素を含む汚染物質の現場測定用携帯及び可搬式蛍光Ｘ線分析装置 
Portable and transportable X-ray fluorescence spectrometers for field 
measurement of hazardous elemental pollutants   

1997 16/4 

R 124 ぶどう酒の糖分測定用屈折計 
Refractometers for the measurement of the sugar content of grape 
musts   

1997 17/2 

R 125 タンク中の液体質量用計量システム 
Measuring systems for the mass of liquids in tanks   

1998 8 

R 126 証拠用呼気分析計 
Evidential breath analyzers   

1998 17/7 

R 127 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるラジオクロミック・フィルム

線量計測システム 
Radiochromic film dosimetry system for ionizing radiation processing of 
materials and products   

1999 15/2 
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番号 表     題 発行年 TC/SC
R 128 脚力測定器 

Ergometers for foot crank work   
2000 18 

R 129 荷物の多次元寸法システム 
Multi-dimensional measuring instruments   

2000 7/5 

R 130 オクターブ及び1/３オクターブ・バンドフィルター 
Octave-band and one-third-octave-band filters   

2001 13 

R 131 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるPMMA線量計システム 
Polymethylmethacrylate （PMMA） dosimetry systems for ionizing 
radiation processing of materials and products   

2001 15/2 

R 132 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるアラニンEPR線量計システ

ム 
Alanine EPR dosimetry systems for ionizing radiation processing of 
materials and products   

2001 15/2 
 

R 133 ガラス製温度計 
Liquid-in-glass thermometers  

2002 11/2 

R 134-1 走行自動車及び軸荷重の自動計重機 第1部：計量技術要求事項－試験 
Automatic instruments for weighing road vehicles in motion and 
measuring axleloads. Part 1: Metrological and technical 
requirements ・Tests   

2006 9/2 

R 134-2 走行自動車及び軸荷重の自動計重機 第2部：試験報告書の様式 
Automatic instruments for weighing road vehicles in motion and 
measuring axleloads. Part 2: Test report format   

2009 9/2 

R 135 医学研究用分光光度計 
Spectrophotometers for medical laboratories   

2004 18/5 

R 136-1 皮革面積計 
Instruments for measuring the areas of leathers   

2004 7/3 

R 136-2 皮革面積計 第2部：試験報告書の様式 
Instruments for measuring the areas of leathers. Part 2: Test Report 
Format   

2006 7/3 

R 137-1 ガスメーター 第1部：要求事項 
Gas meters. Part 1: Requirements   

2006 8/7 

R 138 商取引に使用される体積容器 
Vessels for commercial transactions 

2007 8 

R138修正 商取引に使用される体積容器（修正条項2009） 
Vessels for commercial transactions （Amendment 2009） 

2009 8 

R 139 自動車用圧縮ガス燃料の計量システム 
Compressed gaseous fuel measuring systems for vehicles 

2007 8/7 

R 140 ガス燃料の計量システム 
Measuring systems for gaseous fuel 

2007 8/7 

R141 熱画像装置の主要特性の校正及び検定手順 
Procedure for calibration and verification of the main characteristics of 
thermographic instruments 

2008 11/3 

R142 自動式屈折計：検定の方法及び手段 
Automated refractometers: Methods and means of verification 

2008 17/2 

R143 定置型連続式二酸化硫黄測定器 
Instruments for the continuous measurement of SO2 in stationary 
source emissions 

2009 16/1 
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表３ 国際文書（International Documents）一覧 

 

番号 表     題 発行年 TC/SC
D 1 計量法の要素 

Elements for a Law on Metrology 
2004 3 

D 2 法定計量単位 
Legal units of measurement 

2007 2 

D 3 計量器の法定要求事項 
Legal qualification of measuring instruments  

1979 3 

D 5 計量器の階級図式制定のための原則 
Principles for the establishment of hierarchy schemes for measuring 
instruments  

1982 4 

D 8 標準器の選択、承認、使用、管理及び文書化に関する原則 
Measurement standards. Choice, recognition, use, conservation and 
documentation 

2004 4 

D 9 計量取締の原則 
Principles of metrological supervision 

2004 3/2 

D 10 
ILAC-G24 

試験所で用いられる計量装置の再校正周期決定のための指針 
Guidelines for the determination of recalibration intervals of measuring 
equipment used in testing laboratories 

2007 4 

D 11 電子化計量器の一般要求事項 
General requirements for electronic measuring instruments   

2004 5 

D 12 検定対象計量器の使用分野 
Fields of use of measuring instruments subject to verification 

1986 3/2 

D 13 検査結果、型式承認及び検定の承認に関する二国間又は多国間協定のため

の指針 
Guidelines for bi- or multilateral arrangements on the recognition of : 
test results - pattern approvals- verifications 

1986 3/1 

D 14 法定計量従事者の養成、資格及ぴ訓練プログラム 
Training and qualification of legal metrology personnel   

2004    

D 16 計量管理の確保の原則 
Principles of assurance of metrological control 

1986 3/2 

D 17 液体の粘度測定器の階級図式 
Hierarchy scheme for instruments measuring the viscosity of liquids  

1987 17/5 

D 18 国家法定計量機関による計量管理のための認証標準物質使用に関する一

般原則 
The use of certified reference materials in fields covered by metrological 
control exercised by national services of legal metrology. Basic 
principles  

2008 3/3 

D 19 型式審査と型式承認 
Pattern evaluation and pattern approval  

1988 3/1 
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番号 表     題 発行年 TC/SC

D 20 計量器の当初・後続検定及び手順 
Initial and subsequent verification of measuring instruments and 
processes   

1988 3/1 

D 21 放射線治療に用いられる線量計の校正のための二次標準線量測定実験室 
Secondary standard dosimetry laboratories for the calibration of 
dosimeters used in radiotherapy   

1990 15/1 

D 22 有害廃棄物より発生する大気汚染物質評価のための携帯用測定器に関す

る指針 
Guide to portable instruments for assessing airborne pollutants arising 
from hazardous wastes   

1991 16/4 

D 23 検定用設備の計量管理の原則 
Principles for metrological control of equipment used for verification   

1993 4 

D 24 全放射温度計 
Total radiation pyrometers  

1996 11/3 

D 25 流体の計量装置に用いる渦式メーター 
Vortex meters used in measuring systems for fluids   

2010 8 

D 26 ガラス製抽出用メジャｰ：自動ピペット 
Glass delivery measures - Automatic pipettes   

2010 8 

D 27 製造事業者の品質管理システムを活用した計量器の初期検定 
Initial verification of measuring instruments using the manufacturer's 
quality management system   

2001 3/1 

D 28 空気中での質量の測定に関する協定値（R33の改訂） 
Conventional value of the result of weighing in air (Revision of R 33)   

2004 9/3 

D29 ISO/IEC ガイド65 を計量器認証機関の評価に適用するためのガイドラ

イン 
Guide for the application of ISO/IEC Guide 65 to assessment of 
measuring instrument certification bodies in legal metrology 

2008 3/5 

D30 ISO/IEC 17025を法定計量に関わる試験機関の評価に適用するためのガ

イドライン 
Guide for the application of ISO/IEC 17025 to the assessment of Testing 
Laboratories involved in legal metrology 

2008 3/5 

D31 ソウトウェア制御計量器のための一般要求事項 
General requirements for software controlled measuring instruments 

2008 5/2 
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表４ 基本文書（Basic Publications）一覧 

 

番号 表     題 発行年 TC/SC
B1 OIML 条約 

OIML Convention 
1955  

B3 計量器の OIML 証明書制度 
OIML Certificate System for Measuring Instruments （P 1） 

2003 3/5 

B3 
-修正 

計量器の OIML 証明書制度－修正 
OIML Certificate System for Measuring Instruments-Amendment 
（2006） 

2006 3/5 

B4 OIML 加盟国における法定計量 
Legal Metrology in OIML Member States （P 3-1） 

1996  

B5 OIML 準加盟国における 
法定計量 
Legal Metrology in OIML Corresponding Members （P 3-2） 

1996  

B6-1 技術作業指針 第1部：OIML 出版物の構造及び作成手順 
Directive for the technical work. Part 1: Structures and Procedures for 
the Development of OIML International Recommendations and 
Documents 

1993  

B6-2 技術作業指針 第2 部：OIML 出版物の起草及び提示のためのガイド 
Directive for the technical work. Part 2: Guide to the drafting and 
presentation of OIML International Recommendations and Documents 

1993  

B7 職員規定 
Staff Regulations 

2004  

B8 財務規定 
OIML Financial Regulations 

2004  

B10-1 型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み 
Framework for a Mutual Acceptance Arrangement on OIML Type 
Evaluations （MAA） 

2004 3/5 

B10-1 
 修正 

型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み－修正 
Framework for a Mutual Acceptance Arrangement on OIML Type 
Evaluations （MAA）-Amendment （2006） 

2006 3/5 

B10-2 OIML 型式評価を実施する発行機関及び試験機関のためのチェックリスト 
Checklists for Issuing Authorities and Testing Laboratories carrying 
out OIML Type Evaluations  

2004 3/5 

B11 OIML 出版物の翻訳・使用･販売に関する規則 
Rules governing the translation, copyright and distribution of OIML 
Publications 

2007  

B12 OIML と他機関の連携に関する基本文書 
Policy paper on liaisons between the OIML and other bodies 

2004  

B13 BIML 局長及び副局長の選任手続 
Procedure for the appointment of the BIML Director and Assistant 
Directors 

2004  

B14 CIML 委員長及び副委員長の 
選挙手続 
Procedure for the election of the CIML President and Vice-Presidents 

2006  

B15 OIML 戦略 
Strategic Plan 

2006  
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第3章 委員会、作業委員会及び分科会の活動 

3.1 委員会活動 

3.1.1 国際法定計量調査研究委員会 

(1) 活動の概要 

委員会は今年度2回開催し、委員構成、活動方針、海外調査及び海外計量専門家招聘等につい

て審議したほか、第45回国際法定計量委員会（International Committee of Legal Metrology：

CIML）並びに関連の国際会議等についての報告を行った。 

なお、今年度のOIML勧告案／草案等に対する回答状況は表５のとおりである。 

(2) 委員会の開催状況 

1) 第 1 回国際法定計量調査研究委員会 

日時：平成22年7月22日（木）14時～16時45分 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：①各作業委員会委員長及び分科会主査について 

②平成 22 年度法定計量国際化機関勧告審議調査等に関する事業活動について 

③国際会議出席報告について 

④第 45 回国際法定計量委員会（CIML）について 

⑤OIML 技術委員会（TC／SC）への日本の参加資格について 

⑥スマートメーターエキスパートレポート案について 

審議事項： 

各作業委員会委員長及び分科会主査の承認が行われたほか、平成 22 年度の事業活動につ

いて審議を行い、海外調査並びに専門家招聘については関係者で検討し、再度審議すること

とした。 

また、2010年 6月 29日（火）～7月 2日（金）にオランダ・デルフトで開催されたTC8/SC7

「ガスメータリング」国際会議、2010 年 9 月 20 日（月）～24 日（金）にアメリカ・オー

ランドで開催される第45回CIML委員会のスケジュール、議題等の概要について説明が行わ

れた。 

OIML技術委員会（TC）及び小委員会（SC）への日本の参加資格については、各作業委員

会委員長に確認した結果が報告されるとともに、今月上旬に提案された「スマートメーターエ

キスパートレポート案」の概要紹介が行われた。 

2) 第 2 回国際法定計量調査研究委員会 

日時：平成22年11月30日（火）14時～17時 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：①第 45 回国際法定計量委員会（CIML）報告について 

②第 17 回アジア太平洋法定計量フォーラム（APLMF）報告について 

③日中計量標準会議報告について 
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④海外計量専門家の招聘及び海外調査について 

審議事項： 

2010 年 9 月 21 日～24 日に米国・オーランドで開催された第 45 回 CIML 委員会、2010

年9月13日～16日にカナダ・ビクトリアで開催された第17回アジア太平洋法定計量フォー

ラム（Asia-Pacific Legal Metrology Forum：APLMF）及び2010年11月9日に開催された

日中計量標準会議の概要報告が行われた。 

また、計量関係専門家はロシア計量研究所（Russian Research Institute for Metrological 

Service ：VNIIMS）から招聘することを審議し、これを了承した。今後は、具体化を図

ることにする。 

3) 第 3 回国際法定計量調査研究委員会 

日時：平成23年3月18日（金）13時30分～16時30分 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：①各作業委員会･分科会の活動報告について 

②平成 22 年度調査研究報告書の取りまとめについて 

③TC6「包装商品」会議について 

審議事項： 

各作業委員会及び分科会の活動報告、平成22年度調査研究報告書の取りまとめについて審

議をする予定であったが、東日本大震災により委員会を中止したため、平成 22 年度調査研究

報告書については、メール審議により取りまとめを行った。 

 
3.2 作業委員会・分科会 

3.2.1 計量規則等作業委員会 

(1) 活動の概要 

計量規則等作業委員会は、TC1「用語」、TC2「計量単位」、TC3「計量規則」及びTC4「標準

器、校正及び検定装置」の分野を担当している。 

平成22年度は、以下について検討を行った。 

・B3「計量器のOIML証明書制度」第2次委員会草案（2CD） 

・B10-1「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み」第1次委員会草案（1CD） 

・D16「計量管理保証の原則」第3次委員会草案（3CD） 

・VIML「法定計量用語集／International Vocabulary of Legal Metrology」第2次委員会草案

（2CD） 

・OIML MAA（型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み／Mutual Acceptance Arrangement）

制度 

・TC3/SC4「抜き取り検査法に基づく使用中のユーティリティメーターの調査」第3次委員会

草案（3CD） 
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・B3「計量器のOIML証明書制度」第3次委員会草案（3CD） 

・B10-1「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み」第2次委員会草案（2CD） 

・D1「計量法の要素」第1次作業草案（1WD） 

・D16「計量管理保証の原則」国際文書案（DD） 

・VIML「法定計量用語集」第3次委員会草案（3CD） 

また、関連する国際会議としては、2010年9月29日～30日にTC1「用語」がポーランドで、

2010年10月4日～5日にTC3/SC5「適合性評価」がフランスで開催された。 

(2) 委員会の開催状況 

1) 第1回計量規則等作業委員会 

日時：平成22年6月16日（水）14時～16時 

場所：日本出版クラブ会館 

議題：①OIML B3「計量器のOIML証明書制度」第2次委員会草案（2CD）の検討について 

②OIML B10-1「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み」第1次委員会草案（1CD）

の検討について 

③OIML D16「計量管理保証の原則」第3次委員会草案（3CD）の検討について 

④OIML MAA「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み」制度に関する調査について 

⑤OIML MAA制度における製造事業者試験結果の受け入れについて 

審議事項： 

B3「計量器のOIML証明書制度」（2CD）、B10-1「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組

み」（1CD）、D16「計量管理保証の原則」（3CD）について検討を行うとともに、MAA 制度

に関する情報として、OIML MAAに基づくOIML証明書の発行状況が報告された。 

また、TC1「用語」、TC3/SC5「適合性評価」の会議が開催される予定であり、「適合性評

価」会議では、OIML MAA制度における製造事業者の試験機関（Manufacuturers’ Testing 

Laboratories：MTL）からの試験結果の受け入れについて検討が行われることが紹介された。 

2) 第2回計量規則等作業委員会 

日時：平成22年9月2日（木）14時～16時 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：①OIML TC1「用語」会議への対応について 

②OIML TC3/SC5「型式評価」会議への対応について 

③OIML TC3/SC4「抜き取り検査法に基づく使用中のユーティリティメーターの調査」

第3次委員会草案（3CD）の検討及び投票について 

審議事項： 

①OIML TC3/SC4「抜き取り検査法に基づく使用中のユーティリティメーターの調査」第 3

次委員会草案（3CD） 

「抜き取り検査法に基づく使用中のユーティリティメーターの調査」については、2006年
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11 月にドイツで開催された TC3/SC4 会議で第 2 次委員会草案の検討が行われて以降、審

議が中断していた。第 3 次委員会草案検討にあたり、手塚氏（日本電気計器検定所）から

同会議の概要報告行われた後、同文書案について検討を行い、以下のような意見が出された。 

・ガスメーター、水道メーター、電力量計を共通の文書として検討するのは難しいので、無

理がある。 

・イギリスでは型式ごとに有効期間が異なる。 

・電力量計に関しては、R46（5CD）の内容に基づき改訂を行うべきである。 

・古いメーターが取り付けられている場合もあるので、新規のメーターに限定すべきである。 

・ロット数が多い場合に有効な考え方である。 

・日本ではサンプリングをほとんど行っていないので、なじまない。 

以上の意見を踏まえ、「日本では導入する予定はないが」という文をつけて、本文書案（和

文・英文）を水道メーター分科会、ガスメーター分科会及び電力量計等作業委員会委員に送

付して意見を聞き、参考にすることとした。 

②TC1「用語」会議の対応 

2010年9月29日～30日にポーランド・ワルシャワで開催されるTC1「用語」会議の対応

について検討を行い、共通用語と共通用語以外を整理のポイントとするとともに、同会議に

おいて使用が限定される用語の取り扱い、システムにはソフトウェアが含まれるかなどを確

認することとした。 

③TC3/SC5「適合性評価」会議の対応 

フランス・パリで2010年10月4日～5日に開催されるTC3/SC5「適合性評価」会議の対

応について検討を行い、B3及びB10-1ともほぼ日本意見が通っていることから、各国から

の意見を聞き、問題等があるような提案があればその場で発言し、日本の考えを主張するこ

ととした。 

また、OIML MAA制度における製造事業者の試験結果の受け入れについては、委員会での

結論として、日本としてはこの制度を受け入れることは時期尚早と判断した。なお、委員か

らは以下のような意見が出された。 

・現状のOIML制度では試験データの活用（受け入れ）が認められていない。 

・全ての計量器にこの制度を採用することはできない。 

・JCSS（計量法トレーサビリティ制度／Japan Calibration Service System）の下請けは

JCSS事業者に限定される。 

・D29、D30 に準拠していることをどこが認証し、またその資格を認証する機関も必要に

なる。 

・日本が制度として受け入れるかは別として、メーカーは受け入れるメリットがあると思う。 

3) 第3回計量規則等作業委員会 

日時：平成23年2月3日（木）15時～17時 
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場所：スクワール麹町 

議題：①OIML TC1「用語」会議出席報告について 

②OIML TC3/SC5「型式評価」会議出席報告について 

③OIML B3「計量器のOIML証明書制度」第3次委員会草案（3CD）の検討について 

④OIML B10-1「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み」第2次委員会草案（2CD）

について 

⑤OIML MAA において製造事業者の試験機関（MTL）からの試験結果を利用するこ

とについて 

審議事項 

TC1「用語」及びTC3/SC5「適合性評価」会議出席報告が行われた後、B3「計量器のOIML

証明書制度」（3CD）、B10-1「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み」（2CD）及び MAA

においてMTLからの試験結果を利用することについて検討を行った。 

なお、B3及びB10-1については、日本の意見がほぼ採用されていることから、日本以外の

国からの意見を確認し、必要に応じて意見を提出する。 

4) 第4回計量規則等作業委員会 

日時：平成23年3月14日（月）15時～17時 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：①OIML D1「計量法の要素」第１次委員会草案（1CD）の検討について 

②OIML D16「計量管理の確保の原則」国際文書案（DD）の検討について 

③VIML「国際法定計量用語集」第３次委員会草案（3CD）の検討について 

審議事項 

D1（1CD）、D16（DD）及びVIML（3CD）について審議をし、日本意見を取りまとめる

予定であったが、東日本大震災により委員会を中止したため、メール審議により日本意見を取

りまとめることにした。 

(3) 審議した国際勧告・文書案 

1) OIML B3「計量器のOIML証明書制度」第2次委員会草案（2CD） 

①検討結果：回答（意見提出：別紙１参照） 

②審議内容： 

以下の7点の意見をまとめた。 

・1.2 序文 

この項は、型式適合性（Conformity to Type：CTT）についての記述か。仮にそうである

ならば、現時点でCTTについて「別の出版物で取り扱う」という合意は存在しないので、

1.2は削除すべきではないか。  

・4.2 OIML 発行機関の指定 

5.3.1.では、試験所は ISO/IEC 17025（試験所及び校正機関の能力に関する一般要求事項）
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の遵守が義務化（shall comply）されているが、4.2では、ISO/IEC Guide 65（製品認証

機関に対する一般要求事項）の遵守は義務化されていない（should demonstrate）。従っ

て、ISO/IEC Guide 65の遵守をどう立証するかは各国政府の裁量に任されていると理解

してよいか。また、4.2 の注釈（note）の記述はあいまいであり、誰が認定するのかはっ

きりしないので、明確にすべきである。  

・5.3.1 試験及び審査 

「OIML型式評価の試験及び審査は～」において「審査」が追加されているが、その意図

は何か。ちなみに 3.9 において、審査は「いくつかの規定要件が満たされていることを確

認するための計器又は器具及び関連文書の（公式）目視検査」 と定義されている。 

・5.4.3 (j) 試験報告書 

「それぞれの試験に対する試験設備の説明」は本当に必要か。具体的に何を記載すればよ

いのか。試験設備に関する事項は既に5.4.3の他の項目に含まれているのではないか。 

・5.4.3 (l) 試験報告書 

「必要に応じて、測定の不確かさについての考慮及びトレーサビリティについての表明を

含む～」 とあるが、これは試験機関には極めて厳しい要求項目である。本当に必要か。 

・7.3 証明書の利用 

「地域又は国家当局から要請された場合、証明書の所有者は、完全なOIML基本評価報告

書の原本又は認証したコピー1 部と共に証明書を提供する責任がある。」 とあるが、本当

に所有者に提供する義務があるのか。コピーは既にOIMLホームページに掲載済みではな

いか。 

・Annex A「証明書の様式」 

B3（1CD）では「必要に応じて」というコメントつきでサインする部分があったが、2CD

ではCIML委員がサインをする部分が削除されている。CIML委員のサインは必要ないの

か。 

2) OIML B10-1「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み」第1次委員会草案（1CD） 

①検討結果：回答（意見提出：別紙２参照） 

②審議内容： 

下記の7点の意見をまとめた。 

・一般コメント（General） 

ISO/IECガイド65に関する要求事項をB10からB3に移しているが、本当にそれでよい

のか。 

・3.12 アソシエート 

「アソシエート」において、OIML 準加盟国による MAA 証明書の利用が認めているが、

2009 年、準加盟国に加わった UEMOA（西アフリカ経済通貨同盟／West African 

Economic and Monetary Union）のような連合体による利用まで認めるのか。 
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・4.3 DoMC（相互信頼宣言書／Declaration of Mutual Confidence）の設定条件 

「DoMCを設定するには、できれば異なる地域の少なくとも2つの発行参加機関を必要と

する。」とあるが、2 機関という数は少なすぎるので、3 機関以上が妥当ではないか。2 機

関ならば、MoU（覚書：Memorandum of Understanding）による相互承認で十分ではな

いか。 

・6.1.7 DoMCへの参加申請のレビュー 

現在改定中の「技術作業指針（B6）」でも「有効（valid）」と「承認（approved）」を分け

ているが、改定案（1CD）の 6.1.7 は「有効」とのみ記載しているので、承認若しくは可

決となる条件についても述べる必要があるのではないか。  

・7.1 & 7.2 ＆9.2/(a)/Note 試験所の審査 

7.1（認定）と7.2（外部評価／ピア・アセスメント）の関係が不明確であるので、明確に

すべきである。 

・9.1 DoMCの開始及び維持 

「DoMCの適用範囲外の試験の結果（例えば、製造事業者が提供した試験結果）が評価で

考慮される場合、OIML基本型式評価報告書及びOIML基本証明書は依然として、その発

行参加機関が発行してよい。それらの結果は、OIML基本型式評価報告書の中で明確に識

別しなければならない。」 とあるが、これは間接的に「MAA では製造事業者のデータを

認めない」という意味なのか。もっと明示的に表現した方が良いのではないか。 

・14.1.&14.2 訴え、苦情の解決及び紛争 

14.1 と 14.2.の申請者（applicant）は同一ではないのではないか。すなわち、前者は発行

型参加機関候補、後者は製造事業者等を指しているのではないか。もしそうであれば、両

者を明確に区別すべきである。 

3) OIML D16「計量管理保証の原則」第3次委員会草案（3CD） 

①検討結果：賛成（意見提出：別紙３参照） 

②審議内容： 

2009 年 4 月に賛成（コメント付き）投票を行ったが、採択には至らなかったため、再度、

3CDに対する採決を行うことになった。そのため、再度検討を行い、前回同様に賛成で投票

するとともに、2009年4月に提出したコメントを再提出した。 

4) VIML「国際法定計量用語集」第2次委員会草案（2CD） 

①検討結果：回答 

②審議内容： 

使用が限定される用語、同意味の用語の統一など、TC1会議での確認事項を精査した。 

5) OIML TC3/SC4「抜き取り検査法に基づく使用中のユーティリティメーターの調査」第3次委

員会草案（3CD） 

①検討結果：賛成（意見提出：別紙４参照） 
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②審議内容： 

計量規則作業委員会での検討結果に、関係作業委員会及び分科会の意見を考慮し、以下の意

見を提出することとした。 

・一般コメント（General） 

電力量計に関する表現は、改訂作業中のR46に合わせるべきである。 

・3.2 

R46は第５次委員会草案（5CD）が2010年8月に発行されて、タイトルが「Active Electrical 

Energy Meters」となっている。 

・5.1 (a) 

R46（5CD）では、basic current は定義されていないので、「basic current (for direct 

meters) up to 30 A」を削除。 

・5.1 (a) 

current-carrying capacityは、R46（5CD）では、過渡電流と最大電流によって定義され

ているので削除する。 

・5.1 (a) 

rated current （for transformer meters）をR46（5CD）で使用されている用語に合わせ

「rated current （for transformer operated meters）」に変更。 

・5.1 (a) 

5.1の共通項目で、“精度等級（class of accuracy）”が既にリストアップされているので、

「the same class of accuracy」は削除。 

・5.1 (a) 

one tariff or multi tariffsをR46（5CD）で使用されている用語に合わせ「single tariff or 

multi tariffs」に変更。 

・5.1 (a) 

国や地域によって周波数が異なっているので、「公称周波数（nominal frequency）」を追

加。 

・8.2.1 

R46（5CD）で規定しているので、「The ratio Imax / Itr must be equal to or higher than 

50 for direct connected meters.」を削除。 

・8.2.1 

「Accuracy tests」は、R46(5CD)で規定している試験方法と同一とすべきである。 

・8.2.1 

「Starting current: An electrical energy meter is deemed to be non-conforming if it 

does not start to register energy at 1.5 times the starting current.」において、試験電流

を 1.5 倍とすることの根拠が不明である。また、R46（5CD）で規定している試験方法と
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同一とすべきである。 

・8.4.1 (a) 

試験点は、検定の試験点と同一とすべきである。 

・8.4.1 (b) 

「for a period to reach a constant 4 kWh per test cycle with a resolution of 0.1 %」にお

いて、4kWhという固有値の根拠が不明確。 

また、計量器の定格、計量表示値の桁により必要な試験精度を得るための計量値は異なっ

てくることから、試験分解能のみ（少なくとも0.1%以上）記述すべきである。 

・附属書3 

サンプル試験の試験流量については、附属書３の表 2 で規定されている。しかし、R137 

(2CD)の規定と異なっているため、R137の規定と整合するように内容を修正するのが望ま

しい。 

ただし、表2の下に記載のQminを適用しないことを決定してもよい旨の例外事項につい

てはドラフトの記載どおり残すべきである。 

・附属書4 

R46は第5次委員会草案（5CD）が発行されていることから、Draft revision of OIML R 46

（TC 12/WG1 4CD - 2009）を「Draft revision of OIML R 46（TC12/WG1 5CD - 2010）」

に変更。 

6) OIML B3「計量器のOIML証明書制度」第3次委員会草案（3CD） 

①検討結果：賛成（意見提出：別紙５参照） 

②審議内容： 

日本意見は全て反映されていることから、「賛成」投票する。 

また、TC3/SC5事務局に対して、日本意見への献身的な対応に謝辞を述べる。 

7) OIML B10-1「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み」第２次委員会草案（2CD） 

①検討結果：賛成（意見提出：別紙６参照） 

②審議内容： 

6.2.1 発行参加機関の承認に必要な回答数の規定の母数について、母数があいまいとの指摘

があり、検討を行った。その結果、6.2.1項に対して次の2点の意見を提出する。 

・DoMCへの「参加機関候補」という言葉を明確に定義すべきであると考える。CPR（参加

資格審査委員会：Committee on Participation Review）が事前にどのようにして参加機関

候補を知ることができるのか。また調査を行うのか。この言葉が不明確であると、参加機

関候補の数を確定できないので、新たな参加機関に対する認可基準（80%）は意味を持た

ない。 

・認可基準（80%）が同じ参加機関の数に対して2回適用されている。6.2.2の記述に習って

以下の文章のように修正することを提案する。 
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「参加機関候補の 80％以上からの回答が寄せられなければならない。各発行参加機関は、

回答の80 %以上が参加に同意することを条件として受入れられる。」 

日本意見は全て反映されていることから、上記コメントを付し、「賛成」投票する。 

8) MAAにおいて製造事業者の試験機関（MTL）からの試験結果の利用 

①検討結果：賛成 

②審議内容： 

TC3/SC5がMTLからの試験結果を受け入れる方向であることから、日本におけるMTLの

データ活用について検討を行い、次の意見があった。 

・「日本国内における法整備を行えば受け入れる」可能性はあるものの、将来MTLの技術審

査ができる人材の不足を招く恐れがあり、その場合はリスクが生じる。 

・個別の型式承認申請について、MTL 試験結果受け入れの判断が型式承認担当者に求めら

れるのは困る。受入については、国として統一的な判断をして欲しい。 

・MTLを利用する体制に完全に移行してしまうと、MTLの試験能力を審査できる公的機関

がなくなってしまうのではないか。それでは困る。 

・MTL の試験データの受け入れに関しては、信頼性を確認することを考えると少し距離を

おいて考えるべきである。 

検討の結果、B10 に MTL 利用に関する記述の導入、第 43 回 CIML 委員会の決議事項 20

を第46回CIML委員会（2011年）で採決にかけることについては、日本としては積極的に

賛成できないが、総論として考えた場合は反対すべき事項ではないという点で合意した。 

『参考』第43回CIML委員会 Resolution no. 20 

The OIML Basic Certificate System and the OIML MAA are maintained in parallel for 
categories under the MAA until the Committee decides to stop the implementation of 
the OIML Basic Certificate System. The proposal to stop the OIML Basic Certificate 
System for a particular category shall be examined, as appropriate, by the Committee 
independently for each category covered by the MAA. A two-year period (after the 
Committee decision) shall be allowed before stopping the OIML Basic Certificate 
System for the relevant category. 
For the time being, Issuing Participants shall not issue OIML MAA Certificates in the 
event that results of tests outside the scope of the DoMCs are taken into account (e.g. 
test results from manufacturers) in the Evaluation Reports. In this case an OIML 
Basic Certificate may still be issued as long as the MAA does not provide this 
possibility. 
The Committee supports the intention of TC 3/SC 5 to further discuss the acceptance 
of manufacturers’ test results,with the aim of ultimately including them in the scope of 
the MAA if consensus can be reached on the conditions to be applicable to 
manufacturers ISO/IEC 17025 test laboratories. 
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9) 現在検討中の国際文書案等 

・OIML D1「計量法の要素」第1次委員会草案（1CD） 

幹事国への回答期限：2011年4月8日 

・OIML D16「計量管理の確保の原則」国際文書案（DD） 

幹事国への回答期限：2011年4月27日 

・VIML2「国際法定計量用語集2」第3次委員会草案（3CD） 

幹事国への回答期限：2011年5月1日 

(4) 国際会議への出席 

1) TC1「用語」 

会議名：OIML TC1「用語」会議 

日 程：2010年9月29日～30日 

場 所：ポーランド・ワルシャワ 

出席者：合計15名 

日本からの参加者（1名）： 根田和朗氏（産業技術総合研究所） 

その他の国からの参加者：ポーランド（幹事国）、アメリカ、オランダ、セルビア、

チェコ、ブラジル、ベラルーシ、ロシア、BIML（国際法定計量事務局／International 

Bureau of Legal Metrology）より14名。 

会議概要 

・「国際計量用語集（VIM）」第3版の発行に続き、OIML TC1「用語」は、「国際法定計量用

語集（VIML）」改訂のプロジェクトを開始した旨の説明があった。 

・2010年7月にVIML第2次委員会草案（2CD）をTCメンバーに回覧及びそのたコメント

に基づき、TC1の幹事であるDr. Jerzy Borzyminski氏（ポーランド国立標準機関／Central 

Office of Measures：GUM）によって第3次委員会草案（3CD）が準備された旨の経緯説明

があった。 

・VIML の基本方針として法定計量分野に特有の一般的概念、用語及び定義をまとめること、

そして OIML 出版物におけるこれらの表現の調和と一般的な利用を促進することを目的と

することを確認した。 

・前版の1993年版と比較してVIMの項目が多数修正されている。VIMLの概念、用語及び定

義は現行版のVIMのものと一致させる必要がある。 

・適合性評価規格（ISO/IEC17000シリーズ）で使用される概念の多くは、OIML勧告等に関

連することから可能な限り ISO/IEC規格と適合させる。 

・OIML D31「ソフトウェア制御計量器のための一般要求事項」の法定計量における一貫した

利用を促進するために、D31で述べられている概念をVIMLにも反映することがふさわしい。 

・OIML D1「計量法の要素」及びその他 OIML 文書のにおける「計量的保証（Metrological 

assurance）」に関連する用語等、いくつかの概念及びその定義については、曖昧な概念であ
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ると考えられるためVIML改訂草案から削除する。 

・第3次委員会草案（3CD）では、下記の構成でのVIMLの改訂が提案され了承された。 

0.はじめに. 基本用語、1. 計量及びその法的要素、2. 法定計量の活動、3. 法定計量の

文書および記号、4. 計量器の分類、5. 計量器の組立と操作、6. 法定計量におけるソフト

ウェア、7. 法定計量における試験、附属書： 適合性評価の特定用語 

・VIML 改訂に関する次の作業としては、TC1 のメンバーに対して、2011 年 1 月末までに、

3CD の承認を求める。TC1 の承認が得られた後には、OIML 用語集草案として承認を得る

ためにCIML委員会（2011年10月上旬にチェコ・プラハで開催）に提出する。改訂VIML

の発行は、2012年を予定。 

最後に、GUM代表のJunina Popowska女史による謝辞で閉会した。 

2) TC3/SC5「適合性評価」 

会議名：OIML TC3/SC5「適合性評価」会議 

日 時：2010年10月4日～5日 

場 所：フランス・パリ 

出席者：日本からの参加者（2名）：高辻利之氏、根田和朗氏（産業技術総合研究所） 

その他の国からの参加者：アメリカ（幹事国）、イギリス、オーストラリア、オース

トリア、オランダ、カナダ、スイス、スウェーデン、デンマーク、ドイツ、フランス、

南アフリカ、BIML、CECIP（欧州はかり製造事業者協同組合：European Committee 

of Weighing Instrument Manufacturers）、CECOD（欧州ガソリン計量機製造事業

者委員会：European Committee of Manufacturers of Petrol Measuring Systems）、

FACOGAZ（欧州ガスメーター製造事業者協会：Association of European Gas Meters 

Manufacturers） 

会議概要： 

会議の前に、OIML MAAプロジェクトリーダのRégine Gaucher女史が今回の技術委員会が

最後となる旨の報告及び挨拶があった。 

①改訂B3「計量器のOIML証明書制度」第2次委員会草案（2CD）について 

・発行当局により審議された、申請者が提出した試験結果は5.3.4に含まれなければならず、

D29は文書であって拘束力がないためD29の参照では不十分である。 

・OIML適合証明書が改訂された後、旧版をOIMLウェブサイトから削除するべきだとの提

案があった（蘭）。この案件は BIML で討議されたが、公式には決定されていない。しか

し、幹事及びPメンバー何人からは、旧版をまだ適用している国に対応できるようウェブ

サイトに旧版を残しておくのが望ましいとの意見があった。 

・証明書の改訂が新申請者への委譲に関係する場合、発行当局は必要な調査を行い、この移

譲が合法であることを確認しなければならない。新申請者が新規証明書の発行を請求した

場合、その証明書は既存のものと並行して発行される。 
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②改訂B10-1「型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み」第1次委員会草案（1CD）について 

・DoMC が成立するために必要な参加者の数と形式に関する提案を討議した後、DoMC が

成立する前に少なくとも2つの発行型参加機関に加えて別に1つの利用型参加機関がある

ことが望ましい。 

・誰もが新DoMCを提案することができ、提案された新DoMCはBIMLに渡り、さらに承

認を求めて CIML に提出される。DoMC の継続又は中止に関するいかなる決定も CIML

が行う。よって新規に文節を加えてCIML が新DoMC の立ち上げを決定すること、さら

にBIMLが毎年MAA実施状況をCIMLに報告することを明確にする。 

・監査報告の情報のうち、いくつかの機密性について懸念する意見があったが、試験所又は

発行当局の能力を完全に評価するためには詳細な情報が必要な場合もある。CPRメンバー

で回覧する内部監査報告書は、DoMCの関連する範囲についての要約報告書を基本とする

が、CPRメンバーは追加情報を請求することができる。 

・不完全又は無効なMAAの撤回の責任の所在については、BIMLはOIML適合証明書の登

録のみを担当するので、BIMLの担当ではない。 

・BIMLは、履歴書CV様式を改訂、関連する専門技術及び各技術専門員の経験を申請書に

基づき事前確認をするが、事前確認に基づいて候補者を外すことはBIMLの業務範囲でな

い。計量専門家に関する定期的な適性確認については、当分の間、定期的な更新の必要が

ない。 

③製造事業者の試験機関（MTLs）について 

・Roman Schwartz氏（独）が2010年5月のWD「DoMCの発行当局の監督下にあるMTL

からの試験結果を考慮した、B10-1、D30及びD29の改訂」の詳細と背景について、B10

とD30の修正に対する提案とともにプレゼンテーションを行った。 

・IECEE（IEC電気機器安全規格適合試験制度／IEC System for Conformity Testing to 

Standards for Safety of ElectricaI Equipment）の事務総長であるPierre de Ruvo 氏から

国際製品認証スキームである IECEE 認証機関（CB）スキームに関する紹介があった。

Ruvo氏には、とりわけCBスキームにおける製造事業者の試験機関（MTLs）の活用を包

含する一般原則についての説明があった。このスキームでは、製造事業者の構内での試験

（Testing at Manufacturer’s Premises：TMP）、立ち会いのもとでの製造事業者の試験

（Witnessed Manufacturer’s Testing：WMT）、及び監督のもとでの製造事業者の試験

（Supervised Manufacturer’s Testing：SMT）に区別されている。 

・2010年1月のWD、特に第1章「MTL及び関連発行当局に適用する基本原則及び条件」、

第 4.1 章「発行加盟国に適用する追加要件・・」及び第 4.2 章「第三者試験機関としての

MTL」について討議した。 

・OIML基本証明書及びOIML MAA制度は、自発的な制度であって参加者に法的義務を課

すようなものではない。さらに、OIML制度は、知的所有権に関してOIMLに法的責任を
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課すことにならない。発行当局は、この制度下で必要な全試験について、製造事業者の了

解を得ることが望ましく、さらに製品及び技術文書に付随する全ての権利を有する申請者

から文書での承認を得るのが望ましい。 

・第43回CIML 委員会の決議事項20番（並行して維持されるOIML 基本証明書制度及び

OIML MAA）に加えて、発行当局はDoMCの下でTC3/SC5により合意された条件に基

づき、さらにはOIML B10、D30及びD29それぞれの修正事項を満たしたうえで、製造

事業者試験機関（MTLs）の登録を請求してよい。MTLsからの試験結果を含むOIML MAA 

評価報告書は、自発的行為に基づいて加盟国が受け入れる。 

・日本としては、OIML MAA における製造事業者試験機関（MTLs）によるデータの受け

入れについては、時期尚早との見解を述べた（METI／経済産業省-NMIJ／計量標準総合

センター対処方針会議に基づく）。 

④まとめ 

・Schwartz氏とHarry Stolz氏は、10月5日の討議とPaul Dixon氏（英）及びNathalie 

Dupis-Desormeaux女史（加）からの情報に基づいてWD 2010/1を改訂する。 

・Schwaltz 氏は、WD 2010/1 改訂及びCIML 決議草案の双方の説明を作成する（Ehrlich

氏によりTC3/SC5メンバーに回覧する）。 

・Dixon 氏（英）は、Schwaltz 氏に第三者（下請）試験機関としての MTLs に関する提案

を送る。 

・Nathalie Dupuis-Desormeaux女史（加）は、Schwaltz氏に改訂 ISO/IEC 17065の最新

草案（2CD）に基づいて公平な要件に関する提案を送る。 

閉会に先立ち、Ehrlich氏は2010年9月1日付でBIMLの職を辞任したRégine Gaucher 女

史に感謝の言葉を述べた。 

 
3.2.1.1 不確かさ分科会 

(1) 活動の概要 

不確かさ分科会では、TC3/SC5「適合性評価（証明書制度）」が所管する分野のうち、新規提

案の「法定計量での適合性評価における不確かさの役割」を担当している。 

同文書案については、2009年9月に「法定計量での適合性評価における不確かさの役割」第1

次委員会草案（1CD）について回答しているが、平成22年度は審議案件がなかった。 

(2) 分科会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、分科会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 
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3.2.1.2 包装商品分科会 

(1) 活動の概要 

包装商品分科会では、TC6「包装商品」の分野を担当している。 

平成 22 年度は、R79「包装商品用ラベル表記に対する要請」、R87「包装商品の正味量」及び

「国際包装商品認証システム（International System for the Certification of Prepackages：

ISCP）」に関する検討を行った。 

(2) 分科会の開催状況 

1) 第1回包装商品分科会 

日時：平成22年8月25日（水）14時～17時 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：①OIML TC6「包装商品」国際会議（南アフリカ）出席報告について 

②OIML R79「包装商品用ラベル表記に対する要請」第1次委員会草案（1CD）の検

討及び内容量表示ラベルの文字高さの検討及び投票 

③OIML R79「包装商品用ラベル表記に対する要請」及び R87「包装商品の正味量」

の統合について 

④OIML R87「包装商品の正味量」改正における提案について 

⑤「国際包装商品認証システム（ISCP）」第2次委員会草案の検討及び投票について 

審議事項： 

2010年3月に南アフリカ・プレトリアで開催されたTC6「包装商品」国際会議の出席報告、

上記案件について、委員から提出された意見に基づき検討を行い、日本意見を取りまとめた。 

2) 第2回包装商品分科会 

日時：平成23年3月28日（月） 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：①日本の商品量目制度とOIML国際勧告についての解説 

大阪府計量検定所 指導課課長 高橋 夏樹 氏 

②OIML TC6「包装商品」国際会議への対応について 

審議事項： 

2011年4月に東京で開催する予定であったTC6「包装商品」国際会議における審議案件に

ついて検討を行う予定であったが、東日本大震災によりTC6国際会議が延期となったため、

分科会も中止した。 

(3) 検討した国際勧告案・文書等 

1) OIML R79「包装商品用ラベル表記に対する要請」第1次委員会草案（1CD） 

①検討結果：回答（意見提出：別紙７参照） 

②審議内容： 

各委員から提出された意見に基づき、以下のとおり検討を行った。 
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・1.2 適用範囲 

R87との整合を取る必要性について検討を行った結果、意見提出はしない。 

・5.1 包装商品の量 

正味量の用語の定義については、R87と整合を図るべきであるとの意見を提出する。もし、

R79 と R87 で用語の使い分けをしているのであれば、Terminology で定義し、その理由

を明確にすべきであるとのコメントを合わせて提出する。 

また、各国における正味量の呼称は、各国に委ねるべきであることから、注の削除を要望

する。 

・5.5. 情報の提示（5.5.1） 

文字高さに関する項目であることから、「2) R79「5.5.1 内容量を表示する文字の高さの

規定」と合わせて意見を提出する。 

・6. 除外項目（R79-WD2） 

WD2で除外項目は現状維持となっていたこと、2008年のチェコでの会議においても日本

は削除すべきでないと主張していることから、復活要求をする。この際、この項が復活さ

れない限り、日本は賛成できないことを強調するとともに、2011年のTC6会議で再度議

論することを提案する。 

・6. 誤解を招く方法 

WD3で、完成後削除予定「削除された第6節の要件であり、これはR87に組み込むこと

が望ましい」と書かれていたが削除されずに 1CD で規定されていることから、R79 から

削除し R87 で規定するようコメントする。また、削除せずに R79 に残すのであれば、そ

の理由を確認する。 

・附属書A 

表記された内容量の正確性を確保するため、「“約”、“標準”等のあいまいな表現を付記

することを禁止する」を追加するよう提案する。 

2) OIML R79「5.5.1 内容量を表示する文字の高さ」の規定 

①検討結果：反対（意見提出：別紙７参照） 

②審議内容： 

文字の高さについては、事前提出のあったすべての意見が反対であったことから、『反対』

投票することとした。反対理由については、「国際食品規格委員会（CODEX Alimentarius）

では文字の大きさに対する数値は規定されていないので、国際食品規格委員会と整合を図る

べきである。」との意見を提出する。 

3) OIML R79「包装商品用ラベル表記に対する要請」及び R87「包装商品の正味量」の統合 

①検討結果：回答（意見提出（意見提出：別紙７参照） 

②審議内容： 

「ラベルは正味量の要件と別にしておくべき」、「国内法は10条から14条でラベルも含め
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ている」などの意見があり、検討の結果、「統合すべきではない」との結論に至ったため、

「Not merging the documents at all」欄にチェックするとともに、時期尚早と考えていると

のコメントを付すこととした。 

4) OIML R87「包装商品の正味量」改正における提案 

①検討結果：回答（意見提出：別紙８参照）） 

②審議内容： 

R87の内容における問題点及び改正点について、各委員から提出された意見に基づき、以下

のとおり検討を行い、改正点に関するコメントを取りまとめた。 

また、専門家のレポートでも統計部分に問題があるとの指摘が提出されていることなどから、

全体にわたり再度確認を行う必要性があるとのコメントを提出する。 

a) 問題点 

・2.8 公称正味量 

風袋を含まないことを明言する必要がある。 

・3. 包装商品に対する計量的要件 

販売済み商品まで含まれるかを確認する。 

・4. 計量的要件に対する参考試験 

吸湿性という言葉の中には乾燥性も入るのか確認し、乾燥性が含まれないのであれば、

含まれるようにする。 

・附属書 

計量器の種類を明確にすると分かりやすい。 

b) 改正の方向性 

・OIML 専門家（デュラン／ Alain Duran）報告書、シム（CH Sim）報告書、ウィリン

ク（R. Willink）報告書、フィールド（John Field）報告書などに提案（記載）されてい

るサンプリング手法を用いた適合性評価実施 

統計的手法によるサンプリング手法の精度を高めようとすると、余分な検査コストの発

生は避けられない。我々としてはそのような事態は避けたい。その代わり将来の R87 の

改訂では、検査の現場で容易に実施できるような検査手法を採用することを提案する。

提出された３つの専門家報告書については、日本としては特にウィリンクの報告書を支

持する。 

・附属書（annex）に明記されている手続きの位置づけ 

附属書A～Eは、冷凍部分や液汁を含んだ包装商品の計量方法の参考にはなるが、各国の

慣習、法規に委ねるべきと考えている。従って全ての附属書の位置づけは現状のまま（E

以外は informative）とすることを要望する。また、なぜ附属書 E のみを「強制

(mandatory)」としているのか。 

・生鮮食品や冷凍鶏肉など規定量の概念にそぐわない商品の扱い 
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内容量の誤差をパーセントで表示することにより、不定量のものにも対応できるように

なるため、R87は将来の立入検査の指針となりえる。 

・アベレージ手法に代わってミニマム手法を採用する必要性 

ミニマム手法による管理下では、包装事業者が安全率を見込んで表示された内容量より

も多い量が充填されるように包装機械の設定を行い、その結果余分な内容量に相当する

費用を消費者が負担させられる可能性がある。したがってミニマム手法の導入が消費者

の不利に繋がらないよう制度を検討する必要がある。 

・テンプレートを用いて包装された液体を評価する際の要求事項 

「テンプレートを用いて包装する」という表現だけでは検査方法をイメージできないの

で、具体例を示して欲しい。 

5) 「国際包装商品認証システム（ISCP）」第2次委員会草案（2CD） 

①検討結果：反対（意見提出：別紙９参照） 

②審議内容： 

R79及びR87の要件に準拠する包装商品に適用する文書であるが、R79は改訂が開始され、

またR87を改訂する動きがある。本プロジェクトの進行については、これらの動きを十分に

把握した上で進めるべきであり、R79及びR87改訂を優先すべきであることから、「反対」

との結論に至った。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

2011 年 4 月 11 日～4 月 15 日の日程でTC6「包装商品」会議の開催が東京で予定されていた

が、東日本大震災に伴う諸外国での日本への渡航制限のため延期となった。 

 
3.2.2 電子化計量器作業委員会 

(1) 活動の概要 

電子化計量器作業委員会は、TC5/SC1「環境条件」が所管するD11「電子計量器の一般要求

事項」に対する検討を行っている。また、作業委員会とは別組織で、計量器情報化分科会が設

置されている。 

2008 年にD11「電子計量器の一般要求事項」を改訂するとの連絡があり、当初は 2009 年 9

月に第１次委員会草案が提案される予定であった。しかし予定が遅れ、2011 年 2 月にようや

く第 1 次委員会草案が提案された。 

今回の提案では、規格名称が「電子計量器の一般要求事項」から「計量器に対する環境要件」

と変更されている。この変更の意図は、D11 が実際には温度又は機械的要求事項を含んでいる

にも関わらず、その名称が電気的事項のみをイメージさせるという問題の解消であった。 

(2) 作業委員会の開催状況 

現在、D11 の第 1 次委員会草案に対する検討（問題点抽出）を行っており、作業委員会は開
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催しなかった。 

(3) 検討した国際勧告・文書案等 

OIML D11「計量器に対する環境要件」第１次委員会草案（1CD） 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかったが、2011年6月27 日～28 日の日程でTC5/SC1「環

境条件」の会議の開催がオランダ・ユトレヒトで予定されている。 

 
3.2.2.1 計量器情報化分科会 

(1) 活動の概要 

計量器情報化分科会では、TC5/SC2「ソフトウェア」が所管するD31「ソフトウェア制御計量

器のための一般要求事項」に対する検討を行ってきているが、平成 22 年度は審議案件がなかっ

た。 

しかしながら、国際勧告の改訂にあたっては、各勧告にソフトウェアの技術要件が規定される

など、D31が非常に重要な役割を果たしている。 

(2) 分科会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、分科会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 

3.2.3 計量器作業委員会 

(1) 活動の概要 

計量器作業委員会は、TC7「長さ関連量の計量器」、TC9/SC4「密度計」、TC10「圧力、力及

び関連量の計量器」、TC11「温度及び関連量の計量器」及びTC17/SC5「粘度の測定」の分野を

担当しており、作業委員会とは別組織でタクシーメーター分科会、放射温度計分科会が設置され

ている。 

平成22年度は、計量器作業委員会WGにおいてTC7 R35-2＆3「一般使用のための長さの実

量器、第2部：試験方法、第3部：試験報告書の様式」国際勧告案（DR）、TC7/SC5 R129「荷

物の多次元寸法システム」の定期見直し調査及び改訂についての検討、TC10/SC1「4-20 mA又

は10-50 mAの圧力変換器」第4次委員会草案（4CD）についての今後の作業の進め方の検討及

びTC10/SC2「弾性感圧素子圧力計」第3次委員会草案（3CD）の検討を行った。 

今年度、検討を行った勧告草案等について我が国は、TC7/SC5 は O メンバーであるが、それ

以外は全てPメンバーである。 
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(2) 作業委員会の開催状況（書面審議含む） 

平成22年度は、計量器作業委員会WGで以下の5件についてメール審議を行った。なお、メ

ール審議のため、日時は幹事国への回答期日を示した。 

1) 日時：平成22年7月30日 

議題及び審議事項： 

「4-20 mA又は10-50 mAの圧力変換器」第4次委員会草案（4CD）についての今後の作業

の進め方ついて検討。 

2) 日時：平成22年10月31日 

議題及び審議事項： 

R129「荷物の多次元寸法システム」定期見直し（承認、改訂、廃止）調査への回答を検討。 

3) 日時：平成22年11月30日 

議題及び審議事項： 

「弾性感圧素子圧力計」第3次委員会草案（3CD）の検討。 

4) 日時：平成23年3月2日 

議題及び審議事項： 

R129「荷物の多次元寸法システム」の改訂にあたっての意見について検討。 

5) 日時：平成23年3月2日 

議題及び審議事項： 

R35-2＆3「一般使用のための長さの実量器、第2部：試験方法、第3部：試験報告書の様式」

国際勧告案（DR）の検討。 

(3) 検討した国際勧告・文書案等 

1) OIML R35-2＆3「一般使用のための長さの実量器、第2部：試験方法、第3部：試験報告書

の様式」国際勧告案（DR） 

①検討結果：賛成（コメントなし） 

②審議内容： 

R35は、金属製及び線維製の巻尺並びに直尺等の勧告で、既に計量器の性能要件を規定した

R35-1 は承認されている。我が国では、巻尺及び直尺等は特定計量器に該当しないが、JIS 

B7512「鋼製巻尺」及びJIS B7516「金属製直尺」は国際規格であるR35を参照文書として

いる。 

今回は、試験方法と報告書様式についての国際勧告案に対する投票であり、作業委員会委員

の他、関係製造事業者も含めたメール審議を実施した。 

検討の結果、最終の委員会草案（2CD）に対して提案した“校正装置”及び“使用する道具

等”に関する我が国のコメント全てが国際勧告案に取り入れられているため、「コメント無し

の賛成」票を投じることに決定した。 

なお、2CDの際に提出したコメントは平成19年度法定計量国際化機関勧告審議調査等報告
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書（以下、本事業報告書という）に掲載されている。 

2) OIML R129「荷物の多次元寸法システム」 

①検討結果：回答（意見提出：別紙１０参照） 

②審議内容： 

荷物及び郵便物の測定を目的とした多次元寸法システム（例えば、幅、奥行き、高さの三次

元寸法計測システム。）の定期見直し（承認、改訂、廃止）の調査に対する検討を行った。そ

の結果、「改訂」と回答することを決定し、我が国の計量器の仕様を考慮した 2 つのコメン

トと共に幹事国（オーストラリア／National Metrology Institute of Australia：NMIA）に

送付した。 

また、再度、改訂に対するコメントを求められたため、以下の3つのコメントを幹事国に送

付することに決定した。なお、この内2つ（(a)及び(b)）は、調査の回答時に送付したもので

ある。 

この案件は、本作業委員会の対象量（長さ）の計量器であるが、郵便はかりのような質量を

量る計量器と組み合わされているため、この計量器を製作しているはかり製造事業者の担当

者を交え検討を行った。 

(a) 我々は 2.1 の３つの言葉「長さ、幅、高さ」を明確に定義すべきであると考える。なぜな

らば、これらの言葉の解釈は測定者又は測定条件によって大きく異なる可能性があるから

である。特に「長さ」という言葉は、空間内のあらゆる距離（幅、高さ、深さ、厚さなど）

に適用可能である。さらに製造事業者の中には、測定者から対象物に至る視線に平行な距

離を「奥行き（Depth）」と呼んでいる。我々は改訂された R129 において、「奥行き」の

使用も認められることを要望する。 

(b) 我々は最小測定距離を 10dから 5d へと小さくすることを要求する。なぜならば、日本で

は郵便局や宅配サービスで扱われる封筒の測定において、薄い対象物の測定が必要とされ

ているからである。 

(c) 我々は「8.1 銘板」の最後に、「(i) 測定対象物の表面特性に関する制限」を追加すること

を提案する。この条項は既に「8.2 注意書き」に含まれているが、測定者に対してより明

確な警告を与えるために、8.1 にも同じ内容を追加することを提案する。もし警告が取扱

説明書のみに記載されていれば、測定者は気がつかない可能性がある。 

3) OIML TC10/SC1「4-20 mA又は10-50 mAの圧力変換器」第4次委員会草案（4CD） 

①検討結果：回答（意見提出：別紙１１参照） 

②審議内容： 

この案件は、「4-20 mA又は10-50 mAの圧力変換器」の第4次委員会草案に関する今後の

作業の進め方に対する意向調査である。作業委員会委員の他、圧力計製造事業者とともに検

討した結果、我が国の回答は「第5次委員会草案を作成すべき」とした。さらに、この回答

に2006年4月に幹事国（チェコ／Czech Metrology Institute：CMI）に送付した我が国の



－59－ 

コメントを再度付した。この我が国のコメントは、平成 17 年度の本事業報告書に掲載され

ている。 

4) OIML TC10/SC2「弾性感圧素子圧力計」第3次委員会草案（3CD） 

①検討結果：反対（意見提出：別紙１２参照） 

②審議内容： 

幹事国（ロシア／VNIIMS）より「弾性感圧素子圧力計」第3次委員会草案（3CD）への投

票とコメントが求められた。しかし、第2次委員会草案（2CD）に対する我が国のコメント

はコメント集に記載されず、第 3 次委員会草案でも全く考慮されなかったため、「反対」と

投票することにした。 

また、我が国のコメントを誠実に精査して反映するように、第2次委員会草案へのコメント

を再度コメントとして添付した。このコメントは平成 20 年度の本事業報告書に掲載されて

いる。 

なお、検討したメンバーは、上記TC10/SC1と同じ委員及び製造事業者の担当者である。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 
3.2.3.1 タクシーメーター分科会 

(1) 活動の概要 

タクシーメーター分科会では、TC7/SC4「道路運送車両計器」の分野うち、R21「タクシーメ

ーターの計量技術要求事項、試験方法及び試験報告書」を担当しているが、平成 22 年度は審議

案件がなかったことから、分科会の活動は行っていない。 

(2) 分科会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、分科会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 
3.2.3.2 放射温度計測分科会 

(1) 活動の概要 

放射温度計測分科会では、TC11「温度及び関連量の計量器」が所管する分野のうち、R141「熱

画像装置の主要特性の校正・検定手順」及び新規提案の「温度範囲が－50℃から 2,500℃の参照

用黒体炉」を担当している。 

なお、R141は、2008年に開催された第43回CIML委員会で採択された国際勧告である。 

また、「温度範囲が－50℃から2,500℃の参照用黒体炉」は、2008年4月に第2次委員会草案
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（2CD）について回答して以降、第3次委員会草案（3CD）は配布されていない。 

(2) 分科会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、分科会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 
3.2.4 体積計作業委員会 

(1) 活動の概要 

体積計作業委員会は、TC8「液体量の計量器」の分野を担当しており、作業委員会とは別組織

で水道メーター分科会、ガスメーター分科会、燃料油メーター分科会及び積算熱量計分科会が設

置されている。 

平成 22 年度は、2010 年6 月 29 日～30 日にオランダで開催されたR139「自動車用圧縮ガス

燃料の計量システム」WG会議への対応を行った。 

(2) 委員会の開催状況 

1) 第1回体積計作業委員会CNGメーターWG 

日時：平成22年6月21日（月）13時～16時 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：OIML R139「自動車用圧縮ガス燃料計量システム」WG会議への対応について 

審議事項： 

R139-1、2＆3（1WD）に対して、各国から提出された意見及び日本から提出した意見につ

いて確認を行った。その結果、次の点について検討、確認を行い、国際会議において日本意見

としてコメントするにした。 

・対象範囲（Scope） 

対象範囲に水素が含まれているが、5.3.2や17.6.2で規定されている数値のままでは、水素

には適用できない。CNG（圧縮天然ガス／Compressed natural gas）に限定せず、水素を

含めた圧縮ガスへの適用を考慮するのであれば、充填圧が異なることなどから、試験方法な

どで低圧、高圧を分けて規定する必要がある。 

このため、オランダにおける WG 会議において、R139 では水素も対象に含まれるのか確

認する必要がある。 

2) 体積計作業委員会CNGメーターWG・第2回ガスメーター分科会合同会議 

日時：平成22年10月21日（木）14時～17時 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：①OIML TC8/SC7「ガスメータリング」国際会議報告について 
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・R139「自動車用圧縮ガス燃料計量システム」WG会議 

・R137「ガスメーター」会議 

②OIML R137-1&2「ガスメーター 第1部：計量技術要求事項、 第2部：計量管理

及び性能試験」第2次委員会草案（2CD）の検討について 

審議事項： 

2010年6月29日～7月2日にオランダで開催されたTC8/SC7「ガスメータリング」国際

会議報告が行われた後、R137-1&2「ガスメーター」第2次委員会草案（2CD）に対する検討

を行い、日本意見の取りまとめ、投票について審議した。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

会議名：TC8/SC7「ガスメータリング」R139「自動車用圧縮ガス燃料計量システム」（1WD）

WG会議 

日 程：2010年6月29日～6月30日 

場 所：オランダ・デルフト 

出席者：17名 

日本からの参加者（2名）： 森中泰章氏（産業技術総合研究所）、櫻井 茂氏（トキコ

テクノ） 

その他の国からの参加者： オランダ（幹事国）、アメリカ、イギリス、デンマーク、

ドイツ、フランス、南アフリカより11名。 

会議概要（審議内容等）： 

各国からの事前コメントに基づき、R139-1、2&3（1WD）について議論した。 

①審議内容 

指摘①：対象範囲（Scope）において、“水素ガス”が追加されている。本勧告はCNGのた

めの国際勧告として検討を続けてきた。水素ガスと CNG では、ガスの特性が大き

く異なることから、この勧告に水素ガスを追加するのは無理があるのではないか。 

結 論：これまでの経緯はその通りであるが、燃料電池車などが本格的に普及する可能性が

あり、そのために水素ガスの規格を追加しておくことに意義がある。そのため、今

後のことを考えて、Scope には CNG と限定せず、全てのガスを対象にしておき、

水素ガスを含むことを明確にしておく。仮に、特性が異なるため、同じ試験ができ

ないのであれば、Test AはCNG、Test Bは水素ガスというように区分するか、Part 

1、Part 2で分ける。 

指摘②：6.3.2において、メモリデバイス＝POS（販売時点情報管理／Point of sales）の考

えで良いか。日本では、ディスペンサと POS が離れている為に発生する問題であ

るが、両者をイコールとして欲しい。 
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結 論：日本の主張が受けられ、Fig.1が変更された。 

指摘③：17.6.2.5（B.1.5）試験条件：計量予定以外のガスが計量結果の判断に影響しない前

提で、それを試験に使用することができるとあるが、CNG の代わりに空気を用い

ることはできるのか。 

結 論：空気を使用できるかどうかについては、後日、各国にアンケートを取って決める。 

指摘④：17.6.2.5(B.1.5) 試験条件：CNGの代わりに、水を用いることはできるのか。 

結 論：計量結果に対し換算が発生するので、水は適切ではないが、証明（デモンストレー

ト）できれば良いとの見解がPTB（ドイツ国立物理工学研究所／Physikalisch- 

Technische Bundesanstalt）から出され、合意した。 

②今後の予定 

2011年に第1次委員会草案（1CD）を各国に配布予定。 

 

3.2.4.1 水道メーター分科会 

(1) 活動の概要 

水道メーター分科会では、TC8/SC5「水道メーター」の分野を担当している。 

平成22年度は、2010年4月19日～22日にフランス・パリで開催された国際会議での検討結

果に基づき、加盟国に依頼があった OIML R49-1&2「冷温水用水道メーター 第 1 部：計量技

術要求事項及び第2部：試験方法」に対する質問票について検討した。 

(2) 分科会の開催状況 

1) 第1回水道メーター分科会 

日時：平成22年10月6日（水）14時～16時 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：OIML R49-1&2「冷温水用水道メーター 第1部：計量技術要求事項及び第２部：試

験方法」の検討について 

審議内容： 

①R49-1&2について、 

2010 年 4 月 19 日～22 日にパリで国際会議が開催されたが、アイルランドの火山活動に

より出席者が少なく、同国際会議で懸案となった事項について幹事国から質問票が送られ

てきたので、次のとおり日本意見をまとめ、回答した。 

Q1：第1部の 3.2.1の最後の規定を削除するかどうかについて 

工業用の水道メーターを前提に議論が開始され、工業用と家庭用に分けられた経緯

がある。非自動はかりでは等級を設けている例もあるので、ニーズがあれば等級分

けをすることも必要である。 

また、水道メーターを使用する側としては、全国で様々なケースがあるため、メリ

ット、デメリットが考えられる。 
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上記のような意見が出された結果、「必要性は理解できるが、時期尚早である」との

コメントを付し『反対』する。 

Q2：第1部の6.3.2 の後に提案の文章を追加するか 

要求事項を追加し、より明確になることから『賛成』する。 

Q3：第2部の「6.10.2.3」 の7）の「ステップ1で」に「6.10.1.3の」を付すか 

耐久試験の断続試験と連続試験を続けて実施した場合、試験コストは安くなるが、

器差が許容範囲におさまらず不合格率が高くなることが予想される。 

以上のことから、「現状、市場において問題が生じていないことから分ける必要性が

ない」とのコメントを付し、『反対』する。 

Q4：6.10.3と第2部の表5中の試験13とを削除するかどうかについて 

副管付きメーターの試験を追加することについては、6.10.1 で断続試験を実施して

いることから、整理が必要ではあるものの提案については賛同できることから『賛

成』する。 

Q5：第2部の表5の注4)を削除するかどうかについて 

試験手順の6.10.1.3 5)で規定されていることから『賛成』する。 

Q6：第2部の7.12.3はNMO（イギリス国立計量局／National Measurement Office）

の規定でよいかどうかについて 

放射電磁界の周波数範囲について、現行の CEN（欧州標準化機構／Comite 

Europeene de Normalisation）規格を2GHzまでとすることが英国から提案された

ことから、JIS、ISO、IECなどの周波数範囲の現状報告、産業技術総合研究所の試

験設備などについて確認が行われた結果『賛成』する。 

②R49-1について 

3.1.4 の「比 Q３/Q１の値」については、前回「国内では 10 からの需要もあるので、前草

案のとおり 10 からとする。」との意見を提出したが採用されていない。日本の意見につい

ては、米国も強く支持するとの意見が出されていることから、「前回提出した意見の採用を

強く要望する」との意見を付すこととした。 

③その他 

2010年9月20日～24日に米国・オーランドで開催された第45回CIML委員会の概要が

報告され、この中でTC（技術委員会）、SC（小委員会）をフラット構造（例：R49→TC49）

にすることが提案されたが、継続審議となったことが報告された。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

2010 年 4 月にフランス・パリで国際会議が開催されたが、アイルランドの火山活動に伴う飛

行機の欠航などにより、日本からは出席できなかった。 
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会議名：TC8/SC5「水道メーター」（R49）会議 

日 程：2010年4月19日～22日 

場 所：フランス・パリ 

 
3.2.4.2 ガスメーター分科会 

(1) 活動の概要 

ガスメーター分科会では、TC8/SC7「ガスメータリング」が所管する分野のうち、R137「ガ

スメーター」を担当している。 

平成 22 年度は、2010 年7 月 1 日～7 月 2 日にオランダで開催されたR137「ガスメーター」

会議への対応及び R137-1&2「ガスメーター 第 1 部：計量技術要求事項、 第 2 部：計量管理

及び性能試験」第2次委員会草案（2CD）の検討を行った。 

(2) 分科会の開催状況 

1) 第1回ガスメーター分科会 

日時：平成22年6月21日（月）10時30分～12時 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：OIML R137「ガスメーター」国際会議への対応について 

審議事項： 

R137「ガスメーター」第１次委員会草案に対して各国から提出された意見及び日本意見に

ついて確認を行った。その結果、次の点について検討、確認を行い、国際会議において日本意

見としてコメントすることが決められた。主な点は次のとおりである。 

・5.16.1 総則 

“メーターに圧力取出口を備えるか又は設置配管中に圧力取出口の箇所を指定しなければ

ならない”と記載されているが、メーター自体に圧力補正する能力がある場合には、除外し

て欲しい。 

・11.4.16 ソフトウェア 

ソフトウェア：試験内用が定まっておらず、不明確である。 

2) 体積計作業委員会CNGメーターWG・第2回ガスメーター分科会合同会議 

日時：平成22年10月21日（木）14時～17時 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：①OIML TC8/SC7「ガスメータリング」国際会議報告について 

・R139「自動車用圧縮ガス燃料計量システム」WG会議 

・R137「ガスメーター」会議 

②OIML R137-1&2「ガスメーター 第1部：計量技術要求事項、 第2部：計量管理

及び性能試験」第2次委員会草案（2CD）の検討について 
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審議事項： 

2010年6月29日～7月2日にオランダで開催されたTC8/SC7「ガスメータリング」国際

会議報告が行われた後、R137-1&2「ガスメーター」第2次委員会草案（2CD）に対する検討

を行い、日本意見の取りまとめ、投票について審議した。 

(3) 検討した草案等 

OIML R137-1&2「ガスメーター 第1部：計量技術要求事項、 第2部：計量管理及び性能試

験」第2次委員会草案（2CD） 

①検討結果：反対（意見提出：別紙１３参照） 

②審議内容： 

各委員から提出された意見に基づき、検討を行い、以下の点を確認、日本意見の取りまとめ

るとともに、ソフトウェアに関する内容が不十分であることから「反対」で投票することと

した。 

・5.10 耐久性 

「Qmax及び0.8 QmaxからQmaxまでの間の流量で、」は2点の流量で試験を実施しな

ければならないのか確認を行い、0.8 Qmax から Qmax の流量で通過体積量が Qmax で

2000時間相当で試験を実施することを確認した。 

・附属書Ｉ ソフトウェア 

ソフトウェアの内容について、厳しさレベルは各国際勧告で記載するものであるが、2CD

では A.1.1 及び A.2.3.3 は厳しさレベルⅡ、それ以外は厳しさレベルⅠを適用すると明記

されているものの、2CDでは具体的な試験方法、提出書類などが記載されていないことが

わかった。 

また、取りまとめたコメントは以下のとおり。 

・2. 適用範囲 

第一段落最後の文章を、「ガスの量は、体積、質量又はエネルギーの単位で表される。」と

修正 

・3.2.1 ガスの量 

最初の文章を「…体積Ｖ、質量ｍ、エネルギーＪで表す。これが測定量である。」に修正

する。 

・5.10 耐久性 

誤り（fault）に関する要求事項を「for flowrates from Qt up to Qmax a fault of less than 

or equal to 1.0 times of the maximum permissible error for all classes.」に変更すること

を提案する。 

・5.13.7 電子部品 

「温度試験、放射電磁界、伝導無線周波数電磁界試験は、ゼロ流量又は擬似パルスで試験

を行ってもよい。」を追加。 
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・9.1.1 総則 
「いかなる場合も、記憶されたガスの測定量はハードウエア封印で保護しなければならな

い」を削除。 
・附属書 I 
修正箇所２箇所：（1箇所目）severity level (II) のガスメーターとはなにかを明確に定義

する必要がある。（2 箇所目）A.1.1、 A.2.3.3 を引用しているが、本文にこの項目がない

ので修正すべきである。 
・附属書 I 

severity level (I) と (II) のガスメーターについての試験方法を明確に記載する。書かない

のであれば、severity level (II) の場合の試験方法は、D31に書かれている通りに行う、な

どと明文化する。 
(4) 国際会議への出席 

会議名：TC8/SC7「ガスメータリング」R137-1&2「ガスメーター」会議 
日 程：2010年7月1日～2日 
場 所：オランダ・デルフト 
出席者：13名 

日本からの参加者（2名）： 森中泰章氏（産業技術総合研究所）、津野岳彦氏（金門製

作所） 
その他の国からの参加者： オランダ（幹事国）、アメリカ、ドイツ、フランス、南ア

フリカより11名。 
会議概要（審議内容等）： 
各国からの事前コメントに基づき、R137-1&2（1CD）について議論した。 
①日本のコメント 
指摘：5.16.1 総則において、「メーターに圧力取出口を備えるか又は設置配管中に圧力取出

口の箇所を指定しなければならない」と記載されているが、メーター自体に圧力補正

する能力がある場合には、除外して欲しい。 
結論：このタイプは日本にしか存在しないようで、当初は理解して貰えなかったが、結果的

には了承された。 
②その他のコメント 
指摘：11.4.16 (新項番12.4.16) ソフトウェア：試験内容が定まっておらず、不明確である。 
結論：Teunisse 議長が、「詳細は議長が慎重に作成する」と宣言し、終了した。次回、詳細

が記載される予定。 
③今後の予定について 

2010年8月に修正版が各国に配布される予定。議長としては、早ければ2011年初旬にBIML
に提出し、承認を得たいとのこと。すなわち、次の版が最終版になる予定である。 
ただし、現実的には、先ずTC8/SC5で承認を受ける必要があり、2011年に開催されるCIML
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委員会での承認が最短の計画になると考えられる。現在、ソフトウェアの部分が不明瞭ため、

どのように進展するかはっきりしない。議長の計画通りには進まず、長くなる可能性もある。

とりあえず、8月に配布される修正版を見て判断する必要がある。 
(5) その他 

R137-1&2（2CD）の投票結果について、幹事国からの報告により、賛成 16 カ国、反対 2 カ

国で可決したとの連絡があった。 

 
3.2.4.3 燃料油メーター分科会 

 (1) 活動の概要 
燃料油メーター分科会では、TC8/SC3「水以外の液体の動的体積・質量測定」の分野を担当し

ている。 
平成 22 年度は、DoMC の準備を進めるにあたり、R117（2007 年）に規定されている EMC

（電磁両立性／Electromagnetic Compatibility）試験、R118（1995年）で規定されている電気

試験を R117（2007 年）で規定されている試験内容で DoMC に導入すること、発行機関又は受

入れ機関としてDoMCへの参加することについて、分科会を開催して検討を行った。 
(2) 分科会の開催状況 

1) 第１回燃料油メーター分科会 
日時：平成22年6月11日（金）14時～16時 
場所：グランドヒル市ヶ谷 
議題：①R117/R118に基づく新MAAカテゴリーに関する調査について 

②海外調査結果報告について 
審議事項： 

DoMC に新たな試験項目を導入することについて検討を行い、産業技術総合研究所では一

部の試験では試験設備の更新等が必要ではあるものの、試験実施は可能であることなどから、

DoMCへの導入に賛成することとした。 
また、DoMC に発行機関又は受入機関として参加することについては、時期尚早と考えて

いるため、今回は参加しないこととした。 
(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 
(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 
3.2.4.4 積算熱量計分科会 

 (1) 活動の概要 
積算熱量計は、TC11「温度及び関連量の計量器」が所管する R75「積算熱量計」を担当して

いる。 
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R75 については、2009 年に開催された第 44 回 CIML 委員会で内容（現状維持）が承認され

ている。 

(2) 分科会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、分科会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 

3.2.5 質量計作業委員会 

(1) 活動の概要 

質量計作業委員会は、TC9/SC1「非自動はかり」、TC9/SC2「自動はかり」及びTC9/SC3「分

銅」の分野を担当しており、作業委員会とは別組織で質量計用ロードセル分科会が設置されてい

る。 

平成22年度は、TC9/SC2「自動はかり」の幹事国（イギリス／NMO）から提案されたR50-1、

2「連続式精算自動計重装置（ベルトウェア）」及びR106-1、2「自動貨車掛」に関する6件につ

いて、メール審議を行った。 

(2) 作業委員会等の開催状況 

平成22年度は、質量計作業委員会において、以下の6件についてメール審議を実施した。 

1) R106-1「自動貨車掛 第1部：計量技術要求事項－試験」国際勧告案（DR） 

検討期間：2010年2月17日～3月5日（前年度対応） 

2) R50-1「連続式積算自動計重装置（ベルトウェア） 第1部：計量技術要求事項－試験」第3

次委員会草案（3CD） 

検討期間：2010年6月1日～6月18日 

3) R106-2「自動貨車掛 第2部：試験報告書の様式」第3次委員会草案（3CD） 

検討期間：2010年8月9日～9月15日 

4) R50-2「連続式積算自動計重装置（ベルトウェア） 第2部：試験報告書の様式」第1次作業

草案（1WD） 

検討期間：2010年11月9日～12月20日 

5) R106-2「自動貨車掛 第2部：試験報告書の様式」第4次委員会草案（4CD） 

検討期間：2011年1月7日～2月15日 

6) R106-1「自動貨車掛 第1部：計量技術要求事項－試験」国際勧告案（DR） 

検討期間：2011年2月8日～2月28日 

注：R106-1（DR）については、2010 年 4 月に投票にかけられたが採決には至らなかったた

め、更に改訂を加えた国際勧告案が提案された。 
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(3) 検討した国際勧告・文書案等 
1) OIML R106-1「自動貨車掛 第1部：計量技術要求事項－試験」国際勧告案 

検討結果：委員から特段の意見はなく、審議の結果、賛成（コメントなし）とした。 
備考：国内の製造事業者では製造実績なし。 

2) OIML R50-1「連続式積算自動計重装置（ベルトウェア） 第1部：計量技術要求事項－試験」

第3次委員会草案 
検討結果：委員、当該製造事業者から特段の意見はなく、審議の結果、コメントなしとした。 
備考：第2次委員会草案で提出した日本意見が第3次委員会草案ではほぼ採用されている。  

3) OIML R106-2「自動貨車掛 第2部：試験報告書の様式」第3次委員会草案 
検討結果：委員から特段の意見はなく、審議の結果、コメントなしとした。 

4) OIML R50-2「連続式積算自動計重装置（ベルトウェア） 第2部：試験報告書の様式」第1
次作業草案 
検討結果：委員、当該製造事業者から特段の意見はなく、審議の結果、コメントなしとした。 

5) OIML R106-2「自動貨車掛 第2部：試験報告書の様式」第4次委員会草案 
検討結果：委員から特段の意見はなく、審議の結果、コメントなしとした。 

6) OIML R106-1「自動貨車掛 第1部：計量技術要求事項－試験」国際勧告案 
検討結果：委員から特段の意見はなく、審議の結果、賛成（コメントなし）とした。 

(4) 国際会議への出席 
今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 
3.2.5.1 質量計用ロードセル分科会 

(1) 活動の概要 
質量計用ロードセル分科会では、TC9「質量計及び密度計」が所管しているR60「ロードセル

の計量規定」に対する検討を行っている。 
TC9ではR60「ロードセルの計量規定」（2000年）を改訂するために作業草案（WD）の作成

を進めており、現在のR60の改訂の是非に関する意向の回答を求められた。それとともに、R60
に対するドイツ（PTB）による提案について検討を行った。 
また、改訂にあたり、OIMLが推奨する勧告文書のテンプレートにR60を整合させるための書

式変更及び記載事項の追加を行った第1次作業草案（1WD）の書式に対する検討を行った。 
(2) 分科会の開催状況 

1) 第１回質量計用ロードセル分科会 
日時：平成22年6月18日（金）14時～17時 
場所：財団法人 都道府県会館 
議題：OIML R60「ロードセルの計量規定」作業草案の検討 
審議事項： 
R60「ロードセルの計量規定」（2000年）の改訂の是非及びPTBによる提案の検討を行った。 



－70－ 

2) 第2回質量計用ロードセル分科会 

日時：平成23年2月1日（火）14時～16時30分 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：OIML R60「ロードセルの計量規定 第 1 部：計量技術要求事項、第 2 部：計量管理

及び性能試験」第１次作業草案（1WD）の検討について 

審議事項： 

OIMLが推奨する勧告文書のテンプレートにR60を整合させるための書式の変更及び記載事

項の追加を行った第1次作業草案（1WD）の書式に対する検討を行った。 

(3) 検討した国際勧告案・文書案等 

1) OIML R60「ロードセルの計量規定」（2000年）改訂の是非及びPTBによる提案の検討 

①検討結果：回答（意見提出：別紙１４参照） 

②審議内容： 

ドラフトが提出されてからでないと具体的な検討はできないという意見が内容の大半を占め

たが、改訂及びPTB提案について、以下のとおり検討を行った。 

・5.2.2 誤差の限界値 

直線性の評価に用いられる基準線は、ロードセルの性能が出やすい75％の荷重に対するロ

ードセルの出力を基準としていると思われるが、測定範囲の最小荷重と測定範囲の最大荷

重をつなぐ線を基準とする方法も考えられることから、測定範囲の75％を基準としている

理由について質問する。 

・5.2.3 最初の読み 

クラス C 及び D であれば問題ないが、クラス A、B が表 6 の時間で安定するのか疑問で

ある。表６は、クラスに関係なく安定時間が定められており、クラス A、Bは検定目量の

数(n)が多いので、表６に規定された時間で安定させることが難しいことから、クラスに応

じた時間の設定が必要である。 

・5.5.1.3 最小死荷重出力への温度影響 

クラスB、C及びDのロードセルは15℃ではなく、5℃である（OIML R76と整合）。 

・PTB提案 1 g) 

5.1.1にあるように最大許容誤差にヒステリシス誤差も含まれているので、最大ヒステリシ

スを別に定める必要性はないことから、この内容を規定する技術的要因について質問する。 

・PTB提案 2 d) 

試験内容及び評価基準が明確でないと判断できない。補正ポイントが多数ある場合には、

分銅の組合せによっては試験が困難である。 

・PTB提案 3) 

荷重伝達装置を定義し、その詳細について規定した場合、その規定された荷重伝達装置以

外の装置（方法）はR60の適用範囲外となる。 
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・PTB提案 4 c) 

規定することについては賛成であるが、クラスによる違い、安定する基準、判定基準の考

え方など、詳細を規定する必要がある。 

・PTB提案 5 a) 

ロードセルのファミリー及び同じ形状を規定することについては賛成であるが、同じ形状

の定義、解釈については検討が必要である。 

・PTB提案 5 b) 

OIML国際勧告は技術要件を定めるものであり、その技術基準を満たして製造していれば

頑丈さも満たしていると思うので、追加する必要はない。 

2) OIML R60「ロードセルの計量規定」第1次作業草案（1WD） 

①検討結果：回答（意見提出：別紙１５参照） 

②審議内容： 

テンプレートの強制力など確認すべき事項はあるものの、以下のとおり日本意見を取りまと

めた。 

・3.2.1 荷重の負荷 

一般的な用語の定義と考えられるため、3.1 章の下にまとめるべきであるが、OIML のテ

ンプレートに合わせるためにカテゴリーを設けたと思われることから、コメントは提出し

ない。 

・3.7.15.1 最小死荷重出力への温度影響 

3.7.15 の下で規定する内容ではなく、R76 と同様に同列とすべきであることから、3.7.16

にすべきとの意見を提出する。 

・3.7.15.2 感度への温度影響 

3.7.15 の下で規定する内容ではなく、R76 と同様に同列とすべきであることから、3.7.17

にすべきとの意見を提出する。 

・6.3 ロードセルの最大許容誤差 

classA～D の定義を先にしてから、各 class の MPE（最大許容誤差／Maximum 

permissible errors）説明すべきであり、テンプレートに基づく順番ではあるが、6.4と入

れ替える。 

・6.4 ロードセル検定目量の最大数 

先に classA～D の定義をしてから、各 class のMPE を説明すべきであり、テンプレート

に基づく順番ではあるが、6.3と入れ替える。 

・6.6繰返し性誤差 

クリープは計量器の特性を意味するものであり、繰り返し性のような計量器の誤差とは異

なることから、9.11（許容可能な結果の変動）に移動する必要はない。9.11は型式評価の

ために行うのではなく、計量要件を確認するために行うものであることから、9.11 を 6.6
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の後に移動し、6.7以降の項番を変更する。 

・6.9.1.1 妨害 ～ 6.9.2.1 性能試験及び安定性試験 

電子回路を装備しているロードセルに対する要件であるので、6.11.1.1の後に移動する。 

・9.9.1 適用範囲 

9.1に同様な記載があるので、9.9.1は不要。 

・9.9.2 目的 

9.1に同様な記載があるので、9.9.2は不要。 

・7.2 ソフトウェア 

具体的な内容が提示されていないので、2WDで検討する。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

(5) その他 

R60「ロードセルの計量規定」を改訂する際の課題等について、次のような意見があった。 

・耐久性が6.11.1.2で規定されており、6.11は電子回路を装備したものに限定した項目である

が、耐久性の規定は電子化されていないロードセルにも必要ではないか。 

・R60はアメリカが幹事をしていて、PTBがサポートしている。PTBへの意見は各国が出し

ていると思われるが、各国のコメントは今回届いていない。早い時期に2WDが提案される

ものとは思うが、日本が出した意見に対しての事務局のコメントがないと同じ議論をしてし

まうことから、要求してはどうか。 

・JIS に図を入れたように、ファミリーの定義に関しては R60 にも図を入れた方がいいので

はないか。3.3の構造でしっかり定義すれば図を入れる必要はないのではないか。 

・R60とR76のダブルスタンダードになっていないか。R76は完成はかり、R60はモジュー

ルとしての参照規格と位置づけている。R60 とR76 を整合させる必要性を議論したことが

ないが、整合できるのであれば、整合すべきではないか。 

 
3.2.6 電力量計等作業委員会 

(1) 活動の概要 

電力量計等作業委員会は、TC12「電気量の計量器」及びTC14「光関連量の計量器」の分野を

担当している。 

R46「有効電力量計」は、2006 年 3 月に第 3 次委員会草案（3CD）が出され、それに対する

コメントを送付して以降、審議は停止状態であった。その後、オーストラリアが新しい幹事国と

なり、2009年3月に第4次委員会案（4CD）の配布、 2009年6月にTC12「電気量の計量器」

会議が開催された。会議以降、新たな進展がなかったが、2010年9月に第5次委員会案（5CD）

が配布され、11月に日本意見を集約して提出している。 
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(2) 委員会の開催状況 

1) 第１回電力量計等作業委員会 

日時：平成22年10月5日（火）14時～16時30分 

場所：グランドヒル市ヶ谷 

議題：OIML R46-1&2「有効電力量計 第1部：計量技術要求事項、第2部：計量管理及び

性能試験」第5次委員会草案の検討について 

審議事項： 

OIMLの組織、審議体系等の概要、R46が1997年に廃止になった以降の改訂経緯について説

明が行われるとともに、OIML R46-1、2「有効電力量計 第1部：計量技術要求事項、第2

部：計量管理及び性能試験」第5次委員会草案について検討を行った。 

(3) 検討した国際勧告・文書案等 

1) OIML R46-1、2「有効電力量計 第1部：計量技術要求事項、第2部：計量管理及び性能試

験」第5次委員会草案（5CD） 

①検討結果：回答（意見提出：別紙１６参照） 

②審議内容： 

OIML R46「有効電力量計」第5次委員会草案（5CD）は、各国から提出された意見に基づ

き、2009年6月8日～10日にスロベニアで開催された会議で審議、検討した結果を反映し

たものである。これまでの委員会案及び日本コメントの経緯を再確認して検討した。 

日本としては、最低限 IEC 準拠（IEC の電気計器の規格）とするべきであるとコメントし

てきているが、その方向性は第5次委員会草案に十分に反映されているため、IEC準拠との

コメントは提出しないこととし、接続方式、ソフトウェアの識別情報、耐久性試験について、

以下のコメントを提出することとした。 

a) 日本コメント 

・3.2 定格動作条件（表1） 

定格作条件の接続モードの記号を IEC62053から参照して表現しているが、銘板表記の関

係からこれらのシンボルを使用するかどうかは各国責任機関の裁量の範囲とすべきで、本

文からは記号を削除し、参考文書として附属書に添付することを提案する。 

・3.6.7.3 データ伝送 

計量特性の保護 （測定プロセス）ではなくデータ伝送のプロセスであることを明確にす

るため、測定プロセスの用語に注釈を付すか、質問をして確認する。 

・6.4.10.2 インパルス電圧試験手順 

表15の不等号記号を訂正する（誤記のため）。 

b) 確認事項 

共通認識として次の点について確認が行われた。 

・3.6.7.4 タイムスタンプ 
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日本では時刻は法規制の対象とはなっていない。 

・6.4.17 耐久性試験 

オーストラリアから IECに基づく評価方法を踏まえた内容が提案されたが、スウェーデン

は時期尚早と反対している。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかったが、2011年6月22日～24日の日程で、TC12「電気

量の計量器」会議が英国・ロンドンで開催される予定である。 

 
3.2.7 音響振動計量器作業委員会 

(1) 活動の概要 

音響振動計量器作業委員会は、TC 13「音響及び振動の計量器」の分野を担当し、産業技術総

合研究所、日本品質保証機構、計測器製造事業者等の委員で構成されている。 

TC13「音響及び振動の計量器」が所管する国際勧告に対する改廃調査依頼があった。 

(2) 委員会の開催状況 

作業委員会は開催していないが、関係者にTC13が所管する国際勧告に対する改廃についてメ

ール審議を、現在実施している。 

(3) 検討した国際勧告・文書案等 

TC13が所管する以下の国際勧告の改廃について検討を行った。 

・R58「騒音計」 

・R88「積分平均形騒音計」 

・R102「音響校正器（付属書Aを含む）」 

・R102-B&C「音響校正器－付属書B及びC：型式評価のための試験方法及び試験報告書の様

式」 

・R103「人体に対する振動応答用測定器」 

・R104「純音オーディオメータ（付属書A～Eを含む）」 

・R104-F「純音オーディオメータ 付属書F：試験報告書の様式」 

・R122「語音オーディオメータ」 

・R122-C「語音オーディオメータ 付属書C：試験報告書の様式」 

・R130「オクターブ及び1/3オクターブ・バンドフィルター」 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 
3.2.8 放射線計量器作業委員会 

(1) 活動の概要 

放射線計量器作業委員会は、放射線関連の計測器を対象にする TC15「電離放射線の計量器」
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を担当しており、産業技術総合研究所、日本原子力研究開発機構、放射線医学総合研究所及び計

測器製造事業者等の委員構成で、草案等に対する意見の取りまとめを中心に活動している。 

(2) 委員会の開催状況 

通常、新規の審議案件が出てこない場合は、作業委員会は開催せず、NMIJの放射線計測クラ

ブや国際計量連絡委員会の放射線分科会などを通じた意見の収集で対処している。平成 22 年度

は、審議する具体的な草案等が提案されなかったため、作業委員会は開催されなかった。 

(3) 検討した草案等 

放射線関係のOIML文書は以下の4件があるが、平成22年度においては、文書改訂等の具体

的な活動はなかった。また、新規の提案もなかった。 

・OIML D 21：Secondary Standard Dosimetry Laboratories for the Calibration of 

Dosimeters Used in Radiotherapy「放射線治療に用いられる線量計の校正のための二次標

準線量測定実験室」 

・OIML R 127：Radiochromic Film Dosimetry System for Ionizing Radiation Processing of 

Materials and Products「材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるラジオクロミック・

フィルム線量計測システム」 

・OIML R 131：Polymethylmethacrylate Dosimetry System for Ionizing Radiation 

Processing of Materials and Products「材料及び製品の電離放射線加工処理に用いる

PMMA線量計システム」 

・OIML R 132：Alanine EPR Dosimetry System for Ionizing Radiation Processing of 

Materials and Products「材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるアラニンEPR線量

計システム」 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、OIML関係の会議は開催されなかった。 

『参考』IEC/TC45「原子力計測」シアトル会議が開催された。 

会議名：IEC/TC45シアトル会議 

日 程：2010年10月6日～13日 

場 所：米国・シアトル 

出席者：20カ国から約160名が参加（内日本人21名） 

会議概要：放射線防護機器及び原子力施設に関する IEC規格の討議 

(5) その他 

我が国では、既に個人被ばく線量評価は、フィルム線量計からガラス線量計に置き換えられて

おり、R127及びR131はあまり重要性を持たない。このため、ガラス線量計の規格であるJIS Z 

4314に、製品規格に加えて個人線量測定手法に関する記述追加を検討している。 

また、ガラス線量計の規格に関しては、IEC/TC45B 分科会でも議論中であり、必要に応じて

OIML文書化に進めたい。 
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3.2.9 環境・分析計量器作業委員会 

(1) 活動の概要 

環境・分析計量器作業委員会は、TC16「汚染度計量器」、TC17「物理化学測定器」（TC17/SC5

を除く）の分野を担当しており、平成 22 年度は 5 件の国際勧告案等に対して、メール審議など

を行い、日本からの回答を行った。 

(2) 作業委員会等の開催状況 

平成22年度は、メール審議等で対応したため、作業委員会は開催しなかった。 

(3) 検討した国際勧告・文書案 

1) OIML R126「証拠用呼気分析計」第6次委員会草案（6CD） 

①検討結果：棄権 

②審議内容： 

関係省庁、関係製造事業者で検討を行った結果、棄権との結論に至った。 

2) OIML R100「水中の金属汚染物質測定用原子吸光度計システム」国際勧告案（DR） 

①検討結果：反対（意見提出：別紙１７参照） 

②審議内容： 

関係機関、関係製造事業者でメール審議を行った結果、Characteristic concentration 及び

Characteristic massの規定が日本製（2社）の原子吸光装置と合わないため、前回同様、短

い吸収長における感度に関するの規定について修正意見を出した。 

3) OIML TC16/SC1 連続式（一酸化炭素／窒素酸化物）測定器を統合 

①検討結果：回答 

②審議内容： 

統合自体には賛成であるが、情報がないことから技術的内容について確認を求めた。 

4) OIML R56「電解液の導電率を再現する標準溶液」の改訂に関する意向調査 

①検討結果：回答 

②審議内容： 

R56「電解液の導電率を再現する標準溶液」国際勧告案（DR）及び関連する他の2つの勧告

案（R68+新勧告）との統合に対して、統合の目的、必要性が提示されていないことから、そ

れを明確にしたうえで、再度加盟国に意見を聞くべきであり、現時点では以下の質問には回

答できないと回答。 

5) OIML R126「証拠用呼気分析計」第7次委員会草案（7CD） 

①検討結果：反対（意見提出：別紙１８参照） 

②審議内容： 

関係省庁、関係製造事業者とで検討を行った結果、対象範囲を直接採取のみに限定すること

により、日本の道路交通法で規定している風船式（間接方式）を明示的に除外するよう要望

し、「反対」とした。 
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(4) 国際会議への出席 

今年度は、OIML関係の会議は開催されなかった。 

 

3.2.9.1 濃度計分科会 

(1) 活動の概要 

濃度計分科会は、TC16/SC1「大気汚染」が所管している R143「定置型連続式二酸化硫黄

測定器」に対する検討を行っている。 

R143 については、国際勧告が 2009 年に発行されていることから、平成 22 年度は分科会と

しての活動は行っていない。 

(2) 分科会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、分科会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 
3.2.9.2 水分計測分科会 

(1) 活動の概要 

水分計測分科会は、TC17/SC1「水分計」及び TC17/SC8「農産物の品質分析機器」の分野

を担当している。 

水分計測分科会では、現在OIML TC17/SC1（水分計）のR59「穀物及び油脂種子の水分計」

の改訂及びTC17/SC8（農産物の品質分析機器）の「穀物及び油脂種子の蛋白質計量器」の新規

勧告の作成に対応しており、それぞれ草案の審議及び国際会議への出席を行っている。 

水分計については、R59 の改訂が審議中である。2010 年 9 月の国際会議においては、第 5 次

委員会草案（5CD）への各国コメントに基づき、幹事国の一つである米国から第6次委員会草案

（6CD）が提示された。この 6CD に対しては、国内意見を考慮した上で、会議の場で日本代表

団が日本意見を反映するための意見を述べた。 

また、TC17/SC8が担当する「穀物及び油脂種子の蛋白質計量器」に関する新規勧告案につい

ては、第 1 次委員会草案（1CD）の後、長い間新たな草案が提案されなかったが、2010 年 3 月

に第 2 次委員会草案（2CD）が送付された。その後、分科会を開いて検討を行い、2CD に対す

る日本意見を 2010 年 6 月に幹事国であるオーストラリアに提出した。さらに 2010 年 9 月の国

際会議において、日本意見を反映するため日本代表団が意見を述べた。 

(2) 分科会の開催状況 

1) 第1回水分計測分科会 

日時：平成22年6月15日（火）14時～16時 
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場所：日本出版クラブ会館 

議題：①「穀物及び油脂種子の蛋白質計」第２次委員会草案の検討について 

②TC17/SC1（水分計）及びTC17/SC8（農産物の品質分析機器）国際会議開催につい

て 

審議事項： 

新規勧告「穀物及び油脂種子の蛋白質計」第２次委員会草案に対する検討が行われた。さら

に事務局より、2010年9月に米国で開催されるTC17/SC1「水分計」及びTC17/SC8「農産

物の品質分析機器」国際会議の紹介があった。 

2) 水分計測分科会水分計測分科会 TC17/SC1「水分計」及び SC8「農産物の品質分析機器」国

際会議に関する打合せ 

日時：平成22年9月8日（水）14時～17時30分 

場所：株式会社 ケツト科学研究所 

議題：①OIML TC17/SC1「水分計」国際会議への対応について 

②OIML TC17/SC8「農産物の品質分析機器」国際会議への対応について 

審議事項： 

水分計、蛋白質計の校正等の実態を見学した後、TC17/SC1「水分計」及びTC17/SC8「農

産物の品質分析機器」国際会議への対応について検討を行った。 

3) 第2回水分計測分科会 

日時：平成22年12月10日（金）15時～17時 

場所：日本計量会館 

議題：OIML TC17/SC1「水分計」及びTC17/SC8「農産物の品質分析機器」国際会議報告に

ついて 

審議事項： 

主査より、TC17/SC1（水分計）及びTC17/SC8（農産物の品質分析機器）国際会議の報告

があった。さらに一部の委員から、デュマ法とケルダール法が新規勧告「穀物及び油脂種子の

蛋白質計」の対象範囲から外れた理由について質問があった。これについて同主査から、

TC17/SC8 会議において「デュマやケルダールなどの標準測定法を R59 の対象範囲から外す

ことが合意された」との説明があった。 

(3) 検討した国際勧告案・文書案等 

1) TC17/SC1「水分計」関係 

OIML R59「穀物及び油脂種子の水分計」第5次委員会草案（5CD）及び第6次委員会草案（6CD） 

・審議内容：  

今年度は特にR59に対する検討は行われなかったが、昨年度検討を行った5CDに対する日

本意見に基づき、2010年9月の国際会議で提案された6CDに対して日本代表団が意見を述

べた。 
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2) TC17/SC8「農産物の品質分析機器」（蛋白質計）関係 

「穀物及び油脂種子の蛋白質計」第2次委員会草案（2CD） 

・検討結果：回答（意見提出：別紙１９参照） 

・審議内容： 

新規勧告案である｢穀物及び油脂種子の蛋白質計｣2CD に対して事前に委員から提出された

意見を元に分科会で検討を行い､次の主要な論点について2010年6月に幹事国であるオース

トラリアに意見を提出した｡ 

・勧告案全体 

第2次委員会草案が作成された経緯と改訂の理由を確認する｡  

・1. 適用範囲 

適用範囲で対象となる測定方法が、デュマ法､ケルダール法､近赤外線式の三つであること

を明記する。測定方法を限定しないと技術的事項を規定できない｡  

・2.1.3 誤差移動 

「誤差移動」の定義が不明であり、「誤り」との違いを明確にすべきである｡ 

・4.5.1 総則 

表1下部の計算式の根拠が不明確である｡  

・5.6 測定値の提示 

測定値を表示する文字の高さを10 mm以上と義務づける必要はない｡ 

・5.10.4 アルゴリズム及び機能の正しさ 

「アルゴリズム及び機能の正しさ」で規定したい内容が不明である｡  

・8.3 影響因子試験 

影響因子試験は電子機器への要求事項としては厳しいので、参考文書とすべきである｡ 

・附属書 A 

前述の意見に基づき､参考文献とすべきである｡  

・附属書 B 

各国の計量当局が定める乾燥方法の採用を認めるべきである。また、引用された ISO文書

は、記載された発行年のもののみが有効なのか。 

・附属書 C 

特定の国でのみ実施されている実例を国際勧告に示すべきではない。 

(4) 国際会議への出席 

1) TC17/SC1関係 

会議名：「穀物及び油脂種子の水分計」会議 

日 程： 2010年9月28日～29日 

場 所：米国・オーランド 

出席者：合計16名 
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日本からの参加者（4名）： 松本 毅氏（産業技術総合研究所）、沓掛文夫氏、山平 浩

氏、吉田典広氏（ケツト科学研究所） 

その他の国からの参加者： 中国（幹事国）、アメリカ（幹事国）、オーストラリア、

カナダ、ドイツ、フランスより12名。 

会議概要（審議内容等）： 

前の週には同じ会場で第 45 回CIML 委員会が開催されたため、一部の参加者は同委員会から

引き続いて参加した。さらにTC17/SC1会議の直前には、TC17/SC8会議が同じ場所で開催さ

れた。TC17/SC1 会議では、合同幹事国である中国及び米国のうち、米国標準技術研究所

（National Institute of Standards and Technology：NIST）のG. Diane Lee氏の司会のもと、

R59「穀物及び油脂種子の水分計」第 6 次委員会草案（6CD）の検討が行われた。この 6CD

は事前には加盟国に送付されず、会議の場で印刷物の形で初公開された。 

審議の前に BIML 局長の Magana 氏が、穀物水分計のトレーサビリティに関する CIPM（国

際度量衡委員会／International Committee for Weights and Measures）における活動につい

て報告した。それによるとCIPMのCCQM（物質量諮問委員会／Consultative Committee for 

Amount of Substance）では、穀物の水分含有量に関する国際比較を実施しているが、試料の

安定性や再現性の面でまだ多くの課題を抱えている。 

R59 5CD 及び6CD に対する審議の概要を次の通り報告する。なお、各項目の番号は5CD の

章番号に相当する。 

・1.適用範囲 

オーストラリアは自動プリンターの装備を、また米国は通信ポートの装備を義務づけるよう

要望した。これに対して日本は双方ともオプションに留めるように反論した（その場では結

論なし）。 

・1.2 指示 

オーストラリアの要望により表現の一部を「水分含有量を直接決定できるデジタル水分計」

に変更した。 

・1.4 計量器の型式 

オーストラリアの要望により「移動状態での計量」という表現を削除した。 

・3 計器の記述 

R59（5CD）において日本は静電容量式や近赤外線方式のみならず、電気抵抗式の計器の記

述（図面含む）も入れるように要望し、6CDにおいて反映された。しかし、特定製品の図面

を入れる点、計量専門家にとっては常識であるという点などを理由に米国から強い反対意見

があり、結局全ての方式を含む3章全体を削除することになった。 

・5.1 性能試験の基準条件 

日本は5CDで規定された周囲温度（22℃±2℃）をより広い温度範囲に拡大するように要求

した。その結果、20℃から27℃の間で各国が推奨温度を設定し、その温度を中心とした温度
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管理の範囲を±2℃とすることで合意した。 

・5.7 試料温度範囲 

「試料重量10 g以下の場合は試料の温度測定を免除すべきである」という日本の提案は認め

られなかった。しかし、既に「試料温度を測定できない場合、動作手順は国家責任機関が定

める」という例外規定があるので、日本の要望は満たされている。 

・6.3 最小試料サイズ 

依然として「100 g又は400個の穀粒」のままではあるが、「国家責任機関が別途定める」と

いう例外規定もそのまま残る。 

・7.1 型式承認試料 

オーストラリアは試料の水分を人工的に調整する操作を認めるよう要望したが、試料は自然

状態であるべきだという理由で却下された。 

・附属書B 

試験報告書様式の「はじめに」において、R59がOIML基本証明書制度に組み込まれている

ような表現となっている点に日本は疑問を提示した。これに対してMagana氏から、将来は

R59も基本証明書制度に組み込まれる可能性があるとのコメントがあり、この部分は変更し

ないことで合意した。 

2) TC17/SC8「農産物の品質分析機器」関係 

会議名：「穀物及び油脂種子の蛋白質計量」会議 

日 程：2010年9月27日～28日 

場 所：米国・オーランド 

出席者：合計15名 

日本からの参加者（４名）： 松本 毅氏（産業技術総合研究所）、沓掛文夫氏、山平 

浩氏、吉田典広氏（ケツト科学研究所） 

その他の国からの参加者：オーストラリア（幹事国）、アメリカ、カナダ、中国、ド

イツ、フランスより11名。 

会議概要（審議内容等）： 

オーストラリアの事務局（Grahame Harvey氏）の司会により、新規勧告「穀物及び油脂種子

の蛋白質計量器」（2CD）に関して、事前に提出された加盟国コメントをもとに検討が行われ

た。この会議の要点は次の通りであった。 

・勧告案全体 

日本の意見に基づき、2CDが大幅に変更された理由説明を加えることとなった。 

・1.適用範囲 

適用範囲は、絶対的な標準測定方法であるデュマ法とケルダール法を含まないことを確認し

た。測定方法を限定すべきであるという日本の提案は、OIML精神に基づく理由から採用さ

れなかった。 
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・2.1.3 誤差移動 

誤差移動（error shift）については、日本の指摘を受けて用語の定義を見直すこととなった。

また「誤差移動」は D11（電子計量器の一般要求事項）で使われている「誤り（fault）」と

ほぼ同じ意味であることを確認し、この用語の定義についてR59と整合化させることを確認

した。 

・4.3.3 環境動作温度 

米国の意見に基づき、型式試験での温度範囲は製造事業者の要求で拡大できることとした。

また、その温度範囲を越えた測定では計量器が警告を発することとした。 

・4.4 無精白穀物標準器 

米国は認証標準物質（Certified Reference Material：CRM）という用語の厳密な使用を主

張し、「4.4.2」全体が削除された。また試験に用いる CRM は窒素含有量の国際標準にトレ

ーサブルであることを確認した。 

・4.5.1 総則 

表１の MPE の符号に対する米国コメントは一部受け入れられた。また、試料の温度依存性

（Sample Temperature Sensitivity：STS）に起因する最大誤差移動は、表 1 の正確さの

MPEと同じであることを確認した。 

・4.6 基準条件における型式に対する正確さ及び精度要件 

正確さ、再現性、繰り返し性に関する試験は各国が定めた計量範囲で行い、試験の詳細項目

は国家責任機関が決定することを確認した。 

・4.6.2 穀物試料の評価 

型式承認試験に2台の計量器を用いることで合意した。 

・5.2.2 試料採取及び準備 

試料の最小量について米国は R59 と同じ記述（100g 又は 400 粒）を主張し、反映された。

ただし、例外規定として、国家責任機関が最小量を別途定めることができる。 

・5.6 測定値の提示 

測定値を表示する文字の大きさを10 mm以上と義務づける必要はないという日本の主張は、

他のOIML文書との整合性及び商取引における視認性という理由で認められなかった。 

・5.9.1 不正使用 

ソフトウェアへの要求事項については、ドイツ（PTB）が採用している試験方法を第3次委

員会草案（3CD）で導入することになった。 

・5.10.3.4 校正の転送 

現場計測における蛋白質計のバイアス調整を認めることとした。 

・5.10.4 アルゴリズム及び機能の正しさ 

「アルゴリズム及び機能の正しさ」の文章表現が意味不明であるという日本の主張は理解さ

れ、文章表現を再検討することになった。 
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・7.2 試料選択の一般要件 

TC17/SC1及びTC17/SC8は、蛋白質計と水分計（R59）に関する型式承認試験の統合は行

わないことで合意した（特に試験用試料の準備に関して）。 

・7.3.1 正確さ試験、繰返し性試験及び再現性試験用の試料セット 

試験に用いる穀物試料の種類の違いによる影響が少ない影響試験と妨害試験については、試

験結果の相互承認を促進することが合意された。 

・8.3 影響因子試験 

日本は、全ての影響因子試験を規定文書ではなく参考文書（informative）とすべきであると

主張したが、D11に基づいた要求であるという理由から認められなかった。 

・附属書A. 

日本は、ここで引用された参考文献を「参考文書」に位置づけるべきだと主張し、認められ

た。また、勧告に含まれる ISOなどの参考文書の発行年については、BIMLより「原則とし

て最新の参考文書が適用され、参考文書の更新にともなう OIML 勧告の更新には CIML に

おける承認までは必要ない」というコメントがあった。 

・附属書B. 

含水率測定について、日本は「各国が定める試料乾燥法も認めるべきである」と主張し、採

用された。また、参考文献を最新版に更新すべきであるという日本の提案については、年度

を記述しないこととなった。 

・附属書C. 

穀物の測定キャンペーンについて、日本は特定国の事例なので削除すべきであると提案した。

しかし、削除は認められず、より一般化した記述に変更することになった。 

 
3.2.10 医療用計量器作業委員会 

(1) 活動の概要 

医療用計量器作業委員会は、TC18「医療用計量器」のうち、TC18/SC4「医療用電子機器」

及びTC18/SC5「医学研究用計測器」の分野を担当しており、作業委員会とは別組織で、血圧

計分科会、体温計分科会、眼圧計分科会がある。 

(2) 委員会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、作業委員会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 
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3.2.10.1 血圧計分科会 

(1) 活動の概要 

血圧計分科会では、TC18/SC1「血圧計」の分野を担当しているが、平成 22 年度は審議案

件がなかったことから、分科会の活動は行っていない。 

(2) 分科会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、分科会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 
3.2.10.2 体温計分科会 

(1) 活動の概要 

体温計分科会では、TC18/SC2「体温計」の分野を担当しているが、平成 22 年度は審議案

件がなかったことから、分科会の活動は行っていない。 

(2) 分科会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、作業委員会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。 

 
3.2.10.3 眼圧計分科会 

(1) 活動の概要 

眼圧計分科会では、新規勧告案である「眼科医療器具－圧入式及び圧平式眼圧計」について

検討を行っている。2010 年 3 月に第 4 次委員会草案（4CD）に対して回答したが、今年度は

審議案件が提示されなかったことから、活動は行っていない。 

(2) 分科会の開催状況 

審議する具体的な草案等が提案されなかったため、作業委員会は開催しなかった。 

(3) 検討した草案等 

審議する具体的な草案等は提案されなかった。 

(4) 国際会議への出席 

今年度は、国際会議が開催されなかった。
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Comments from Japan to  
TC7/SC5 on R129 Multi-dimensional measuring instruments (2000) 

As of 2 March, 2011 

1. We consider that the three words "length (L)", width (W) and height (H)" in 2.1 shall be 
defined clearly. It is because comprehension of these words may significantly different 
depending on the operator or condition of measurement. The word "length" patricianly applies 
to any kinds of distance in a space (width, height, depth, thickness, etc.). In addition, some 
manufacturers are using "depth (D)" to express a distance in parallel with a line of vision from 
the operator to the object. We request the word "depth" will be also permitted for use in the 
revised R129. 

1. ��� 2.1 ���������������������������������

���������������������������������������

����������������������������������������

���������������������������������������

�������������Depth����������������� R129 �����

����������������������

2. We request the minimum dimension would be decreased from 10d to 5d (d=scale interval). It 
is because a measurement of small thickness is important in Japan for the envelopes treated at 
postal offices and/or delivery service stations. 

2. ���������� 10d �� 5d ����������������������

���������������������������������������

����������

3. We propose to add a new item "(i) any limitation of the surface characteristics of the objects 
being measured" at the end of 8.1 Nameplate. This item is already included as (e) in 8.2 Notices. 
However, we propose to add the same item also in 8.1 to give more explicit warning to the 
operator because of the importance of this condition. An operator may not notice if it is written 
only in the operator's manual. 

3. ����8.1 ���������(i) ����������������������

����������������8.2 ���������������������

���������������8.1 ����������������������

������������������������������������

－100－

別　紙　10



M
em

be
rs

 c
om

m
en

ts
 a

nd
 th

e 
Se

cr
et

ar
ia

t’s
 R

es
po

ns
es

  
 

4th
 C

D
 “

PR
ES

SU
R

E 
TR

A
N

SD
U

C
ER

S 
W

IT
H

 U
N

IF
IE

D
 (4

 - 
20

) m
A

   
O

R
 (1

0 
- 5

0)
 m

A
 O

U
TP

U
T 

SI
G

N
A

L”
 

ve
rs

io
n 

4.
0 

M
EM

B
ER

ST
A

TE
 

C
om

m
en

ts
 

SE
C

R
ET

A
R

IA
T’

S 
R

ES
PO

N
SE

 
Ja

pa
n

6.
1 

Ty
pe

 a
pp

ro
va

l 
R

ep
la

ce
 “E

N
 6

07
70

-1
” a

nd
 ”E

N
 6

07
70

-2
” b

y 
“IE

C
 6

07
70

-1
:1

99
9”

 a
nd

 “I
E

C
 6

07
70

-2
:2

00
3”

 
re

sp
ec

tiv
el

y.
  S

in
ce

 th
is

 O
IM

L 
R

ec
om

m
en

da
tio

n 
w

ill
 b

e 
ac

ce
pt

ed
 u

ni
ve

rs
al

ly
, t

he
 re

fe
r-

en
ce

 s
ta

nd
ar

ds
 s

ha
ll 

be
 in

te
rn

at
io

na
l s

ta
nd

ar
ds

. I
n 

ad
di

tio
n,

 w
he

n 
st

an
da

rd
s 

ar
e 

re
fe

rr
ed

 
to

 in
 a

 d
oc

um
en

t, 
th

e 
is

su
in

g 
ye

ar
s 

sh
al

l b
e 

m
en

tio
ne

d 
(th

e 
la

te
st

 e
di

tio
ns

 a
re

 a
s 

th
e 

ab
ov

e.

Ja
pa

n 
7.

2.
1,

 7
.2

.2
, 7

.2
.3

 (M
et

ho
ds

 to
 b

e 
ap

pl
ie

d)
 

A
pp

ly
in

g 
un

ifo
rm

ed
 w

ai
tin

g 
tim

e 
to

 a
ll 

ki
nd

s 
of

 D
U

Ts
 is

 n
ot

 a
pp

ro
pr

ia
te

, b
ec

au
se

 th
e 

sp
ec

ifi
ca

tio
ns

 s
uc

h 
as

 a
cc

ur
ac

y 
cl

as
s,

 m
ea

su
re

m
en

t r
an

ge
 a

nd
 e

nv
iro

nm
en

ta
l c

on
di

tio
ns

 
de

pe
nd

 o
n 

ea
ch

 D
U

T.
 A

dd
 “T

he
 w

ai
tin

g 
tim

e 
in

 th
e 

te
st

in
g 

m
et

ho
ds

 s
ha

ll 
be

 d
et

er
m

in
ed

 
be

fo
re

 e
ac

h 
te

st
, c

on
si

de
rin

g 
th

e 
sp

ec
ifi

ca
tio

ns
 o

f t
he

 D
U

T”
.

Ja
pa

n 
7.

2.
2 

M
et

ho
d 

B
 

It 
se

em
s 

th
at

 1
1 

po
in

ts
 c

ov
er

in
g 

th
e 

up
pe

r a
nd

 lo
w

er
 li

m
its

 a
re

 e
xc

es
si

ve
 fo

r D
U

Ts
 o

f t
he

 
ac

cu
ra

cy
 c

la
ss

es
 0

.2
 a

nd
 0

.5
 c

om
pa

re
d 

w
ith

 th
e 

m
et

ho
ds

 A
 a

nd
 C

.  
9 

po
in

ts
 m

ay
 b

e 
ap

pr
op

ria
te

.

Ja
pa

n 
7.

5.
3 

Ty
pe

 B
 u

nc
er

ta
in

ty
 e

va
lu

at
io

n 
R

eg
ar

di
ng

 th
e 

un
ce

rta
in

ty
 d

ue
 to

 th
e 

he
ad

 c
or

re
ct

io
n,

 th
e 

sy
m

bo
l “

rj”
 s

ha
ll 

be
 re

pl
ac

ed
 

w
ith

 ”�
j”.

  
It 

is
 n

ec
es

sa
ry

 to
 a

dd
 a

n 
eq

ua
tio

n 
of

 h
ea

d 
co

rr
ec

tio
n 

be
fo

re
 w

e 
di

sc
us

s 
th

e 
un

ce
rta

in
ty

 
du

e 
to

 th
e 

he
ad

 c
or

re
ct

io
n.

 F
ur

th
er

m
or

e,
 th

e 
ef

fe
ct

 o
f t

he
 d

en
si

ty
 o

f t
he

 a
m

bi
en

t a
ir 

sh
al

l 
al

so
 b

e 
co

ns
id

er
ed

 in
 g

au
ge

 m
od

e.
 (I

f t
hi

s 
qu

an
tit

y 
ca

n 
be

 d
is

re
ga

rd
ed

 in
 th

e 
re

co
m

m
en

-
da

tio
n,

 it
 s

ha
ll 

be
 s

ta
te

d.
) 

－101－

別
　

紙
　
11



Th
e 

Ja
pa

ne
se

 co
m

m
en

ts
 to

 th
e 

re
co

m
m

en
da

tio
n 

"P
re

ss
ur

e 
tr

an
sm

itt
er

s w
ith

 e
la

st
ic 

se
ns

in
g 

el
em

en
ts

" C
D

2 
an

d 
CD

3 
As

 o
f 3

0 
N

ov
em

be
r, 

20
10

 

N
o 

Co
un

tr
y 

Se
ct

io
n,

 
pa

ra
gr

ap
h 

Co
m

m
en

ts
 

 
Ja

pa
n 

Te
rm

in
ol
og
y

Th
e 

te
rm

s 
su

ch
 a

s 
in

tri
ns

ic 
de

via
tio

n,
 m

ax
im

um
 i

nt
rin

si
c 

de
via

tio
n,

 m
ax

im
um

 p
er

m
is

si
bl

e 
in

tri
ns

ic
 d

ev
ia

tio
n,

 f
id

uc
ia

l 
de

via
tio

n,
 m

ax
im

um
 p

er
m

iss
ib

le
 fi

du
ci

al
 d

ev
ia

tio
n 

an
d 

m
ax

im
um

 p
er

m
iss

ib
le

 e
rro

r s
ho

ul
d 

be
 d

isc
rim

in
at

ed
 m

or
e 

cle
ar

ly.
  

(R
ea

so
n)

  
Se

pa
ra

tio
n 

of
 th

os
e 

te
rm

s 
is

 n
ot

 c
le

ar
. W

e 
w

ou
ld

 lik
e 

to
 a

sk
 y

ou
 to

 d
ef

in
e 

th
os

e 
te

rm
s 

in
 s

uc
h 

a 
w

ay
 th

at
 th

e 
di

ffe
re

nc
e 

in
 

m
ea

ni
ng

 a
m

on
g 

th
em

 b
ec

om
es

 c
le

ar
er

.
4.

1.
3 

"..
...

: 6
  

12
  

15
  

24
  

27
  

36
  

42
  

48
  

60
  

11
0 

an
d 

22
0 

V 
of

 d
ire

ct
 o

r a
lte

rn
at

in
g 

cu
rre

nt
" s

ho
ul

d 
be

 a
dd

ed
 w

ith
 "1

00
 

V"
 a

nd
 "2

00
 V

". 

(R
ea

so
n)

 
In

 J
ap

an
, 1

00
- a

nd
 2

00
-v

ol
t p

ro
du

ct
s 

ar
e 

m
an

uf
ac

tu
re

d.
4.

2.
1.

1
"T

he
 m

ax
im

um
 p

er
m

iss
ib

le
 fi

du
ci

al
 d

ev
ia

tio
n 

of
 th

e 
tra

ns
m

itt
er

, .
...

...
...

...
...

 s
ho

ul
d 

be
 c

ho
se

n 
fro

m
 th

e 
fo

llo
w

in
g 

se
rie

s"
 

sh
ou

ld
 b

e 
re

pl
ac

ed
 b

y 
"T

he
 m

ax
im

um
 p

er
m

is
si

bl
e 

fid
uc

ia
l d

ev
ia

tio
n 

of
 th

e 
tra

ns
m

itt
er

, .
...

...
...

...
...

 s
ho

ul
d 

be
 c

ho
se

n 
fro

m
 

th
e 

pr
ef

er
re

d 
nu

m
be

r s
er

ie
s 

or
 o

ne
-, 

tw
o-

 a
nd

 fi
ve

-fo
ld

 n
um

be
rs

 o
f t

he
m

". 

(R
ea

so
n)

 
Th

e 
ex

pr
es

si
on

 "t
he

 p
re

fe
rre

d 
nu

m
be

r s
er

ie
s,

 o
r o

ne
-, 

tw
o-

 a
nd

 fi
ve

-fo
ld

 n
um

be
rs

 o
f t

he
m

" w
ou

ld
 b

e 
m

or
e 

un
am

bi
gu

ou
s 

an
d 

un
de

rs
ta

nd
ab

le
.

4.
2.

2.
5 

M
ea

su
re

m
en

t u
nc

er
ta

in
ty

 d
es

cr
ib

ed
 in

 4
.2

.2
.2

 s
ho

ul
d 

be
 a

dd
itio

na
lly

 c
on

sid
er

ed
. 

 

(R
ea

so
n)

 
Pr

es
su

re
 tr

an
sm

itt
er

s 
ar

e 
su

bj
ec

t t
o 

th
e 

in
flu

en
ce

 fa
ct

or
s 

de
sc

rib
ed

 in
 4

.2
.2

.2
 e

ve
n 

du
rin

g 
op

er
at

io
n.

－102－

別
　

紙
　
12



7.
3

"…
, t

he
n 

to
 e

xp
os

e 
th

em
 w

ith
 th

re
e 

lo
ad

in
g 

cy
cl

es
, u

nt
il o

th
er

w
ise

 m
en

tio
ne

d 
in

 M
an

uf
ac

tu
re

r's
 T

ec
hn

ica
l D

oc
um

en
ts

" 
sh

ou
ld

 b
e 

re
pl

ac
ed

 b
y 

"..
., 

th
en

 to
 e

xp
os

e 
th

em
 w

ith
 lo

ad
in

g 
cy

cle
s 

fo
llo

w
in

g 
th

e 
de

sc
rip

tio
n 

gi
ve

n 
in

 M
an

uf
ac

tu
re

r's
 

Te
ch

ni
ca

l D
oc

um
en

ts
". 

(R
ea

so
n)

 
Th

er
e 

is
 n

o 
gr

ou
nd

s 
fo

r s
pe

ci
fy

in
g 

th
re

e 
lo

ad
in

g 
cy

cl
es

.
7.

9.
1 

Te
m

pe
ra

tu
re

s 
no

t o
nl

y 
20

 �C
� 

1 
�C

 a
nd

 2
0 
�C

� 
2 
�C

 b
ut

 a
ls

o
23

�
1�

 a
nd

 2
3�

2�
 s

ho
ul

d 
be

 in
clu

de
d.

  

( R
ea

so
n)

  
Ja

pa
ne

se
 In

du
st

ria
l S

ta
nd

ar
ds

 s
pe

cif
y 

23
�

 a
s 

th
e 

te
m

pe
ra

tu
re

 o
f p

re
ss

ur
e 

eq
ui

pm
en

t a
nd

 e
le

ct
ric

al
 e

qu
ip

m
en

t i
n 

no
rm

al
 

co
nd

itio
ns

. 
 

Fi
gu

re
s 

of
 th

e 
m

ax
im

um
 p

er
m

iss
ib

le
 in

tri
ns

ic 
de

via
tio

n 
sh

ou
ld

 b
e 

"th
e 

pr
ef

er
re

d 
nu

m
be

r s
er

ie
s 

or
 o

ne
-, 

tw
o-

 a
nd

 fi
ve

-fo
ld

 
nu

m
be

rs
 o

f t
he

m
". 

 

(R
ea

so
n)

 
In

 o
rd

er
 to

 b
e 

co
ns

is
te

nt
 w

ith
 4

.1
.1

. 

Th
e 

am
bi

en
t r

el
at

ive
 h

um
id

ity
 s

ho
ul

d 
be

 8
0 

%
 in

st
ea

d 
of

 7
5 

%
, a

nd
 "(

pr
ef

er
ab

ly
 6

5 
%

 �
 5

 %
)" 

sh
ou

ld
 b

e 
de

le
te

d.
  

(R
ea

so
n)

  
Ja

pa
ne

se
 In

du
st

ria
l S

ta
nd

ar
ds

 s
pe

cif
y 

80
 %

 a
s 

th
e 

up
pe

r l
im

it 
of

 th
e 

re
la

tiv
e 

hu
m

id
ity

. "
(p

re
fe

ra
bl

y 
65

 %
 �

 5
 %

)" 
sh

ou
ld

 b
e 

de
le

te
d 

be
ca

us
e 

th
ey

 d
o 

no
t e

xc
ee

d 
80

 %
.

7.
9.

2 
"2

5%
 o

f l
im

it 
of

 p
er

m
iss

ib
le

 in
tri

ns
ic

 d
ev

ia
tio

n"
 s

ho
ul

d 
be

 re
pl

ac
ed

 b
y 

"o
ne

-th
ird

 (1
/3

) o
f l

im
it 

of
 p

er
m

iss
ib

le
 in

tri
ns

ic
 

de
via

tio
n.

" 

(R
ea

so
n)

 
Th

is
 c

on
di

tio
n 

is
 to

o 
st

ric
t.

－103－



7.
10

.4
 a

 7
) 

"(4
00

 A
/m

, 5
0 

H
z 

or
 8

0 
A/

m
 o

f c
on

st
an

t m
ag

ne
tic

 fi
el

d)
" s

ho
ul

d 
be

 re
pl

ac
ed

 b
y 

"(o
ne

 to
 th

re
e 

se
co

nd
s 

fo
r 4

00
 A

/m
, 5

0 
H

z,
 

an
d 

co
ns

ta
nt

 m
ag

ne
t f

ie
ld

 fo
r 8

0 
A/

m
)".

  

(R
ea

so
n)

 
M

ag
ne

tic
 fi

el
d 

ap
pl

ic
at

io
n 

tim
e 

fo
r 4

00
 A

/m
, 5

0 
H

z 
is

 c
on

sis
te

nt
 w

ith
 1

2.
3 

of
 O

IM
L 

D
11

: 2
00

4.
7.

10
.4

 b
 

C
al

cu
la

tin
g 

m
et

ho
d 

fo
r t

he
 a

dd
itio

na
l a

cc
ur

ac
y 

pa
ra

m
et

er
s 

sh
ou

ld
 b

e 
fo

rm
ul

at
ed

. 
 

(R
ea

so
n)

 
Fo

r t
he

 c
la

rif
ic

at
io

n 
of

 th
e 

m
et

ho
d 

to
 o

bt
ai

n 
th

e 
pa

ra
m

et
er

.
7.

10
.4

 f 
"6

.1
.1

" s
ho

ul
d 

be
 re

pl
ac

ed
 b

y 
"5

.1
.1

". 

(R
ea

so
n)

 
In

 o
rd

er
 to

 c
or

re
ct

 th
e 

er
ro

r i
n 

w
rit

in
g.

7.
10

.4
 g

 2
) 

"..
.d

oe
s 

no
t e

xc
ee

d 
20

 %
 o

f t
he

 te
st

ed
 tr

an
sm

itt
er

 in
tri

ns
ic

 d
ev

ia
tio

n"
 s

ho
ul

d 
be

 re
pl

ac
ed

 b
y 

"..
.d

oe
s 

no
t e

xc
ee

d 
on

e-
th

ird
 

(1
/3

) o
f t

he
 te

st
ed

 tr
an

sm
itt

er
 in

tri
ns

ic
 d

ev
ia

tio
n"

. 
 

(R
ea

so
n)

 
Th

is
 c

on
di

tio
n 

is
 to

o 
st

ric
t .

7.
10

.4
 i 

"…
w

ith
 m

ax
im

um
 lo

ad
 re

si
st

an
ce

 2
50

 O
m

 a
nd

 1
00

0 
O

m
" s

ho
ul

d 
be

 re
pl

ac
ed

 b
y 

 "
…

w
ith

 m
ax

im
um

 lo
ad

 re
si

st
an

ce
 2

50
 

�
 a

nd
 1

00
0 
�

".

( R
ea

so
n)

 
In

 o
rd

er
 to

 c
or

re
ct

 th
e 

er
ro

r i
n 

w
rit

in
g.

7.
10

.1
0.

1 
3)

 
"is

su
e 

a 
pa

tte
rn

 a
pp

ro
va

l c
er

tif
ica

te
 c

on
ta

in
in

g 
th

e 
fo

llo
w

in
g 

in
fo

rm
at

io
n"

 s
ho

ul
d 

be
 re

pl
ac

ed
 b

y 
" i

ss
ue

 a
 p

at
te

rn
 a

pp
ro

va
l 

ce
rti

fic
at

e 
co

nt
ai

ni
ng

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
in

fo
rm

at
io

n 
se

le
ct

io
n 

of
 w

hi
ch

 is
 le

ft 
to

 th
e 

de
ci

si
on

 o
f e

ac
h 

co
un

try
".

(R
ea

so
n)

 
Ite

m
s 

to
 b

e 
in

clu
de

d 
in

 a
 p

at
te

rn
 a

pp
ro

va
l c

er
tif

ic
at

e 
ca

n 
va

ry
 d

ep
en

di
ng

 o
n 

ea
ch

 c
ou

nt
ry

's 
pa

rti
cu

la
r c

irc
um

st
an

ce
s.

－104－



8.
1

"G
ui

de
 1

70
95

" s
ho

ul
d 

be
 re

pl
ac

ed
 b

y 
"IS

O
/IE

C
 1

70
25

." 

(R
ea

so
n)

 
In

 o
rd

er
 to

 c
or

re
ct

 th
e 

er
ro

r i
n 

w
rit

in
g.

8.
4.

4 
"A

cc
or

di
ng

 to
 c

al
ib

ra
tio

n 
re

su
lts

 a
 c

al
ib

ra
tio

n 
ce

rti
fic

at
e 

an
d 

th
e 

pr
ot

oc
ol

 o
f c

al
ib

ra
tio

n 
ar

e 
iss

ue
d"

 s
ho

ul
d 

be
 re

pl
ac

ed
 b

y 
"A

cc
or

di
ng

 to
 c

al
ib

ra
tio

n 
re

su
lts

, a
 c

al
ib

ra
tio

n 
ce

rti
fic

at
e 

is 
iss

ue
d 

an
d 

th
e 

pr
ot

oc
ol

 o
f c

al
ib

ra
tio

n 
is 

iss
ue

d 
as

 n
ec

es
sa

ry
".

(R
ea

so
n)

 
Th

e 
is

su
an

ce
 o

f t
he

 p
ro

to
co

l o
f c

al
ib

ra
tio

n 
m

ay
 n

ot
 b

e 
es

se
nt

ia
lly

 re
qu

ire
d.

8.
5

"T
he

 c
on

ne
ct

io
n 

di
ag

ra
m

 is
 p

re
se

nt
ed

 in
 A

nn
ex

 B
" s

ho
ul

d 
be

 re
pl

ac
ed

 b
y 

"A
n 

ex
am

pl
e 

of
 th

e 
co

nn
ec

tio
n 

di
ag

ra
m

 is
 

pr
es

en
te

d 
in

 A
nn

ex
 B

". 

(R
ea

so
n)

 
Th

e 
co

nn
ec

tio
n 

di
ag

ra
m

 p
re

se
nt

ed
 in

 A
nn

ex
 B

 is
 a

n 
ex

am
pl

e 
of

 th
e 

on
e 

fo
r 2

-w
ire

 s
ys

te
m

. T
he

 c
on

ne
ct

io
n 

di
ag

ra
m

 fo
r 

4-
w

ire
 s

ys
te

m
 is

 d
iff

er
en

t.
9.

7.
3 

"T
he

 v
er

ific
at

io
n 

C
er

tif
ic

at
e 

fo
r t

he
 tr

an
sm

itt
er

 s
ha

ll, 
ac

co
rd

in
g 

to
 N

at
io

na
l R

eg
ul

at
io

ns
, i

nc
lu

de
 th

e 
fo

llo
w

in
g"

 s
ho

ul
d 

be
 

re
pl

ac
ed

 b
y 

"T
he

 v
er

ific
at

io
n 

C
er

tif
ic

at
e 

fo
r t

he
 tr

an
sm

itt
er

 s
ha

ll, 
ac

co
rd

in
g 

to
 N

at
io

na
l R

eg
ul

at
io

ns
, i

nc
lu

de
 th

e 
fo

llo
w

in
g.

 
H

ow
ev

er
, s

el
ec

tio
n 

of
 th

e 
ite

m
s 

to
 b

e 
in

cl
ud

ed
 in

 th
e 

Ve
rif

ica
tio

n 
C

er
tif

ic
at

e 
ar

e 
le

ft 
to

 th
e 

de
ci

si
on

 o
f e

ac
h 

co
un

try
". 

 

(R
ea

so
n)

 
Ite

m
s 

to
 b

e 
in

clu
de

d 
in

 a
 p

at
te

rn
 a

pp
ro

va
l c

er
tif

ic
at

e 
ca

n 
va

ry
 d

ep
en

di
ng

 o
n 

ea
ch

 c
ou

nt
ry

's 
pa

rti
cu

la
r c

irc
um

st
an

ce
s.

9.
8

"T
he

 c
on

ne
ct

io
n 

di
ag

ra
m

 is
 p

re
se

nt
ed

 in
 A

nn
ex

 B
" s

ho
ul

d 
be

 re
pl

ac
ed

 b
y 

"A
n 

ex
am

pl
e 

of
 th

e 
co

nn
ec

tio
n 

di
ag

ra
m

 is
 

pr
es

en
te

d 
in

 A
nn

ex
 B

". 

(R
ea

so
n)

 
Th

e 
co

nn
ec

tio
n 

di
ag

ra
m

 p
re

se
nt

ed
 in

 A
nn

ex
 B

 is
 a

n 
ex

am
pl

e 
of

 th
e 

on
e 

fo
r 2

-w
ire

 s
ys

te
m

. T
he

 c
on

ne
ct

io
n 

di
ag

ra
m

 fo
r 

4-
w

ire
 s

ys
te

m
 is

 d
iff

er
en

t.

－105－



D
oc

um
en

t f
or

 c
om

m
en

ts
 o

n 
C

om
m

itt
ee

 D
ra

ft
   

<T
em

pl
at

e>
O

IM
L

 T
C

 8
/S

C
 7

/0
24

/C
C

/<
co

un
try

 c
od

e>
TC

8 
/ S

C
7 

C
om

m
en

ts
 o

n:
O

IM
L

 T
C

 8
/S

C
 7

/0
23

/2
C

D
C

om
m

itt
ee

 D
ra

ft:
  

 
 

O
IM

L 
2C

D
 R

13
7-

1 
an

d 
-2

   
 

Ti
tle

:
G

as
 m

et
er

s 
Pr

oj
ec

t:
p3

 ; 
de

ve
lo

pm
en

t o
f  

R
 1

37
-2

 G
as

 m
et

er
s -

 P
ar

t 2
: T

es
t m

et
ho

ds
 

C
D

 d
at

e:
14

 S
ep

te
m

be
r 2

00
9

C
irc

ul
at

io
n 

da
te

:
14

 S
ep

te
m

be
r 2

00
9 

C
lo

si
ng

 d
at

e 
fo

r 
co

m
m

en
ts

:  
15

 D
ec

em
be

r 
20

10

Se
cr

et
ar

ia
t: 

N
L

  M
r. 

G
eo

rg
e 

Te
un

is
se

 
Pl

ea
se

in
cl

ud
e 

yo
ur

 c
om

m
en

ts
 in

 th
is

 te
m

pl
at

e 
fo

r c
om

m
en

ts
 a

nd
 se

nd
 it

 in
 w

or
d 

fo
rm

at
 a

s s
oo

n 
as

 p
os

si
bl

e
an

d
�

 n
ot

 la
te

r 
th

an
 th

e 
cl

os
in

g 
da

te
 �

pr
ef

er
ab

ly
 b

y 
e-

m
ai

l t
o 

th
e 

se
cr

et
ar

ia
t(

se
e 

ab
ov

e 
ad

dr
es

s)

C
om

m
en

ts
 fr

om
 J

ap
an

 to
 R

13
7-

1&
2 

2C
D

 a
s o

f 1
6 

D
ec

em
be

r,
 2

01
0 

C
ou

n-
tr

y
C

od
e

C
la

us
e/

pa
ra

gr
ap

h/
ta

bl
e

ge
n.

/
ed

it.
/

te
ch

n.

C
O

M
M

E
N

T
S

PR
O

PO
SE

D
 C

H
A

N
G

E
 

O
B

SE
R

V
A

T
IO

N
S 

O
F 

T
H

E
 S

E
C

R
E

T
A

R
IA

T
on

 e
ac

h 
co

m
m

en
t 

su
bm

itt
ed

 

JP
 

2.
 S

co
pe

 
G

en
er

al
 

W
e 

th
in

k 
th

at
 g

as
 m

et
er

s w
hi

ch
 m

ea
su

re
 

w
ith

un
it 

of
 e

ne
rg

y 
m

ay
 b

e 
de

ve
lo

pe
d 

in
 

th
e 

fu
tu

re
.

C
ha

ng
e 

th
e 

la
st

 se
nt

en
ce

 o
f t

he
 fi

rs
t p

ar
ag

ra
ph

 to
 

"T
he

 q
ua

nt
ity

 o
f g

as
 c

an
 b

e 
ex

pr
es

se
d 

in
 u

ni
ts

 o
f 

vo
lu

m
e,

 m
as

s o
r e

ne
rg

y.
"

JP
3.

2.
1

Q
ua

nt
ity

 o
f 

ga
s

Ed
ito

ria
l

B
ec

au
se

 w
e 

ad
de

d 
ga

s m
et

er
s w

hi
ch

 
m

ea
su

re
 w

ith
 e

ne
rg

y 
in

to
 "2

. S
co

pe
".

 A
ls

o 
w

e 
re

co
m

m
en

d 
re

vi
si

ng
 u

nc
le

ar
 

ex
pr

es
si

on
s i

n 
th

is
 se

nt
en

ce
. 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

re
vi

si
ng

 th
e 

fir
st

 se
nt

en
ce

 to
 "

to
ta

l 
qu

an
tit

y 
of

 g
as

 o
bt

ai
ne

d 
by

 in
te

gr
at

in
g 

th
e 

flo
w

 
pa

ss
ed

 th
ro

ug
h 

th
e 

ga
s m

et
er

 o
ve

r t
im

e,
 w

hi
ch

 is
ex

pr
es

se
d 

as
 v

ol
um

e 
V,

 m
as

s m
 o

r e
ne

rg
y 

J,
d i

sr
eg

ar
di

ng
 th

e 
tim

e 
ta

ke
n.

"

JP
5.

10
D

ur
ab

ili
ty

 
Te

ch
ni

ca
l

B
as

ic
al

ly
, M

PE
 is

 sp
ec

ifi
ed

 d
iff

er
en

tly
 

de
pe

nd
s o

n 
th

e 
cl

as
se

s o
f g

as
 m

et
er

s. 
So

, 
th

er
e 

is
 n

o 
ne

ed
 fo

r a
ls

o 
ch

an
gi

ng
 

co
ef

fic
ie

nt
 o

f m
ax

im
um

 fa
ul

t a
t a

 
du

ra
bi

lit
y 

te
st

. T
hi

s c
oe

ff
ic

ie
nt

 sh
ou

ld
 b

e 
co

ns
ta

nt
 (1

.0
) r

eg
ar

dl
es

s c
la

ss
es

 to
 m

ak
e 

th
e 

re
qu

ire
m

en
t s

im
pl

e.
  

W
e 

re
co

m
m

en
d 

re
vi

si
ng

 th
e 

re
qu

ire
m

en
t f

or
 th

e 
"f

au
lt"

 a
s "

fo
r f

lo
w

ra
te

s f
ro

m
 Q

t u
p 

to
 Q

m
ax

 a
 fa

ul
t 

of
 le

ss
 th

an
 o

r e
qu

al
 to

 1
.0

 ti
m

es
 o

f t
he

 m
ax

im
um

 
pe

rm
is

si
bl

e 
er

ro
r f

or
 a

ll 
cl

as
se

s."

JP
5.

13
.7

 
El

ec
tro

ni
cs

Te
ch

ni
ca

l
A

 te
st

 w
ith

 fl
ow

in
g 

ga
s i

s u
su

al
ly

 d
iff

ic
ul

t 
fo

r m
os

t o
f t

he
 it

em
s i

n 
Ta

bl
e 

4.
 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

ad
di

ng
 a

 se
nt

en
ce

 "A
ll 

te
st

s o
f T

ab
le

 
4 

m
ay

 b
e 

co
nd

uc
te

d 
w

ith
ou

t f
lo

w
 o

r w
ith

 a
 

si
m

ul
at

ed
 e

xt
er

na
l i

np
ut

 si
gn

al
" 

at
 th

e 
en

d 
of

 5
.1

3.
7.

－106－

別
　

紙
　
13



C
om

m
en

ts
 fr

om
 J

ap
an

 to
 R

13
7-

1&
2 

2C
D

 a
s o

f 1
6 

D
ec

em
be

r,
 2

01
0 

C
ou

n-
tr

y
C

od
e

C
la

us
e/

pa
ra

gr
ap

h/
ta

bl
e

ge
n.

/
ed

it.
/

te
ch

n.

C
O

M
M

E
N

T
S

PR
O

PO
SE

D
 C

H
A

N
G

E
 

O
B

SE
R

V
A

T
IO

N
S 

O
F 

T
H

E
 S

E
C

R
E

T
A

R
IA

T
on

 e
ac

h 
co

m
m

en
t 

su
bm

itt
ed

 

JP
9.

1.
1

G
en

er
al

pr
ov

is
io

n
Te

ch
ni

ca
l

Pr
ot

ec
tio

n 
of

 "m
em

or
iz

ed
 q

ua
nt

iti
es

 o
f g

as
 

m
ea

su
re

d"
 is

 a
ch

ie
ve

d 
su

cc
es

sf
ul

ly
 w

ith
 a

n 
el

ec
tro

ni
c 

se
al

in
g 

de
vi

ce
. W

e 
th

in
k 

a 
ha

rd
w

ar
e 

se
al

 m
ay

 n
ot

 b
e 

ne
ce

ss
ar

y 
fo

r 
al

l c
as

es
. 

W
e 

pr
op

os
e 

to
 d

el
et

e 
th

e 
se

nt
en

ce
 "

In
 a

ny
 c

as
e,

 
m

em
or

iz
ed

 q
ua

nt
iti

es
 o

f g
as

 m
ea

su
re

d 
(v

ol
um

e 
or

) 
sh

al
l b

e 
pr

ot
ec

te
d 

by
 m

ea
ns

 o
f a

 h
ar

dw
ar

e 
se

al
."

JP

A
nn

ex
 I 

Th
e 

pa
ra

gr
ap

h 
be

lo
w

 th
e 

tit
le

 
"A

nn
ex

 I"
 

Ed
ito

ria
l

B
ec

au
se

 D
 3

1 
is

 a
 g

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

t f
or

 
so

ftw
ar

e,
 th

er
e 

ar
e 

no
 p

ra
ct

ic
al

 d
es

cr
ip

tio
ns

 
in

 th
is

 d
oc

um
en

t a
bo

ut
 th

e 
se

ve
ri

ty
 le

ve
ls

 
(I

) a
nd

 (I
I)

 a
pp

lic
ab

le
 fo

r 
ga

s m
et

er
s.

Fi
rs

tly
, i

n 
re

ga
rd

 to
 th

e 
se

nt
en

ce
 "

Fo
r t

he
 fo

llo
w

in
g 

re
qu

ir
em

en
ts

, s
ev

er
ity

 le
ve

l (
I)

 o
f O

IM
L 

D
 3

1:
20

08
 

is
 a

pp
lie

d 
ex

ce
pt

 fo
r A

.1
.1

an
d 

A.
2.

3.
3 

w
he

re
 se

ve
ri

ty
 

le
ve

l (
II

) i
s a

pp
lie

d.
",

 th
er

e 
is

 a
 st

ro
ng

 n
ee

d 
fo

r 
de

fin
in

g 
th

e 
se

ve
ri

ty
 le

ve
ls

 (I
) a

nd
 (I

I)
 c

le
ar

ly
 to

 b
e 

ap
pl

ie
d 

fo
r g

as
 m

et
er

s. 
 

Se
co

nd
ly

, t
he

 "
cl

au
se

sA
.1

.1
an

d 
A

.2
.3

.3
" 

re
fe

rr
ed

 in
 

th
is

 se
nt

en
ce

 a
re

 n
ot

 fo
un

d 
in

 th
is

 d
ra

ft.
 T

he
se

 
re

fe
re

nc
e 

nu
m

be
rs

 sh
ou

ld
 b

e 
co

rr
ec

te
d.

 

JP
A

nn
ex

 I 
G

en
er

al
co

m
m

en
t 

G
en

er
al

In
 A

nn
ex

 I,
 it

 is
 n

ot
 w

rit
te

n 
pr

ac
tic

al
ly

 h
ow

 
so

ftw
ar

e 
of

 g
as

 m
et

er
s i

s t
es

te
d 

fo
r s

ev
er

ity
 

le
ve

ls
 (I

) a
nd

 (I
I)

. 

W
e 

re
qu

es
t t

ha
t t

es
t p

ro
ce

du
re

s f
or

 g
as

 m
et

er
s

co
rr

es
po

nd
 to

 th
e 

se
ve

ri
ty

le
ve

ls
 (I

) a
nd

 (I
I)

 sh
ou

ld
 

be
 e

xp
la

in
ed

 p
ra

ct
ic

al
ly

 in
 th

is
 A

nn
ex

. I
f n

ot
, t

he
 

pr
oc

ed
ur

e 
sh

ou
ld

 b
e 

cl
ea

rly
 re

fe
rr

ed
 fr

om
 o

th
er

 
do

cu
m

en
ts

, s
uc

h 
as

 O
IM

L 
D

31
.  

－107－



TC
 9

 C
om

m
en

t T
em

pl
at

e 
TC

9 
C

om
m

en
ts

 o
n:

 
O

IM
L 

R
60

-1
: M

et
ro

lo
gi

ca
l R

eg
ul

at
io

n 
fo

r L
oa

d 
C

el
ls

 (R
60

-1
 2

00
0 

E)
 

TC
9 

S
ec

re
ta

ria
t: 

 U
ni

te
d 

S
ta

te
s 

of
 A

m
er

ic
a 

 
D

at
e:

 J
un

e 
29

, 2
01

0

Ja
pa

n
M

em
be

r S
ta

te
/L

ia
is

on
 O

rg
an

is
at

io
n:

 
C

on
ta

ct
 In

fo
rm

at
io

n:
D

r. 
Y

uk
in

ob
u 

M
ik

i

Pr
el

im
in

ar
y 

Q
ue

st
io

n:
P

le
as

e 
ch

oo
se

 th
e 

st
at

em
en

t w
hi

ch
 re

pr
es

en
ts

 y
ou

r p
os

iti
on

 b
y 

ch
ec

ki
ng

 th
e 

bo
x 

ne
xt

 to
 y

ou
r s

el
ec

tio
n.

 

�
O

IM
L 

R
60

 s
ho

ul
d 

no
t b

e 
re

vi
se

d 
an

d 
sh

ou
ld

 b
e 

co
nf

irm
ed

 in
 it

s 
pr

es
en

t f
or

m
 (2

00
0 

ed
iti

on
).

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

   
 

�
O

IM
L 

R
60

 s
ho

ul
d 

no
t b

e 
re

vi
se

d 
an

d 
be

 w
ith

dr
aw

n 
as

 a
n 

O
IM

L 
R

ec
om

m
en

da
tio

n.
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
   

 
�

O
IM

L 
R

60
 s

ho
ul

d 
be

 re
vi

se
d 

an
d 

re
ap

pr
ov

ed
..

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

X 
  

 

Pr
ov

id
ed

 th
at

 y
ou

r s
el

ec
tio

n 
ab

ov
e 

in
di

ca
te

s 
th

at
 O

IM
L 

R
60

 s
ho

ul
d 

be
 re

vi
se

d,
 p

le
as

e 
us

e 
th

e 
be

lo
w

 c
om

m
en

t f
or

m
 to

 re
tu

rn
 a

ll 
co

m
m

en
ts

 to
 th

e 
Se

cr
et

ar
ia

t b
y 

Ju
ne

 3
0,

 2
01

0

Pa
ge

nu
m
be
r

D
oc
um

en
t

cl
au
se

C
om

m
en
t

23
 

4.
7.

1 
Pl

ea
se

 d
el

et
e 

Ta
bl

e 
5.

 
R

ea
so

n:
 T

hi
s t

ab
le

 o
ve

rla
ps

 5
.1

.1
. 

24
 

5.
1.

1 
C

la
ss

 B
 in

 T
ab

le
 5

 
“P

LC
�

 1
.5

v�
20

 0
00

 v
 <

 m
 �

 1
00

 0
0v

” 
is

 su
pp

os
ed

 to
 b

e 
“2

0 
00

0 
v 

< 
m

 �
 1

00
 0

00
v.

” 
R

ea
so

n:
 T

hi
s s

ee
m

s t
o 

be
 a

n 
er

ro
r i

n 
w

rit
in

g.
 

25
 

5.
2.

2 
C

ou
ld

 y
ou

 p
le

as
e 

ex
pl

ai
n 

th
e 

re
as

on
 fo

r u
si

ng
 th

e 
tw

o 
po

in
ts

, t
he

 m
in

im
um

 lo
ad

 o
ut

pu
t a

nd
 th

e 
ou

tp
ut

 fo
r a

 lo
ad

 o
f 

75
%

, f
or

 re
fe

re
nc

e?
  W

e 
th

in
k 

it 
is

 a
ls

o 
po

ss
ib

le
 to

 d
ef

in
e 

by
 th

e 
st

ra
ig

ht
 li

ne
 b

et
w

ee
n 

D
m

in
 a

nd
 D

m
ax

. 
25

 
5.

2.
3 

Fo
r 

cl
as

s 
A

 a
nd

 B
, w

e 
w

on
de

r 
if 

th
e 

lo
ad

 w
ou

ld
 b

e 
st

ab
le

 w
ith

in
 t

he
 t

im
e 

sp
ec

ifi
ed

 i
n 

Ta
bl

e 
6.

  
A

lth
ou

gh
 t

he
 

co
ns

ta
nt

 s
ta

bi
liz

at
io

n 
tim

e 
is

 in
di

ca
te

d 
in

 T
ab

le
 6

 re
ga

rd
le

ss
 th

e 
cl

as
s, 

it 
w

ou
ld

 b
e 

di
ff

ic
ul

t t
o 

be
 s

ta
bi

liz
ed

 in
 th

e 
ca

se
s 

of
 C

la
ss

 A
 a

nd
 B

 w
ith

 a
 la

rg
e 

nu
m

be
r 

of
 in

te
rv

al
s. 

 I
sn

’t 
it 

ne
ce

ss
ar

y 
to

 s
et

 u
p 

th
e 

tim
e 

de
pe

nd
in

g 
on

 th
e 

cl
as

s?
 

25
 

5.
5.

1.
3 

 “
15

 °C
 fo

r l
oa

d 
ce

lls
 o

f c
la

ss
 B

, C
 a

nd
 D

.”
 is

 su
pp

os
ed

 to
 b

e 
“5

 °C
 fo

r l
oa

d…
.”

 
R

ea
so

n:
 T

hi
s s

ee
m

s t
o 

be
 a

n 
er

ro
r i

n 
w

rit
in

g.
 

－108－

別
　

紙
　
14



TC
 9

 C
om

m
en

t T
em

pl
at

e 
TC

9 
C

om
m

en
ts

 o
n:

 
O

IM
L 

R
60

-1
: M

et
ro

lo
gi

ca
l R

eg
ul

at
io

n 
fo

r L
oa

d 
C

el
ls

 (R
60

-1
 2

00
0 

E)
 

TC
9 

S
ec

re
ta

ria
t: 

 U
ni

te
d 

S
ta

te
s 

of
 A

m
er

ic
a 

 
D

at
e:

 J
un

e 
29

, 2
01

0

Ja
pa

n
M

em
be

r S
ta

te
/L

ia
is

on
 O

rg
an

is
at

io
n:

 
C

on
ta

ct
 In

fo
rm

at
io

n:
D

r. 
Y

uk
in

ob
u 

M
ik

i

Pr
el

im
in

ar
y 

Q
ue

st
io

n:
P

le
as

e 
ch

oo
se

 th
e 

st
at

em
en

t w
hi

ch
 re

pr
es

en
ts

 y
ou

r p
os

iti
on

 b
y 

ch
ec

ki
ng

 th
e 

bo
x 

ne
xt

 to
 y

ou
r s

el
ec

tio
n.

 

�
O

IM
L 

R
60

 s
ho

ul
d 

no
t b

e 
re

vi
se

d 
an

d 
sh

ou
ld

 b
e 

co
nf

irm
ed

 in
 it

s 
pr

es
en

t f
or

m
 (2

00
0 

ed
iti

on
).

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

   
 

�
O

IM
L 

R
60

 s
ho

ul
d 

no
t b

e 
re

vi
se

d 
an

d 
be

 w
ith

dr
aw

n 
as

 a
n 

O
IM

L 
R

ec
om

m
en

da
tio

n.
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
   

 
�

O
IM

L 
R

60
 s

ho
ul

d 
be

 re
vi

se
d 

an
d 

re
ap

pr
ov

ed
..

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

X 
  

 

Pr
ov

id
ed

 th
at

 y
ou

r s
el

ec
tio

n 
ab

ov
e 

in
di

ca
te

s 
th

at
 O

IM
L 

R
60

 s
ho

ul
d 

be
 re

vi
se

d,
 p

le
as

e 
us

e 
th

e 
be

lo
w

 c
om

m
en

t f
or

m
 to

 re
tu

rn
 a

ll 
co

m
m

en
ts

 to
 th

e 
Se

cr
et

ar
ia

t b
y 

Ju
ne

 3
0,

 2
01

0

Pa
ge

nu
m
be
r

D
oc
um

en
t

cl
au
se

C
om

m
en
t

23
 

4.
7.

1 
Pl

ea
se

 d
el

et
e 

Ta
bl

e 
5.

 
R

ea
so

n:
 T

hi
s t

ab
le

 o
ve

rla
ps

 5
.1

.1
. 

24
 

5.
1.

1 
C

la
ss

 B
 in

 T
ab

le
 5

 
“P

LC
�

 1
.5

v�
20

 0
00

 v
 <

 m
 �

 1
00

 0
0v

” 
is

 su
pp

os
ed

 to
 b

e 
“2

0 
00

0 
v 

< 
m

 �
 1

00
 0

00
v.

” 
R

ea
so

n:
 T

hi
s s

ee
m

s t
o 

be
 a

n 
er

ro
r i

n 
w

rit
in

g.
 

25
 

5.
2.

2 
C

ou
ld

 y
ou

 p
le

as
e 

ex
pl

ai
n 

th
e 

re
as

on
 fo

r u
si

ng
 th

e 
tw

o 
po

in
ts

, t
he

 m
in

im
um

 lo
ad

 o
ut

pu
t a

nd
 th

e 
ou

tp
ut

 fo
r a

 lo
ad

 o
f 

75
%

, f
or

 re
fe

re
nc

e?
  W

e 
th

in
k 

it 
is

 a
ls

o 
po

ss
ib

le
 to

 d
ef

in
e 

by
 th

e 
st

ra
ig

ht
 li

ne
 b

et
w

ee
n 

D
m

in
 a

nd
 D

m
ax

. 
25

 
5.

2.
3 

Fo
r 

cl
as

s 
A

 a
nd

 B
, w

e 
w

on
de

r 
if 

th
e 

lo
ad

 w
ou

ld
 b

e 
st

ab
le

 w
ith

in
 t

he
 t

im
e 

sp
ec

ifi
ed

 i
n 

Ta
bl

e 
6.

  
A

lth
ou

gh
 t

he
 

co
ns

ta
nt

 s
ta

bi
liz

at
io

n 
tim

e 
is

 in
di

ca
te

d 
in

 T
ab

le
 6

 re
ga

rd
le

ss
 th

e 
cl

as
s, 

it 
w

ou
ld

 b
e 

di
ff

ic
ul

t t
o 

be
 s

ta
bi

liz
ed

 in
 th

e 
ca

se
s 

of
 C

la
ss

 A
 a

nd
 B

 w
ith

 a
 la

rg
e 

nu
m

be
r 

of
 in

te
rv

al
s. 

 I
sn

’t 
it 

ne
ce

ss
ar

y 
to

 s
et

 u
p 

th
e 

tim
e 

de
pe

nd
in

g 
on

 th
e 

cl
as

s?
 

25
 

5.
5.

1.
3 

 “
15

 °C
 fo

r l
oa

d 
ce

lls
 o

f c
la

ss
 B

, C
 a

nd
 D

.”
 is

 su
pp

os
ed

 to
 b

e 
“5

 °C
 fo

r l
oa

d…
.”

 
R

ea
so

n:
 T

hi
s s

ee
m

s t
o 

be
 a

n 
er

ro
r i

n 
w

rit
in

g.
 

Pr
op

os
al

s a
nd

 p
oi

nt
s o

f d
is

cu
ss

io
n 

fo
r t

he
 2

nd
 R

ev
is

io
n 

of
 R

60
 (P

ro
po

se
d 

by
 P

TB
) 

 
1.

 d
)  

It 
se

em
s t

he
re

 is
 n

o 
ne

ed
 to

 a
dd

 th
is

 se
ct

io
n.

  
R

ea
so

n:
 E

cc
en

tri
c 

lo
ad

 v
ar

ie
s 

de
pe

nd
in

g 
on

 th
e 

at
ta

ch
in

g 
co

nd
iti

on
s 

(i.
e.

, a
 to

rq
ue

, a
 b

ra
ck

et
, a

nd
 th

e 
rig

id
ity

 o
f a

 
pl

at
fo

rm
). 

 T
he

 e
ff

ec
t o

f e
cc

en
tri

c 
lo

ad
in

g 
sh

al
l b

e 
as

su
re

d 
as

 a
 w

ho
le

 w
ei

gh
in

g 
in

st
ru

m
en

t. 
 

1.
 g

)  
It 

se
em

s t
he

re
 is

 n
o 

ne
ed

 to
 a

dd
 th

is
 se

ct
io

n.
  

R
ea

so
n:

 A
s 

w
rit

te
n 

in
 5

.1
.1

, t
he

 M
PE

 in
cl

ud
es

 h
ys

te
re

si
s 

er
ro

r. 
W

e 
as

su
m

e 
th

er
e 

is
 n

o 
ne

ed
 to

 s
ep

ar
at

el
y 

de
fin

e 
a 

hy
st

er
es

is
 e

rr
or

.  
W

ou
ld

 y
ou

 p
le

as
e 

ex
pl

ai
n 

te
ch

ni
ca

l r
ea

so
ns

 to
 sp

ec
ify

 th
e 

hy
st

er
es

is
 e

rr
or

 se
pa

ra
te

ly
? 

 
1.

 h
)  

Ja
pa

n 
ag

re
es

 w
ith

 P
TB

’s
 p

ro
po

sa
l. 

 
2.

 d
)  

C
on

du
ct

in
g 

te
st

s 
co

ul
d 

be
 d

iff
ic

ul
t d

ep
en

di
ng

 o
n 

th
e 

co
m

bi
na

tio
n 

of
 w

ei
gh

ts
 w

he
n 

th
er

e 
ar

e 
m

an
y 

m
ea

su
re

m
en

t 
po

in
ts

, a
lth

ou
gh

 w
e 

ca
nn

ot
 m

ak
e 

a 
ju

dg
em

en
t 

as
 w

e 
do

 n
ot

 k
no

w
 t

he
 p

ra
ct

ic
al

 t
es

t 
pr

oc
ed

ur
es

 a
nd

 e
va

lu
at

io
n 

cr
ite

rio
n.

 
3.

  
It 

se
em

s t
he

re
 is

 n
o 

ne
ed

 to
 a

dd
 th

is
 se

ct
io

n.
 

R
ea

so
n:

 If
 lo

ad
 tr

an
sm

is
si

on
 d

ev
ic

es
 a

re
 sp

ec
ifi

ed
 in

 d
et

ai
l, 

R
60

 w
ill

 o
nl

y 
ap

pl
y 

to
 th

os
e 

de
vi

ce
s a

nd
 w

ill
 n

ot
 a

pp
ly

 
to

 o
th

er
s. 

 
4.

 a
)  

Ja
pa

n 
ag

re
es

 w
ith

 P
TB

’s
 p

ro
po

sa
l. 

 
4.

 c
)  

Ja
pa

n 
ag

re
es

 to
 d

ef
in

e 
th

e 
cr

ite
rio

n.
  W

e 
co

ns
id

er
 th

e 
cr

ite
rio

n 
ne

ed
s 

to
 b

e 
in

 d
et

ai
l, 

su
ch

 a
s 

di
ff

er
en

ce
s 

of
 c

la
ss

es
,

as
se

ss
m

en
t o

f o
ut

pu
t s

ta
bi

liz
at

io
n 

an
d 

cr
ite

ria
 fo

r j
ud

ge
m

en
t, 

an
d 

so
 fo

rth
. 

 
5.

 a
) 

Ja
pa

n 
ag

re
es

 w
ith

 d
ef

in
in

g 
a 

lo
ad

 c
el

l 
fa

m
ily

. 
 H

ow
ev

er
, 

w
e 

co
ns

id
er

 t
he

 d
ef

in
iti

on
 a

nd
 i

nt
er

pr
et

at
io

n 
of

 t
he

 
re

qu
ire

m
en

t “
sa

m
e 

sh
ap

e”
 n

ee
d 

to
 b

e 
de

lib
er

at
e.

  
 

5.
 b

) 
It 

se
em

s t
he

re
 is

 n
o 

ne
ed

 to
 a

dd
 th

is
 se

ct
io

n.
 

R
ea

so
n:

 W
e 

co
ns

id
er

 L
C

s 
ar

e 
ro

bu
st

 e
no

ug
h 

w
he

n 
m

an
uf

ac
tu

re
d 

by
 c

on
fo

rm
in

g 
to

 r
eq

ui
re

m
en

ts
 o

f 
th

e 
O

IM
L 

In
te

rn
at

io
na

l R
ec

om
m

en
da

tio
n.

 
 

5.
 c

) 
Ja

pa
n 

ag
re

es
 w

ith
 P

TB
’s

 p
ro

po
sa

l. 

－109－



TC
 9

 C
om

m
en

t T
em

pl
at

e 
TC

9 
C

om
m

en
ts

 o
n:

 
O

IM
L 

R
60

 1
W

D
: M

et
ro

lo
gi

ca
l R

eg
ul

at
io

n 
fo

r L
oa

d 
C

el
ls

 (R
60

 1
W

D
, P

ar
ts

 1
&

2)
 

TC
9 

S
ec

re
ta

ria
t: 

 U
ni

te
d 

S
ta

te
s 

of
 A

m
er

ic
a 

 
D

at
e:

 M
ar

ch
 2

2,
 2

01
1 

Ja
pa

n
M

em
be

r S
ta

te
/L

ia
is

on
 O

rg
an

is
at

io
n:

 
C

on
ta

ct
 In

fo
rm

at
io

n:

Pl
ea

se
 u

se
 th

e 
be

lo
w

 c
om

m
en

t f
or

m
 to

 re
tu

rn
 a

ll 
co

m
m

en
ts

 to
 th

e 
Se

cr
et

ar
ia

t b
y 

M
ar

ch
 3

1,
 2

01
1

Pa
ge

nu
m

be
r

D
oc

um
en

t
cl

au
se

C
om

m
en

t

�
�

 G
en

er
al

 

O
IM

L
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
20

00
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
O

IM
L

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

W
e 

af
ra

id
 th

at
 th

e 
re

qu
ire

m
en

t o
f c

on
fo

rm
ity

 to
 th

e 
un

ifo
rm

 O
IM

L 
te

m
pl

at
e 

m
ay

 c
au

se
 a

n 
in

co
nv

en
ie

nc
e 

to
 th

e 
us

er
s 

of
 r

ec
om

m
en

da
tio

n 
du

e 
to

 a
 d

iff
er

en
ce

 in
 s

tru
ct

ur
e 

fro
m

 t
ha

t 
of

 R
60

 (
20

00
). 

W
e 

w
ou

ld
 li

ke
 t

o 
kn

ow
 t

he
 

im
po

rta
nc

e 
or

 p
rio

rit
y 

of
 t

he
 t

em
pl

at
e 

in
 t

he
 p

ro
ce

ss
 r

ev
is

in
g 

O
IM

L 
re

co
m

m
en

da
tio

ns
. 

If 
it 

ca
us

es
 a

 s
ig

ni
fic

an
t 

co
nf

us
io

n 
ev

en
 p

ar
tly

, i
t m

ig
ht

 b
e 

be
tte

r t
o 

ke
ep

 th
e 

or
ig

in
al

 s
tru

ct
ur

e.
 

12
 

3.
7.

15
.1

 

�
�

�
�

�
�

3.
7

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

3.
7.

16
�

�
�

�
�

�
�

�
Th

is
 c

la
us

e 
sh

al
l b

e 
at

 th
e 

sa
m

e 
le

ve
l w

ith
 th

e 
ot

he
r t

er
m

s 
in

 "
3.

7 
M

ea
su

re
m

en
t a

nd
 e

rr
or

 te
rm

s"
. T

he
re

fo
re

, t
he

 
cl

au
se

 n
um

be
r s

ha
ll 

be
 c

ha
ng

ed
 to

 3
.7

.1
6.

 

12
 

3.
7.

15
.2

 

�
�

�
�

�
�

3.
7

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

3.
7.

17
�

�
�

�
�

�
�

�
Th

is
 c

la
us

e 
sh

al
l b

e 
at

 th
e 

sa
m

e 
le

ve
l w

ith
 th

e 
ot

he
r t

er
m

s 
in

 "
3.

7 
M

ea
su

re
m

en
t a

nd
 e

rr
or

 te
rm

s"
. T

he
re

fo
re

, t
he

 
cl

au
se

 n
um

be
r s

ha
ll 

be
 c

ha
ng

ed
 to

 3
.7

.1
7.

 

－110－

別
　

紙
　
15



Pa
ge

nu
m
be

r
D
oc

um
en

t
cl
au

se
C
om

m
en

t

16
 

6.
3 

6.
3
�

6.
4
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

cl
as

s 
A�

D
�
�
�
�

6.
4
�
�
�

�
�

M
P

E
�
�

�
�

6.
3

�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
W

e 
co

ns
id

er
 th

e 
or

de
r b

et
w

ee
n 

6.
3 

(M
ax

im
um

 p
er

m
is

si
bl

e 
lo

ad
 c

el
l e

rr
or

s)
 a

nd
 6

.4
 (M

ax
im

um
 n

um
be

r o
f l

oa
d 

ce
ll 

ve
rif

ic
at

io
n 

in
te

rv
al

s)
 s

ha
ll 

be
 re

ve
rs

ed
. I

t i
s 

be
ca

us
e 

w
e 

co
ns

id
er

 th
e 

cl
as

se
s 

A
-D

 (T
ab

le
 2

 in
 6

.4
) s

ha
ll 

be
 d

ef
in

ed
 

pr
io

r t
o 

th
e 

ex
pl

an
at

io
n 

of
 M

P
E

 (T
ab

le
 1

 in
 6

.3
). 

17
 

6.
4 

�
�
�

�
�

S
am

e 
w

ith
 a

bo
ve

. 

21
�

22
 

6.
9.

1.
1�

6.
9.

2.
1

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

6.
11

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
Th

es
e 

cl
au

se
s 

(D
is

tu
rb

an
ce

s,
 S

pa
n 

st
ab

ili
ty

 r
eq

ui
re

m
en

ts
, 

P
er

fo
rm

an
ce

 a
nd

 s
ta

bi
lit

y 
te

st
s)

 a
re

 a
dd

iti
on

al
 

re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r 

th
e 

lo
ad

 c
el

ls
 e

qu
ip

pe
d 

w
ith

 e
le

ct
ro

ni
cs

. T
he

re
fo

re
, w

e 
co

ns
id

er
 th

es
e 

cl
au

se
s 

sh
al

l b
e 

pl
ac

ed
 

un
de

r t
he

 c
la

us
e 

"6
.1

1 
R

eq
ui

re
m

en
ts

 fo
r l

oa
d 

ce
lls

 e
qu

ip
pe

d 
w

ith
 e

le
ct

ro
ni

cs
 ".

 

33
 

9.
9.

1 
�

�
�

�
�

S
co

pe
�

�
�

�
�

�
�

9.
1
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

Th
is

 c
la

us
e 

is
 n

ot
 n

ec
es

sa
ry

 b
ec

au
se

 th
e 

de
fin

iti
on

 o
f "

S
co

pe
" i

s 
al

re
ad

y 
m

en
tio

ne
d 

in
 9

.1
.  

33
 

9.
9.

2 
�

�
�

P
ur

po
se

�
�

�
�

�
�

�
9.

2
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

Th
is

 c
la

us
e 

is
 n

ot
 n

ec
es

sa
ry

 b
ec

au
se

 th
e 

de
fin

iti
on

 o
f "

P
ur

po
se

" i
s 

al
re

ad
y 

m
en

tio
ne

d 
in

 9
.2

.  

37
 

9.
11

 

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

6.
6
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
6.

7
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

"P
er

m
is

si
bl

e 
va

ria
tio

n 
of

 r
es

ul
ts

" 
de

fin
es

 a
 g

en
er

al
 m

et
ro

lo
gi

ca
l 

re
qu

ire
m

en
t 

an
d 

is
 n

ot
 u

se
d 

on
ly

 f
or

 t
yp

e 
ev

al
ua

tio
n.

 T
he

re
fo

re
, 

w
e 

re
co

m
m

en
d 

m
ov

in
g 

th
is

 c
la

us
e 

af
te

r 
"6

.6
 R

ep
ea

ta
bi

lit
y 

E
rr

or
" 

an
d 

re
nu

m
be

r 
th

e 
cl

au
se

s 
6.

7 
an

d 
so

 fo
rth

. 

－111－



N
at

io
na

l
C

om
m

itt
ee

/
O

rg
an

iz
at

io
n

C
la

us
e,

P
ar

ag
ra

ph
/

Ta
bl

e/
D

ia
gr

am
 

Ty pe
C

O
M

M
E

N
TS

 

JP
1 

3.
2 

Ta
bl

e 
1 

G
A

 s
m

al
l t

ab
le

 in
 C

on
ne

ct
io

n 
m

od
es

: 
W

e 
su

gg
es

t d
el

et
in

g 
sy

m
bo

ls
 in

 th
is

 s
m

al
l t

ab
le

, b
ec

au
se

 th
e 

ta
bl

e 
m

er
el

y 
de

sc
rib

es
 c

at
eg

or
y 

of
 c

on
ne

ct
io

n 
m

od
es

 b
y 

a 
co

m
bi

na
tio

n 
of

 “a
 k

in
d 

of
 p

ha
se

-w
ire

” a
nd

 “a
 n

um
be

r o
f e

le
m

en
t“ 

as
 o

ne
 o

f “
ra

te
d 

op
er

at
in

g 
co

nd
iti

on
”. 

A
nd

 th
is

 re
co

m
m

en
da

tio
n 

al
so

 d
es

cr
ib

es
 s

ym
bo

ls
 in

 c
la

us
e 

3.
5 

M
et

er
 M

ar
ki

ng
s.

 T
hi

s 
cl

au
se

 a
llo

w
s 

ea
ch

 c
ou

nt
ry

 
to

 u
se

 d
iff

er
en

t s
ym

bo
ls

 w
ith

 a
 d

et
er

m
in

at
io

n 
by

 th
e 

na
tio

na
l a

ut
ho

rit
y.

  
 

W
e 

th
in

k 
th

e 
us

e 
of

 u
ni

qu
e 

sy
m

bo
ls

 in
 ta

bl
e 

1 
m

ig
ht

 b
e 

co
nf

us
in

g 
an

d 
it 

is
 b

et
te

r t
ha

t s
ym

bo
ls

 a
re

 c
ov

er
ed

 o
nl

y 
in

 th
e 

cl
au

se
 3

.5
. 

JP
2 

3.
6.

7.
3.

2 
G

 
Se

co
nd

 it
em

 in
 D

at
a 

tr
an

sm
is

si
on

: 
W

e 
su

gg
es

t u
si

ng
 a

 te
rm

 “d
at

a 
tr

an
sm

is
si

on
pr

oc
es

s”
 in

st
ea

d 
of

 “m
ea

su
re

m
en

tp
ro

ce
ss

”. 
 

Th
e 

te
rm

 “m
ea

su
re

m
en

t p
ro

ce
ss

” h
as

 a
 w

id
e 

m
ea

ni
ng

, t
hu

s 
it 

is
 n

ec
es

sa
ry

 to
 m

ak
e 

m
or

e 
cl

ea
r w

hi
ch

 p
ro

ce
ss

 in
 

a 
m

et
er

 s
ha

ll 
be

 s
to

pp
ed

. 
 

W
e 

co
ns

id
er

 th
at

 a
 m

et
er

 h
av

e 
to

 c
on

tin
ue

 to
 m

ea
su

re
 e

ne
rg

y 
an

d 
to

 s
to

re
 it

s 
va

lu
e,

 e
ve

n 
if 

da
ta

 tr
an

sm
is

si
on

 
pr

oc
es

s 
ha

s 
so

m
e 

pr
ob

le
m

s.
 

JP
3 

6.
4.

10
.2

 
Ta

bl
e 

15
 

E
 

R
ep

la
ce

 “3
00

<V
�6

00
” w

ith
 “3

00
�V

�6
00

”.

D
at

e 
D

oc
um

en
t 

20
10

-1
1-

22
 

IR
46

 C
D

5A
 J

ap
an

es
e 

co
m

m
en

ts
 

－112－

別
　

紙
　
16



Ja
pa

n’
s C

om
m

en
ts

 o
n 

R
ev

is
ed

 O
IM

L 
R

10
0 

(D
R

) a
s o

f 1
3 

O
ct

ob
er

 2
01

0 
“A

TO
M

IC
 A

B
SO

R
PT

IO
N

 S
PE

C
TR

O
M

E
TE

R
 S

YS
TE

M
S 

FO
R

 M
E

A
SU

R
IN

G
 M

E
TA

L 
PO

LL
U

TA
N

TS
 IN

 W
AT

E
R”

N
o 

C
ou

nt
ry

Se
ct

io
n,

 
pa

ra
gr

ap
h 

C
om

m
en

ts

1
Ja

pa
n 

5.
4 

Th
e 

se
nt

en
ce

 "T
he

 r
es

ul
t s

ha
ll 

be
 e

qu
al

 o
r 

le
ss

 th
an

 th
e 

va
lu

e 
fo

r 
ch

ar
ac

te
ri

st
ic

 c
on

ce
nt

ra
tio

n 
gi

ve
n 

fo
r 

an
 

A
A

S 
fla

m
e 

or
 a

 fu
rn

ac
e 

sy
st

em
 a

s 
sp

ec
ifi

ed
 in

 T
ab

le
 I 

an
d 

II
 r

es
pe

ct
iv

el
y"

 s
ho

ul
d 

be
 r

ep
la

ce
d 

w
ith

 
"T

he
 r

es
ul

t o
f c

ha
ra

ct
er

is
tic

 c
on

ce
nt

ra
tio

n 
sh

al
l b

e 
eq

ua
l o

r 
le

ss
 th

an
 th

e 
va

lu
e 

fo
r a

n 
A

A
S 

fla
m

e 
(T

ab
le

 I)
, 

or
 th

e 
va

lu
e 

fo
r 

a 
fu

rn
ac

e 
sy

st
em

 (T
ab

le
 II

), 
o r

 th
e 

va
lu

e 
sp

ec
ifi

ed
 b

y 
m

an
uf

ac
tu

re
s 

of
 th

e 
sy

st
em

".
(R

ea
so

n)
C

ha
ra

ct
er

is
tic

 c
on

ce
nt

ra
tio

ns
 o

r 
m

as
s 

ar
e 

de
pe

nd
en

t o
n 

ea
ch

 s
ys

te
m

. W
or

ki
ng

 r
an

ge
s 

ar
e 

de
pe

nd
en

t o
n 

D
L 

(d
et

ec
tio

n 
lim

it)
. T

he
re

fo
re

, c
ha

ra
ct

er
is

tic
 c

on
ce

nt
ra

tio
n 

sh
ou

ld
 b

e 
on

ly
 a

n 
in

di
ca

tiv
e 

va
lu

e 
de

pe
nd

en
t 

on
 e

ac
h 

sy
st

em
. A

 d
et

er
m

in
at

io
n 

of
 th

is
 v

al
ue

 b
y 

th
e 

m
an

uf
ac

tu
re

r 
m

us
t b

e 
pe

rm
itt

ed
. 

 

2 
Ja

pa
n 

Ta
bl

e 
I a

nd
 II

 
A

dd
 a

 c
om

m
en

t t
o 

th
e 

co
lu

m
ns

 fo
r 

ch
ar

ac
te

ri
st

ic
 c

on
ce

nt
ra

tio
n 

an
d 

ch
ar

ac
te

ri
st

ic
 m

as
s 

as
 "e

ac
h 

va
lu

e 
re

pr
es

en
ts

 a
n 

ex
am

pl
e"

.
(R

ea
so

n)
Va

lu
es

 o
f c

ha
ra

ct
er

is
tic

 c
on

ce
nt

ra
tio

n 
an

d 
ch

ar
ac

te
ri

st
ic

 m
as

s 
ar

e 
ex

am
pl

es
 o

f s
ig

na
l r

es
po

ns
e.

 T
he

se
 

va
lu

es
 m

ay
 r

an
ge

 w
id

el
y 

fo
r 

di
ffe

re
nt

 in
st

ru
m

en
ts

. S
o,

 th
es

e 
ite

m
s 

sh
ou

ld
 n

ot
 b

e 
st

an
da

rd
iz

ed
. 

－113－

別
　

紙
　
17



TC17/SC7 R126 �������� CD7 ��������������

2011�2�15�

�����

�����

� �������������������������������������

��������������������������������������

��������������������������������������

��������������������������������������

��������������������������������������

��������������������������������������

��������

����

������

��������������������������������������

��������������������������������������

�������������������������

Vote by Japan: NO

Comments:

In Japan, a quantitative alcohol measurement using an indirect sampling method with a gas 
bag is mandatory in the law controlling alcohol abuse. This method has been well established 
in Japan and reliability as well as robustness is very high. We therefore request to add a word 
"directly-sampled" into "Scope" as shown below in order that our method is excluded from 
the scope clearly. If this requirement is taken into consideration, we will basically support 
future revisions of R126. 

Requested change: 

1. Scope 

This Recommendation applies to quantitative breath alcohol analyzers that render a 
measurement result of alcohol concentration in directly-sampled exhaled human breath for 
the purpose of establishing compliance with national policy for fighting against alcohol abuse. 
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Comments to the Revision of: CD2 Protein Measuring Instruments for Cereal Grains and Oilseeds (Feb 2010) 
Source (Name or Company): _Japan_________________________________________

Doc. Clause 
Pg
No. Comment Reason for Comment or Reference 

General

CD2 has been modified largely from CD1 
including the basic structure, we however 
hope to know the reason(s) of such major 
revision.

Although a lot of revisions have been performed, 
the process and reasons for the changes are not 
clear.

1 / General 6 

The measurement methods covered by this 
recommendation shall be clearly indicated in 
the "1. Scope" as (1) Dumas Combustion
Method, (2) Kjeldahl Method and (3) NIR
(Near Infra-red) Method.

As far as the target methods covered by this 
recommendation are not clear, we can not discuss 
or describe the details of technical requirements in 
the latter part of this recommendation. 

2.1.3 6 

New term "error shift" has been introduced 
in the Definitions and Table 1.  However, the 
meaning of this term is not clear. What is the 
difference between "error shift" and "fault"?  

The reason why "error shift" has been introduced 
is not clear. If it is not necessary in this 
recommendation, this term may be omitted.  

4.5.1 12 
Procedure and theoretical basis to calculate 
the columns 5 and 6 shown below Table 1 
are not clear.  

We need more practical explanation in relation 
with the "error shift". 

5.2.2 15 measuring system
� measuring instruments "System" might be a misprint of "instruments".  

5.6 16 

The minimum height for the digits used to 
display protein content shall be 10 mm.
� The minimum height for the digits used 
to display protein content shall be 5 mm.
or  � The minimum height for the digits 
used to display protein content  may be 10 
mm. 

The requirement to the minimum size of 10 mm is 
too severe. A use of a smaller size may be 
permitted. 

5.10.4 19 Explain more practically using examples, or 
delete whole this section if not necessary.  

The present statement is ambiguous and describes 
a matter of common sense. What is the practical 
requirement?  

8.3 31 4.9 �  4.7 This is a simple misprint. 

8.3 31 
All items in the 8.3 Influence Factor Tests 
shall be considered as informative 
documents.

These requirements are too detailed and too severe 
for electrical protein measuring instruments. Also, 
it is not effective or meaningful to specify detailed 
technical requirements because the target 
measuring methods are not specified in the 1. 
Scope.  

ANNEX A 40 Change "MANDATORY" in the table title 
to "INFORMATIVE". 

According to our comment to 8.3, the 
"BIBLIOGRAPHY" shall be also treated as 
informative.

ANNEX B 45 
In the examples of "B.2 Moisture content 
measurements", add "A method specified by 
the national authority".

The primary measurement method including 
drying method generally differs depending on the 
country or region. A use of a method specified by 
the national authority shall be permitted. 

ANNEX B 45 

In the examples of "B.2 Moisture content 
measurements", publication year of the ISO 
standards are shown.  If not necessary, the 
publication year might be omitted. 

Do the examples cover the ISO version only in the 
specified year? Or, do they also include other 
versions? What is the reason for indicating the 
publication year? 

ANNEX C 46 Delete whole Annex C.  
It is not appropriate to include an example 
practiced only in a specific country into an 
international recommendation. 

－115－
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第４章 国際法定計量機関（OIML）等の活動 

4.1 第45回国際法定計量委員会（CIML）審議報告 

(1) 日  程：2010年9月20日～24日 

(2) 開催都市：アメリカ・オーランド 

(3) 出 席 者：2010年10月現在のOIML加盟国は、正加盟国57カ国、準加盟国55カ国である。

会議終了後に事務局が公表した参加者リストによると、第 45 回 CIML 委員会への

参加者は正加盟国41カ国86名、準加盟国13カ国23名、名誉会員3名、国際機関

4名、オブザーバー17名、個人参加5名、BIML 4名の合計142名であった。うち

我が国からの参加者は以下の４名であった。 

三木 幸信 氏 産業技術総合研究所計測標準研究部門長／CIML委員 

永見 祐一 氏 経済産業省 計量行政室 工業専門職 

根田 和朗 氏 産業技術総合研究所 法定計量技術科長 

松本  毅 氏 産業技術総合研究所 国際計量室 総括主幹 

(4) スケジュール 

第45回CIML委員会及び関連会議のスケジュールは表６のとおり。 

表６ 第45回CIML委員会 スケジュール 

 9月20日(月) 9月21日(火) 9月22日(水) 9月23日(木) 9月24日(金) 

午前 

9:00-12:30 

運営委員会（PC）

*1 

CIML委員会

（1/5） 

CIML委員会

（3/5） 

セミナー： 

米国における計量 

CIML委員会

（5/5） 

午後 

14:00-17:30 

地域機関 

円卓会議*2 

CIML委員会

（2/5） 

CIML委員会

（4/5） 

オプショナル 

ツアー 
 

*1 PC委員のみ。*2 原則として地域計量機関代表のみ。 

 

4.1.1 CIML委員会（9月21日、22日及び24日午前） 

21日午後にCIML委員会の開会式が行われた。まずCIML委員長のAlan Johnston氏（カナダ

計量局）が挨拶をし、続いて、ホスト国である米国から、Charles Ehrlich氏（NIST／米国CIML

委員）、James Olthoff氏 （NIST）、Tim Tyson氏（全米計量会議：National Conference on Weights 

and Measures：NCWM議長）が挨拶を行った。 

(1) 前回議事録の確認 

2009年にケニア・モンバサで開催された第44回CIML委員会の議事録が承認された（決議事

項1）。 

(2) CIML委員長の報告 

委員長のJohnston氏が、人事・財政・他機関との連携など、今回のCIML委員会の重要事項

及び前日に行われた運営委員会（Presidential Council：PC）について概要説明を行った（決議
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事項2）。 

(3) リエゾン（連携関係） 

1) BIML局長の報告 

BIML局長であるJean-François Magana氏がBIPM（国際度量衡局）との連携に関する報告

を行った（決議事項 3）。これに対して一部のメンバーから、停滞気味の BIPM との連携に関す

る質問や、連携に関する更なる情報提供の要望があった。その結果、臨時WG（作業部会）を構

成して検討を続け、BIPMとの連携に関する報告書を2011年のCIML委員会に提出することと

なった（決議事項3）。 

2) ILAC/IAFとの連携 

Randy Dougherty 氏（ILAC 議長）より、ILAC（国際試験所認定協力機構／International 

Laboratory Accreditation Cooperation）及び IAF（国際認定フォーラム／International 

Accreditation Forum）の概要と活動状況、OIML との連携、法定計量分野における技術専門家

の供給に関する協力関係について報告があった。決議として、引き続き ILAC/IAF との連携関係

を維持し、法定計量における認定や適合性評価における要求事項について検討することが確認さ

れた（決議事項4）。なお一部のメンバーからは、連携の対象となる法定計量分野や技術専門家の

認定制度に関して、さらに詳しい説明が必要であるという意見もあった。 

3) 国際標準化機関との連携 

Magana氏より ISO及び IECとの連携に関する報告があった。CIML委員会は、OIML技術

委員会（TC）と密接な関係にある ISO/IEC 技術委員会の活動及び双方の技術委員会の対応関係

について、ISO/IEC の状況を CIML 委員にも伝えるように指示した（決議事項 5）。また、IEC

代表のTimothy Rotti氏から活動報告があった。 

4) WTO-TBTに関する協定 

WTO-TBT（貿易の技術的障害／Technical Barriers to Trade）協定に関する連携については、

連携の状況を随時CIMLメンバーに通知することを確認した。さらに各加盟国におけるWTO代

表機関との連携関係を持続することを確認した（決議事項6）。 

5) 国際食品規格委員会との連携 

国際食品規格委員会に関しては、包装商品や商品ラベル表示に関するOIML TC6（包装商品）

との連携状況に関する報告があった。これらの案件に関しても、連携状況を随時CIMLメンバー

に通知することが確認された（決議事項7）。 

6) BIPMとの連携 

BIPM のAndy Henson氏により、CIPM議長の交代、ILACとの連携、特定の人工物に依存

しない新しい質量の量子標準の開発などに関する近況報告があった（決議事項9）。 

7) その他の連携関係 

UNECE（国連欧州経済委員会）や CECIP との連携に関する報告があった。うち CECIP の

Veronika Martens氏からは活動報告もあった。 
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(4) 地域計量機関円卓会議 

CIML委員会に先立って行われた地域計量機関円卓会議の報告が行われた。この会議には約30

名の地域計量機関の代表が参加し、APLMF議長のPu Changcheng氏（中国）を議長として議

論が行われた。主な議題は、円卓会議の ToR（付託条件／Term of Reference）の改訂、OIML

勧告と WTO-TBT 協定との関係、研修に関する WG の設立とウエッブサイトを利用した地域計

量機関との研修資料の共有、研修を主目的とした国際機関（国連工業開発機関／United Nations 

Industrial Development Organization：UNIDO、アジア太平洋経済協力会議／Asia-Pacific 

Economic Cooperation：APEC等）の予算獲得などであった（決議事項10）。 

(5) 人事問題 

1) 次期CIML委員長候補者の紹介及び選挙 

現CIML 委員長である Johnston 氏は 2011 年のCIML 委員会で 6 年の任期が終了する。そ

のため、今回の CIML 委員会において委員長選挙が行われた。最終日の投票に先立って、次期

CIML委員長に立候補したJohnston氏、Grahame Harvey氏（NMIA）、Peter Mason氏（NMO）

の3名が所信表明演説を行った。うちJohnston氏は過去5年間の委員長としての実績を強調し、

Harvey氏は(1)第二副委員長、(2) TC17/SC8（農産物の品質分析機器）事務局、(3) APLMF執

行委員としての実績を強調し、Mason 氏は今後のOIML の活動方針、即ち(1) 法定計量におけ

る調和、(2) 文書管理決済の迅速化、(3) 活動範囲の環境・安全・健康への拡大について演説し

た。 

その後、委員会の最終日に CIML 委員のみが参加して委員長の選挙が行われた。まず事務局

よりOIML基本文書B14に基づいた選挙規則の説明があった。委員長として指名されるために

は、まず予備投票で最小数を得た候補者を除外しつつ、最後に残った候補者に対して信任投票を

行って半数以上の信任を得る必要がある。その結果、初回投票でMason 氏と Johnston 氏が残

り、2回目の投票で多数票を集めたPeter Mason氏が次期CIML委員長に選任された（我が国

は Johnston 氏に投票）。Peter Mason 氏は英国のCIML 委員で、NMO の最高責任者（Chief 

Executive）でもある。同氏の任期は、2011 年のCIML 委員会から始まる 6 年間である（決議

事項28）。 

ちなみに今回の CIML 委員会において、我が国は欠席したスリランカから代理国として指名

されたため、全ての投票において合計２票を投じることができた。 

2) CIML副委員長の選任方法、候補者の紹介及び選挙 

CIML には第一と第二の 2 名の副委員長があり、うち第一副委員長は委員長が不在の場合に

臨時的に委員長職を代行できる。2010 年 3 月に第一副委員長であった南アフリカの Carstens

氏が任期途中で辞任しため、今回のCIML委員会で後継者の選挙が行われた。選挙に先立って、

第一副委員長が辞職した場合の、後継の第一及び第二副委員長の選任方法に関して討論が行われ

た。このような状況については関連するOIML基本文書（B1、B14）に明確な規定がないため、

BIML は現在の第二副委員長を自動的に第一副委員長に昇格させることを提案した。しかし、
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第一と第二副委員長の役割の違いや、第一副委員長が選挙を経ないで選任される点について一部

の加盟国から反論があり、結局第一と第二副委員長の任命についても選挙で決定することとなっ

た（決議事項11）。その後、副委員長候補であるRoman Schwartz氏（PTB）とPhilippe Richard

氏（スイス国立計量標準機関／Swiss Federal Office of Metrology and Accreditation：METAS）

から所信表明演説があった。 

その後、委員会の最終日に CIML 委員のみが参加して副委員長の選挙が行われた。まず

Schwartz 氏とRichard 氏に対する投票の結果、Schwartz 氏が副委員長に選ばれた（我が国は

Schwartz 氏に投票）。さらに 2 名の副委員長から第一副委員長を選ぶための投票が行われ、第

二副委員長であった Harvey 氏が第一副委員長に指名された（決議事項 29／我が国は Harvey

氏に投票）。 

3) 次期BIML事務局長 

事務局長のMagana氏の任期は2010年末で終了する。CIML運営委員会はOIML基本文書

B13に基づいて事前に選考委員会を組織し、米国のStephen Patoray 氏を次期BIML事務局長

として推薦した。22日にCIML委員のみで次期BIML事務局長に関する議論が行われ、さらに

Patoray 氏自身が一部フランス語を交えて所信表明演説を行った。 

その後、委員会の最終日に事務局長候補の信任投票が行われた（我が国は信任で投票）。選考

規則としては、出席したCIML委員のうち80%以上から有効投票があり、さらに80%以上が賛

成票である必要があった。その結果、Patoray 氏は有効票を集めて次期事務局長に指名された。

同氏の任期は、2011年1月より始まる5年間である。また委員会は同氏に対してフランス語の

使用を要求した（決議事項30）。 

ちなみに Patoray 氏は現在、米国ノースカロライナ州の認証コンサルタント有限会社に所属

しているが、以前はNCWMにおいてNTEP（米国型式承認制度／National Type Evaluation 

Program）を担当した経験もある。 

(6) 加盟国及び準加盟国 

ギニアはOIML正加盟国であったが、1984年に政治体制が変わり支払いが停止したため1990

年に加盟国から抹消され、それ以降も滞納金を支払っていない。今年、ギニアはBIMLに対して

準加盟国としての再加盟及び負債の取消しを求める手紙を送った。議論の結果、ギニアからの再

加盟申請については、未払いの分担金を理由として却下された（決議事項 12）。ギニアに対して

は引き続き再加盟に先立って滞納金を支払うことを要請する。これ以外には、2009 年の CIML

委員会以降の新しい加盟国は無かった。 

(7) 開発途上国の活動 

OIMLの途上国ファシリテータであるEberhard Seiler氏（PTB）から途上国への支援活動に

関する報告が行われた。Seiler氏はまず、OIML国際文書D1、D2、D3、D8、D9、D11、D14、

D16、D19、D20、D23 などの利用により、途上国における法定計量分野の法体系と社会基盤の

整備を促進させることを提案した。 
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同氏はさらに、途上国が法定計量制度を整備してゆくために OIML が他の OIML 文書と整合

性のある包括的なガイド文書を供給する必要があると強調した。同氏によると、途上国では政府

機関や一般市民の計量の重要性に対する認識が不十分で、それが計量制度の遅れに繋がっている。

さらに先進国に合わせて用意された国際勧告や規格は、そのままでは途上国に適用できないとい

う問題もある。これに対してニュージーランド代表から、APLMFが作成している途上国のため

のガイド文書の紹介があった。 

またSeiler氏は、2008年のCIML委員会で創設された「法定計量に対する顕著な貢献賞」の

二回目の受賞者として、タイの CBWM（中央度量衡局／Central Bureau of Weights and 

Measures）を選定したことを発表した。しかしタイ代表が欠席したので、その場で表彰状は授

与されなかった。 

(8) 事務局（BIML）の活動 

事務局長のMagana氏より活動報告が行われた。その概要は、最近の人事問題、OIML文書の

改訂状況、他機関との連携、財政問題であった（決議事項13）。人事に関してはSamuel Just氏

が、2010 年1 月に技術者の地位を辞した。また、長年OIML 証明書やMAA 制度に携わってき

た Regine Gaucher 氏は、2010 年 9 月に BIML への出向を終えた。これに対して、米国から

Gaucher 氏辞任後のTC3/SC5（適合性評価）への継続的な支援の要望があった。Gaucher 氏の

後継者については、事務局は複数の候補者と面談した後、ウルグアイ技術研究所（Technology 

Laboratory of Uruguay：LATU）のLuis Mussio博士を採用することになった。Just氏後継者

については未定であるが、その職務内容に関する質問もあった。これについては特に制約は無い

と回答があった。 

(9) 技術活動 

1) 情報事項／出版物の承認 

委員会は表７に示す出版物・作業項目の承認を行った（決議事項14、16、17、18、20、23）。 

2) 型式適合性（CTT）に関する新規作業項目 

2010 年前半にオーストラリアから、新たに CTT に関する作業項目を立ち上げるための提案

があった。BIML は、この案件について事前に運営委員会と全CIML 委員に意見を聞いたが、

米国や日本を始めとする加盟国から反対または時期尚早との意見が提出された。今回の CIML

委員会でも、CTT 適合マークを付与するための認証制度・実施体制・コスト問題など、具体的

な運営について活発な議論があった。また CECIP 代表は製造事業者の見地から、CTT 実施は

余分なコストを生み、市場での自由競争の障害になるという懸念が表明された。その一方ではロ

シアからは、既に国内である種のCTT制度を運用しているというコメントもあった。 

その場ではこの作業項目の開始に対する合意が得られなかったため、まず 2011 年の CIML

委員会の場でCTTセミナーを開催し、そのセミナーの結果が明らかになるまで決断を延期する

こととなった。また、BIML は、このセミナーを準備するために臨時WG を組織することとな

った（決議事項19）。 
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表７ 第45回CIML委員会で承認されたOIML文書 

技術委員会 文書番号 文書名・案件名（現行版の発行年） 決議 

TC17/SC1 R92 木材用水分計-検定方法と装置：一般規定（1989年） 

TC15/SC2 R127 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるラジオクロミッ

ク・フィルム線量計測システム（1999年） 

TC15/SC2 R131 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるPMMA線量計シ

ステム（2001年） 

TC15/SC2 R132 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるアラニンEPR線

量計システム（2001年） 
TC11/SC2 R133 ガラス製温度計（2002年） 

現在の文書を承認

TC16/SC2 R100 水中の金属汚染物質測定用原子吸光度計システム（1991年） 
勧告案（DR）をオ
ンライン投票へ提
出 

TC9/SC2 R106-1 自動貨車掛 第1部：計量技術要求事項と技術要求事項－試験
（1992年） 

TC3/SC2 D16 計量管理の確保の原則（1986年） 

勧告案（DR）を改
訂して再度オンラ
イン投票へ提出 

TC3/SC5 D29 ISO/IEC ガイド65 を計量器認証機関の評価に適用するため
のガイドライン（2008年） 

作成中の ISO 
17065に準拠した
改訂作業開始を承
認 

TC11/SC2  標準化熱電対（standardized thermocouples）に関する作業項
目－p2 

作業項目の廃止を
承認 

3) MAA制度 

2003 年に発足した MAA 制度は、現在 R49（水道メーター）、R60（ロードセル）、R76（非

自動はかり）の３つのカテゴリーで運用されている。 

まずBIMLより現状報告があった。それによると、MAAのDoMCに含まれる3つの計量器

カテゴリーについて、発行された OIML 証明書の中で MAA 証明書の占める比率が増加した

（R49：16%、R60：67%、R76：30%）。R60及びR76のDoMCは2006年9月に署名された

ので、4年ごとの更新スケジュールを考慮して2010年9月までに再レビューを行う予定であっ

た。しかし、本来は 2 年後に実施される文書の中間審査が遅れて 2009 年 6 月に終了したため、

R 60/R 76のCPRは2009年6月の会議で更新時期を2011年9月まで延期することを決定した。

この時期までに更新手続きを終えるため、BIMLは更新案内をDoMC参加機関に配布した。R49

のDoMC は、2007 年 11 月に署名が行われたが、予定された 2009 年に中間審査を実施するこ

とができなかった。更新期限は 2011 年 11 月に定められているため、BIML は更新と同時期に

再審査プロセスを行うべく委員による協議を開始する。 

さらに第44回CIML委員会以降、BIMLはR51 （自動捕捉式計重装置）及びR 117（水以

外の液体用動的計量システム）に関する二つのDoMC を立ち上げようとした。しかしR 51 に

ついては、発行型参加機関の応募数が不十分であったために実施できなかった。また、R117に

ついても、自動車用燃料油メーターに限定したDoMCへの着手は承認されたが、具合的な発足

までには至っていない。BIMLは2010年6月にR 117のDoMCへの参加に関する意向調査を
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行った。その結果、2機関が発行型として参加し、これらを含む5機関が利用型として参加する

意向を示した。また、計量機関や製造事業者に MAA 制度への参加を奨励するために BIML は

小冊子を作成し、今回のCIML委員会で参加者に配布した。 

一方、MAAや基本証明書制度の枠組みを規定する文書であるB3（計量器のOIML証明書制

度）及び B10（型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み）については、大幅な改訂作業が進め

られており、2010年10月にパリで開催されたTC3/SC5会議において別途議論が行われた。 

4) 包装商品の認証制度 

MAA に関する議論の後、OIML が提唱している新しい包装商品の ISCP に関する話題が

BIML より提供された。これに対しては既存の国内制度との不整合や新たなコスト負担を理由

に、米国、ドイツ、オランダ、スイスから改めて ISCP制度の設立に反対する旨のコメントがあ

った。これに対して BIML は ISCP が任意制度であることを強調し、さらにこの案件に関して

は2011年4月に日本で予定されているTC6会議で引き続き議論するという回答があった。 

5) 技術作業指針の改訂 

技術作業指針（B6-1）はOIML技術活動全体の枠組みを決める基本文書である。現在の文書

は 1993 年に発行され、臨時 WG を組織して、この文書を大幅に改訂するための作業が続いて

いる。技術作業指針の改訂草案は委員会の前に全CIML委員に送付され、2010年8月にこれに

対する加盟国のコメントがBIMLへ回答された。まずBIMLから、改訂される技術作業指針に

よって新たに提案される技術委員会の構成に関する説明があった。その概要は以下の通り。 

①現在の技術委員会（TC）と小委員会（SC）によるピラミッド構造を廃止し、各 OIML 文

書に一対一で対応するTCのみで構成されたフラット構造とする。各技術委員会への参加資

格（P/Oメンバー）や参加メンバーの義務と権限は、現在と変わらない。 

②合計 200 以上にもなる新しい技術委員会は、計量分野（質量、流量、長さ等）や主要テー

マ（環境、安全、医療、検定等）によっていくつかのグループに分類される。さらにBIML

は、グループとキーワードで分類された技術委員会のデータベースを作成する。 

③技術委員会を管理するために、新たに TMC（技術運営委員会／Technical Management 

Committee）を組織する。TMC は CIML 委員で構成され、メンバーは定期的に見直す。

TMCの運営には透明性と参加の平等性を確保する。 

④OIML 刊行物の承認については、ガイド文書を除く全刊行物に対して単一手続きを採用す

る。ただし、現在の手続きの中では最も厳しい勧告（R）のための手続きを採用する。 

この BIML の提案に対しては、米国、ドイツ、ブラジル、オランダ、日本などから強い反対

意見も含めたコメントが事前に提出され、委員会においてもこれらの国を中心に活発な議論とな

った。主要論点は、フラット化と効率化の因果関係の有無、各技術委員会の知識の継承、関連す

る技術委員会相互の連携、TMCの役割と運営、BIMLの作業量などであった。結局、会議では

技術作業指針の改定案を承認することができず、BIML は指針を再度改定して次回CIML 委員

会で審議することとなった（決議事項24）。 
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(10) 会計報告 

2008 年の会計報告は第44 回CIML 委員会で承認されず、2009 年の会計報告とともに承認が

今回のCIMLへ持ち越された。BIMLによる会計報告の概要は以下の通りであった。 

①人件費は承認された予算額と一致した。 

②2009年の年金引当金は、暫定規定により集計し直した結果、前年よりも少なかった。 

③出版物の費用は予算計画に合致した。ただ一部に不適切な記録があったが偶然に相殺した。 

④2009年の会議費はセミナーとTC/SC事務局研修によるもので、予算額を上回った。 

⑤旅費は事務局活動増大のため計画を大幅に上回ったので、2010年は優先順位を付けて計画し

た。 

⑥雑費については、2009年は予算額より多く2008年は少なかった。 

⑦加盟国分担金収入は、カメルーンとエチオピアが加盟国から削除されたため予想よりも少な

かった。 

⑧2009 年のOIML 証明書制度による収入は、証明書発行数の増加のため予想額よりも多かっ

た。 

⑨雑収入・特別収入は年金の計算方法変更に伴う収入、社会保障制度償還金、資産売却を含む。 

⑩最終的な決算額は予測された額の半分ではあったがプラスに転じた。この主な理由は旅費で

あり、この費目は現在正しく管理されている。 

この報告に基づき、委員会は、2008年及び2009年の会計報告を承認し、報告書を第14回OIML

総会に提出するように指示した（決議事項25）。 

(11) 経営監査 

BIMLは、2009年7月、2010年2月に実施された財務及び経営監査の報告を行った。今回の

委員会では、BIML事務局長のMagana氏がこれらの経緯を説明し、さらにこれらの監査結果に

対して事務局が講じた改善措置と改善計画について報告した。これに対して委員会は、監査報告

書とそれに対するBIMLコメントをCIML委員に送付し、指摘事項に対する改善措置を継続し、

さらに次回のCIML委員会で経過を報告することを求めた（決議事項26）。 

(12) 年金制度 

BIML はMason 氏（英国）及びRichard 氏（スイス）と協力して年金制度に関する報告書を

作成した。この報告書で財務・職員規則を改訂して OIML 年金制度の会計業務に IPSAS（国際

公会計基準／International Public Sector. Accounting Standards）規則を適用することが提案さ

れた。この提案に従って不動産を含めたOIMLの全資産を再評価した結果、資産が負債を大きく

上回り、年金のための新たな加盟国分担金は必要ないことが判明した。そして委員会は 2010 年

の会計報告に IPSAS 基準を適用し、第 14 回OIML 総会（2012 年）に 2008 年及び 2009 年の

会計報告書を提出し、IPSAS 基準の適用を OIML 財務規則に含めることを提案した（決議事項

27）。 
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(13) 次回CIML委員会 

第 46 回CIML 委員会は、チェコのプラハにおいて 2011 年 10 月 9-14 日の日程で開催するこ

とが提案され、チェコ代表が開催地の紹介を行った。また 2012 年の第 47 回 CIML 委員会／第

14回OIML総会については、ルーマニアがホストを提案した。 

 
4.1.2 ホスト国によるセミナー 

23日午前には、米国の主催により以下のテーマと講演者によるセミナーが行われた。 

①米国計量制度におけるNCWMの役割：Don Onwiler氏（NCWM事務局長） 

②米国の法定計量制度－製造事業者の視点： Darrel Flocken 氏（米国メトラー・トレド㈱） 

③NCSLI （National Conference of Standards Laboratories International）の紹介： Carol 

Hockert 氏（NIST度量衡部／元NCSLI 議長） 

④計測に基づいた判断－コストとリスク： Scott Mimbs氏（NASA/米航空宇宙局） 

⑤ケネディー宇宙センターにおける計測に関わる話題： Robert Youngquist氏（NASA） 

 
4.1.3 その他 

委員会最終日にCIML委員長よりOIML功労賞が、Nicolai Zhagora博士（ベラルーシ）、Heinz 

Wallerus博士（ドイツ）、Brian Beard氏（南アフリカ）に授与された。 

 

4.1.4 決議事項（参考） 

決議1： 
委員会は、次の部分的変更を加えた上で第44回CIML委員会の議事録を承認した。 

■ 30 ページ、3.1 第 4 パラグラフ、3 行目：“欧州”と“諸国”の間に“及びアジア”を挿入する 

■ 32 ページ、第 3 パラグラフ下から 2 行目：“の草案作成”を削除する 

決議2： 
委員会は、CIML委員長が口頭で行った報告に注目した。 

決議3： 
委員会は、BIPMとの関係改善の報告に注目した。すなわち、委員会は、CIML委員長に対し、2012

年の第14回総会で最終決定を行うことを目的として、第44回CIML委員会の決議No. 3を実施し、

数名のCIML委員の支援を受けて第46回CIML委員会に提出すべき暫定報告書を作成するよう要

請した。 

決議4： 
委員会は、ILAC及び IAFとの連携についての報告に注目し、この望ましい協力に対して謝意を表

した。 

委員会は、OIMLの受入れ及び認証制度に関わる今後のニーズも考慮して、ILAC及び IAFとの共

同作業を推進するよう事務局に指示した。 
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決議5： 
委員会は、ISO及び IECとの連携についての報告に注目した。 

委員会は、ISOとの協力を推進して IECと同様な実務関係を築き、これらの問題について該当する

情報をCIML委員に伝えるよう事務局に指示した。 

決議6： 
委員会は、WTOのTBT委員会との連携についての報告に注目し、かつこの機関との適切な連絡を

保つよう、またTBT問題について該当する情報をOIML加盟国に伝えるよう事務局に指示した。 

決議7： 
委員会は、国際食品規格委員会との連携についての報告に注目し、かつ事務局に次を指示した。 

■ OIML とコーデックスとの出版物の整合性を目指す作業を継続すること 

■ 包装商品以外のコーデックスとの新たな協力分野を調査すること 

■ コーデックスに対して提案書を提出する前に必ず CIML 委員の意見を聞くこと 

決議8： 
委員会は、UNECE（国連欧州経済委員会）との連携についての報告に注目し、かつ事務局に対し

協力分野特定における進展をCIML委員に報告するよう指示した。 

決議案9： 
委員会は、BIPM、ILAC/IAF、IEC及びCECIPの代表者に対して、そのプレゼンテーションに感

謝し、OIML専門委員会及び分科委員会の作業の連係に関してこれらの機関が表明した期待を十分

に考慮するよう事務局に指示した。 

決議10： 
委員会は、地域機関円卓会議の結論に注目し、地域機関が自由に使えるさまざまな作業部会のウェ

ブサイトに情報を掲載するよう同機関に依頼した。 

決議11： 
委員会は、 

OIML 条約第 XV 条が CIML 委員長 1 名並びに第一及び第二副委員長各 1 名の選出を求めている

こと、また委員長が不在又は能力がない場合は第一副委員長が一時的に委員長の職務を行う義務が

あることを考慮し、 

第XV 条は、第二副委員長が辞職するか又は同副委員長の権限が別の方法で停止する前に、第一副

委員長が辞職するか又は同副委員長の権限が別の方法で停止した場合を扱っていないことを考慮

し、 

今回の委員会時の副委員長の選出後、CIMLが2名の副委員長のどちらが第一副委員長になるかを

決定することを決定し、 

CIML委員長に対し、第一副委員長が空席となった場合及び委員長がその任務を遂行できない場合

のXV条の解釈に関して、2012年の第14回総会に提出する提案書を作成するよう指示する。 

決議12： 
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委員会は、ギニアが行った要請を考慮し、ギニアを準加盟国に復帰させるという要請は、同国の未

払い滞納金からして現時点では受け入れることはできないと決定した。ギニアには、委員会に要請

書を提出する前に同国の滞納金の支払いを開始するようにとの働きかけが行われている。 

決議13： 
CIMLは、事務局の活動についての報告に注目し、かつ特に開発途上国問題について、地域機関の相

互情報共有のためのウェブサイトを利用した手段を継続して提供するよう局長に要請した。 

決議14： 
委員会は、次のOIML出版物を担当する技術委員会及び小委員会による承認作業を確認した。 

■ OIML R 92:1989 木材用水文計－検定方法と装置：一般規定 

■ OIML R 127:1999 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるラジオクロミック・フィルム線

量計測システム 

■ OIML R 131:2001 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いる PMMA 線量計システム 

■ OIML R 132:2001 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるアラニン EPR 線量計システ

ム 

■ OIML R 133:2002 ガラス製温度計 

決議15： 
委員会は、型式適合性（CTT）セミナーの企画・開催を支援し、かつその委員に積極的にこのセミ

ナーに貢献するよう奨励する。 

決議16： 
委員会は、 

自動貨車掛に関するR 106-1の改訂草案をCIMLの直接オンライン承認に向けて提出するという第

44回CIML委員会の決議No. 16aを思い起こし、 

事務局によるオンライン投票の結果についての報告書に注目し、 

R 106-1の修正した改訂草案をCIMLの直接オンライン承認に向けて提出することを決定する。 

決議 17： 
委員会は、事務局に対し、R 100水中の金属汚染物質測定用原子吸光度計の改訂草案をCIMLの直

接オンライン承認に向けて提出するよう指示した。 

決議案18： 
OIML D 16（計量管理の確保の原則）の改訂草案は、オンライン投票の結果、承認にいたらなかっ

た。 

そこで、オランダとノルウェーのコメントを考慮し、OIML TC 3/SC 2の事務局は、オランダ及び

ノルウェーの案を取り入れて、再度OIML D 16の修正改訂草案を作成し、オンラインCIML投票

にかけることを承認した。 

決議19： 
委員会は、 
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オーストラリアの委員による型式適合性（CTT）についての新規作業項目及び新規（分科）委員会

の提案を考慮し、 

運営委員会の委員及びそれに続く全CIML委員及び関係するリエゾン機関に図った際に寄せられ

たコメントを考慮し、 

その提案についての決定は、決議No. 15の中で述べたCTTセミナーの結論が入手できるようにな

るまで、先送りしなければならいことを決議し、 

事務局に対し、寄せられたコメントの中で提起された問題を考慮に入れた上でそのセミナーのプロ

グラムを作成することを目的として、ニュージーランド委員を議長とする電子的意見交換のための

作業部会を支援するよう指示する。 

決議20： 
委員会は、次の作業項目を承認した。 

■ OIML D 29 ISO/IEC ガイド 65 を法定計量器認証機関の審査に適用するためのガイドの改訂これ

は、ISO/IEC ガイド 65 に取って代わる ISO 17065 の出版後に、OIML TC 3/SC 5 によって着手

される予定である。 

決議案 21-22：（削除された） 

決議23： 
委員会は、OIML TC 11/SC 2の標準化熱電対に関する作業項目‘p2’の撤回を承認した。 

決議24： 
委員会は、 

技術作業指針（OIML B 6-1）の改訂についての事務局の報告に注目し、 

この改訂のための特別作業部会は、何回かの会議の後、多くの問題について合意に達することがで

きなかったことを考慮し、 

OIML B 6-1の改訂版の次の草案について委員会の一部によるコメントを考慮し、 

事務局に対し、第46回CIML委員会でのCIMLによる採択を目指して検討すべき新たな改訂案の

作成を目的として、技術作業の構造、技術管理委員会提案及びOIML出版物の採択のための投票手

続きなど具体的な問題について全CIML委員に問い合わせて意見を聞くよう指示する。 

決議 25： 
委員会は、2008年及び2009年の会計報告を承認し、これらの報告書を第14回OIML総会で発表

するよう委員長に指示した。 

決議26： 
委員会は、次に注目した。 

■ 2010 年 2 月に実施された財務及びマネジメント監査報告書に関して、BIML 局長が提供した情報 

■ 事務局が講じた措置 

■ 事務局が提案した行動計画 

■ 委員会は、その委員長に次のように指示した。 
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■ この監査の報告書及びその報告書に対する BIML 局長のコメントを CIML 委員に送付すること 

■ この問題のフォローアップを継続すること 

■ 第 46 回 CIML 委員会で折り返し報告すること 

委員会は事務局に対し、その財務及びマネジメント効率を高める取組みを継続するよう指示した。 

決議27： 
委員会は、年金制度についての報告書及びピーター・メイソン氏（Mr. Peter Mason）及びフィリ

ップ・リチャード博士（Dr. Philippe Richard）のコメントに注目した。委員会は、再評価された資

産が、取得した年金の権利をはるかに超えた額に及ぶこと、及びこの負債に対処するために新たな

加盟国分担金を求める必要がなくなることを確認した。委員会は事務局に次のように指示した。 

■ 取得した全ての権利を OIML の負債に記録し、BIML の建物再評価価格を OIML の資産に記録

することによって、2010 年の会計報告に IPSAS 基準を適用すること 

■ 第 14 回 OIML 総会で 2008 年及び 2009 年の会計報告を発表することを目的として、この方針に

沿って、これらの会計報告の発表準備を行うこと 

■ この IPSAS 基準の適用を OIML 財務規則の改訂に含めること、並びに OIML 資産のうち不動産

の再評価について、その規定及び評価の周期を指定すること 

決議28： 
委員会は、ピーター・メイソン氏（Mr. Peter Mason）（英国）を 6年の任期でCIML委員長に選

出した。 

出版物B 14に定めた規定に従い、同氏は2011年の第46回CIML委員会冒頭で、就任する予定で

ある。 

決議28a： 
委員会は、フランスのCIML委員が出したこの機関の公用語としてのフランス語の使用についての

コメントに注目し、次期委員長にこの問題に注意を払うよう要請した。 

決議29： 
委員会は、ロマン・シュワルツ博士（Dr. Roman Schwartz）（ドイツ）を6年の任期でCIML副

委員長に選出した。 

決議30： 
委員会は、スティーブン・パトレ氏（Mr. Stephen Patoray）をBIML局長に指名した。 

委員会は、フランス語に熟達するための取組みをパトレイ氏の雇用契約条件の一つとすることを確

認した。 

決議30a： 
委員会は、決議No. 11を思い起こし、新たな副委員長の選出に続き、グラハム・ハーヴェイ博士（Dr. 

Grahame Harvey）を第一副委員長に選出する。 

決議31： 
委員会は、国際法定計量の進展に対する顕著な貢献に対し、次の方々にOIMLメダルを授与した。 
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■ ベラルーシのニコライ・ザゴラ博士（Dr. Nicolai Zhagora） 

■ ドイツのハインツ・ウォレラス博士（Dr. Heinz Wallerus） 

■ 南アフリカのブライアン・ビアード氏（Mr. Brian Beard） 

決議32： 
委員会は、2011年の第46回CIML委員会の開催地に関するプレゼンテーションに対し、チェコ共

和国代表団に謝意を表明した。 

決議33： 
委員会は、2012年の第14回OIML総会及び第47回CIML委員会を主催するという申し出に対し、

ルーマニアに謝意を表明した。 

 
4.2 第17回アジア太平洋法定計量フォーラム（APLMF）審議報告 

(1) 日  程：2010年9月13日～16日 

(2) 開催都市：カナダ・ビクトリア 

(3) 出 席 者：日本、アメリカ、インドネシア、オーストラリア、カナダ、カンボジア、韓国、シ

ンガポール、タイ、台湾、中国、ニュージーランド、パプアニューギニア、ベトナ

ム、モンゴル、AFRIMETS（アフリカ内計量システム／Intra-Africa Metrology 

System）、OIML 

日本からの出席者：永見 祐一 氏 経済産業省 計量行政室 工業専門職 

三木 幸信 氏 産業技術総合研究所 計測標準研究部門長 

大岩  彰 氏 産業技術総合研究所 力学計測科長 

根田 和朗 氏 産業技術総合研究所 法定計量技術科長 

松本  毅 氏 産業技術総合研究所 国際計量室 総括主幹 

 
4.2.1 概要 

アジア太平洋法定計量フォーラム（APLMF、http://www.aplmf.org/）はAPEC傘下の地域専門

家組織（Specialist reginonal bodies：SRB）の1つとして1994年より毎年開催され、今回は17

回目に当たる。基本的にはAPEC各経済圏メンバーが構成員であるが、主たる活動メンバーは経済

的先進国を除くと西太平洋沿岸の各国である。目的は、各メンバー国内の計量管理の内容が国際貿

易の障壁にならない様に、情報や技術の共有、整合をはかることであり、活動の主体は質量計や電

力量計など各計量器の型式承認や検定に関する技術研修や農産物評価計測など課題の多い分野に

ついてのワークショップの開催などである。本会議における議論に基づいて合意のもとに活動が進

められる。活動資金の獲得が大きな課題である。今回はカナダのビクトリアで開催された。 

今回の会議での報告・決議の主なものは、 

・2011年次のAPECの貿易及び投資の自由化及び円滑化（Trade and Investment Liberalization 

and Facilitation ：TILF）技術開発基金の申請はしていない模様であり、獲得のための WG
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主査会議が開催された。 

・TILF基金獲得のための複数のプロジェクトの提案があった。 

・各WG及び事務局による技術研修、ワークショップの報告と次年次の計画が承認された。 

・次回は2011年9月に韓国ソウルで開催される。 

 
4.2.2 作業委員会（WG）議事内容 

以下の7作業委員会（WG）ごとに活動報告及び来期計画の議論を行った。 

・研修WG（オーストラリア) 

・包装商品WG（ニュージーランド） 

・ユーティリティ計量器WG（カナダ） 

・MRA（相互承認協定：Mutual recognition arrangement）WG（USA） 

・医療用計量器WG（台湾） 

・農産物評価計量WG（日本） 

・計量管理WG（中国） 

この一年に4件の研修、ワークショップの開催実績があった。 

・ガスメーター研修（2010年4月、中国） 

・質量流量計研修（2010年6月、シンガポール） 

・大型はかり研修（2010年7月、インドネシア） 

・計量器ソフトウェア・ワークショップ（2010年8月、タイ） 

域内においては、引き続き水や油の大流量計に対する需要がある。具体的には穀物水分計（タイ）、

耳式体温計（台湾）、血糖値（台湾）、質量流量計（シンガポール）、超音波流量計（大流量：ニュ

ージランド）についてのプロジェクトの要求がある。新たな分野として、ソフトウェア制御計量器

（中国）やOne on One Training（カナダ）が提案されている。 

 

4.2.3 本会議議事内容 

・各WG主査よりそれぞれの活動報告と来期の計画を報告し、承認された。 

・前記決算及び来期予算が承認された。 

・MRA-WG においてアンケートの取り方について日本から提案をした内容について主査の

Ehrlich 氏により説明があった。発展途上国においては法定計量機器の形式承認の制度が各国

で異なるのでその違いを確認することを先決にアンケート内容を見直した。その案を幾つかの

メンバー（シンガポール、パプア、ベトナム、タイ）に事前に見て貰い、答えやすい内容とし、

メンバーに配付する。(現在、4カ国中1カ国の返答を得ている。) 

・新プロジェクトの提案があった。申請は中国を想定している。 

Uniform Test Procedures（質量、体積、農産物、包装商品など）（オーストラリア） 

One on One Training（カナダ） 
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Harmonized Verification of Mass Flow Meter at System Level（シンガポール） 

・2011 年分の APEC-TILF の申請書は提出されていない模様である。今会議中に議論された要

望を踏まえ申請が出されることが期待される。 

・APLMF貢献賞がシンガポールのOng氏に授与された。 

・次期の議長については、正式の公募は行っていない。来年までが任期(2 年 2 期の 4 年)である

現Pu議長の後任に関する議論は本会議では無かった。続投するつもりのようである。 

・来年の第 18 回APLMF 会議は韓国ソウルにおいて 2011 年 9 月 26 日～29 日の予定で開催す

ることがきまった（その後、9月6日～8日に釜山で開催する予定に変更された）。 
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第５章 海外計量専門家招へい及び海外調査 

5.1 海外計量専門家の招へい及び講演会開催 

国際法定計量調査研究事業の一環として、法定計量に関する課題を抽出し、国際勧告・文書等の

案が策定される背景、技術内容、諸外国の法定計量制度の実態及び動向等を調査把握するため、海

外機関から計量関係専門家を招聘して講演会を開催してきている。平成22年度は、ロシア計量研

究所（Russian Research Institute for Metrological Service ：VNIIMS）からロシアの法定計量及

び非自動はかりの型式承認に関する専門家を招聘した。 

(1) 招聘の目的 

ロシアでは、1993 年に制定されたロシア計量法をOIML と整合を図るための改正を行ってき

た。その改正作業が終了し、2008年に新計量法が制定された。また、外国企業がロシアへ製品を

輸出する際に最も重要となるのが、その製品が「GOST」又は「GOSTR」に合致しているかの

事前認証を取得することである。 

ロシアの計量法及び同国における認証取得方法等については、情報が少ないことから、ロシア

における計量に関する全ての法律を作成しているロシア計量研究所から法定計量及び非自動はか

りの型式承認に関する専門家を招聘し、ロシアの法定計量制度、非自動はかりの型式承認制度の

実態などについて講演会を開催した。 

(2) 講演会開催 

日  時：平成23年1月25日（火）14時～17時30分 

会  場：グランドヒル市ヶ谷 

演  題：「ロシアにおける法定計量制度及びはかりの型式承認並びに検定制度について」 

テ ー マ：計量器と制御システムに対する型式承認制度の概要 

講  師：Mr. Dmitry Vladislavovich Korneev  

ロシア計量研究所 先端計測プロジェクト部 部長 

テ ー マ：ロシアにおける非自動はかりの型式承認制度 

講  師：Mr. Alexey Evgenyevich Rachkovskiy 

ロシア計量研究所 質量計技術室 室長 

聴 講 者：72名（関係機関、研究所、計量計測機器メーカー） 

(3) 講演概要 

上記2名から以下の内容について講演が行われた。 

①計量器と制御システムに対する型式承認制度の概要 

・技術規制及び計量についての連邦政府関係機関（Rosstandart）などの組織 

・標準化及び持続可能開発保証 

・品質保証 

・経済の標準化及び現代化 

・規格開発への投資 
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・国内規格開発及び適用についての産業界への刺激策 

・国際文書の移転作業準備 

・規制文書の階層 

・規範法定文書リスト 

・型式承認目的の計量機器試験材料の準備、実施及び審査のための推奨案 

・制御システムブロック線図 

・システムに対する計量証明書入手についての推奨案 

②ロシアにおける非自動はかりの型式承認制度 

・ロシアにおける計量少史及びVINIIMSの歴史 

・質量測定分野におけるVINIIMSの活動 

・「計量の均一性保証について」の連邦法 

・ロシアにおいて計量機器に対する型式承認証明書を取得している日本企業 

・ロシアにおける非自動はかりの新規格（GOST R 53228） 

・GOST 53228-2008の概略 

・旧規格（GOST 29329-92 及び GOST 24104-2001）との最大許容誤差の比較 

・GOST 53228で新たに加わった試験 

・屋外で使用するはかり（トラックスケールなど）に対する特別要件 

・新しいソフトウェア要件及び適切なチェック 

・型式証明書に規定すべき計量的及び技術的特性 

・承認文書に必要なもの 

・非自動はかりに対する技術的規則 

・ロシア連邦領域におけるはかりの規格と対応するOIML勧告 

 
なお、講演会資料は下記URLからダウンロードできます。 

http://www.keikoren.or.jp/measure/oversea.html 

 
5.2 海外調査 

今年度は来年度4月に包装商品の技術委員会が東京で開催されることを踏まえ、経済産業省との

協議の上、調査ミッションを派遣せずに欧州の商品内容量表示 eマーク制度に類似する韓国のkマ

ーク制度及び中国のCマーク制度について、情報収集を行いその法的根拠などについて調査した。 

その結果、韓国においては計量法（法律第7862／2006年3月3日改正）第3章で「実量表示商

品の適合性自己宣言」とする章が設けられており、この中で商品量目や物象量の表示などが規定さ

れており、kマーク制度については同章第29条（適合性自己宣言マーク）にて「産業資源部布告が

定めた条件の下で、実量表示商品の容器又は包装上にその適合性自己宣言に対する基準マークへの

準拠マークを貼付することができる」として規定されていることが明らかになった。 
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また中国については、中華人民共和国計量法に基づく「定量包装商品計量監督管理規則」（国家

質量監督検験検疫総局／2005年5月16日公布）において、包装商品の量目検査方法等が詳細に規

定されていることが明らかになるとともに、Cマーク制度については第15条において、「国は～中

略～自主的に計量保証能力評価事業に参加することを奨励する」とし、一定の審査に合格した生産

者に対し「定量包装商品生産企業計量保証能力証書」を発行し、生産者が「定量包装商品上に全国

統一の計量保証能力合格マークを使用することを許可する」としている。なお、この計量保証能力

合格マークが第22条にてChinaの頭文字をとったCマークであることが明記されている。 

韓国は英訳条文より、また中国においては原文より日本語訳を行い、それぞれの仮訳を巻末に掲

載した。また前述のロシアの計量専門家の招聘に関連し、これまでほとんど日本では知られていな

かったロシア計量法（測定均一性保証連邦法／2008年6月18日承認）について英訳条文を入手す

ることができたので併せてこれを仮訳し巻末に掲載する。 



 
 
 

翻  訳  資  料 
 

 

 

 

OIML Expert Report 6（英文・仮訳） 
・Guidance on the selection and implementation of performance requirements for 

utility meters containing additional functionalities 
・追加機能を有するユーティリティ・メーターに対する性能要求事項の選択と実施

に関するガイド 
 

ロシア連邦法（英文・仮訳） 
 

韓国計量法（英文・仮訳） 
 

中国定量包装商品計量監督管理規則第 75 号（中文・仮訳） 
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Russian Federation  

Federal Law 

On Assurance of Measurement Uniformity 

 

Adopted by the State Duma  

on June 11, 2008 

 

Approved by the Federation Council  

on June 18, 2008 

 

Chapter 1. General Provisions 

 

Article 1. Purposes and scope of this Federal Law 

 

1. The purposes of this Federal Law are: 

1) Establishment of the legal basis for measurement uniformity assurance in 

the Russian Federation; 

2) Protection of the rights and legitimate interests of the citizens, the public 

and state from negative consequences of invalid measurement results; 

3) Satisfaction of the needs of citizens, the public and state in obtaining of 

objective, credible and consistent results of measurements when the latter are used in 

order to ensure protection of citizens’ life and health, preservation of the environment, 

fauna and flora, maintenance of defence and safety of the state, including economic 

safety; 

4) Assistance to economic development of the Russian Federation and to 

scientific and technological progress. 

2. This Federal Law regulates the relations arising at performance of 

measurements, establishment and observance of requirements to measurements, 

quantity units, measurement standards of quantity units, reference materials, 

measuring instruments, application of reference materials, measuring instruments, 
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 2 

measurement procedures (methods), and also at realization of assurance of 

measurement uniformity provided by the legislation of the Russian Federation on 

assurance of measurement uniformity, including performance of work and rendering 

of services on assurance of measurement uniformity. 

3. The sphere of state regulation of assurance of measurement uniformity 

extends to measurements for which, with the purposes provided by part 1 of this 

Article, obligatory requirements are established and which are carried out at: 

1) Realization of activity in the field of public health;   

2) Realization of veterinary activity; 

3) Realization of activity in the field of preservation of the environment; 

4) Realization of activity on safety at emergency situations; 

5) Performance of work aimed at maintenance of safe working conditions and 

insurance of labor protection;  

6) Realization of industrial inspection over observance of established by the 

legislation of the Russian Federation industrial safety requirements to the operation of 

dangerous industrial objects; 

7) Realization of trade and goods exchange operations, performance of work on 

prepackaging of products; 

8) Performance of state accounting operations; 

9) Rendering of postal services and recording of volume of telecommunication 

services rendered by communication operators; 

10)  Realization of activity in the field of defence and state safety; 

11)  Realization of geodetic and cartographical activity; 

12)  Realization of activity in the field of hydrometeorology; 

13)  Carrying out of bank, tax and customs operations; 

14)  Performance of work of assessment of conformity of industrial products 

and products of other kinds and also other objects to obligatory requirements 

established by the legislation of the Russian Federation; 

15)  Carrying out of official sports competitions, ensuring of preparation of 

high-class sportsmen; 

16)  Performance of commissions of court, of bodies of public prosecutors, of 

state executive power bodies; 

17)  Realization of activities of the state control (supervision). 

4. The measurements provided by the Russian Federation legislation on 

technical regulation are also related to the sphere of state regulation on assurance of 

measurement uniformity. 
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 3 

5. The sphere of state regulation of assurance of measurement uniformity 

extends also over quantity units, measurement standards of quantity units, reference 

materials and measuring instruments for which obligatory requirements are 

established. 

6. Obligatory requirements to measurements, measurement standards of 

quantity units, reference materials and measuring instruments shall be established by 

the legislation of the Russian Federation on assurance of measurement uniformity and 

the legislation of the Russian Federation on technical regulation. Obligatory 

requirements to quantity units, performance of work and (or) to rendering of services 

on assurance of measurement uniformity shall be established by the legislation of the 

Russian Federation on assurance of measurement uniformity. 

7. Special features of assurance of measurement uniformity at realization of 

activities in the field of defence and state safety shall be established by the 

Government of the Russian Federation. 

 

Article 2. Main concepts 

 

Used for the purposes of this Federal Law are the following main concepts: 

1) Attestation of measurement procedures (methods) – research and 

confirmation of conformity of measurement procedures (methods) to the established 

metrological requirements to measurements; 

2) Putting into operation of a measuring instrument – documentally proved in 

the established procedure readiness of a measuring instrument for use according to 

its intent;  

3) State metrological supervision – surveillance in the sphere of state 

regulation of assurance of measurement uniformity, carried out by the authorized 

Federal executive power bodies and consisting in regular supervision of observance of 

obligatory requirements, established by the legislation of the Russian Federation, and 

also in taking actions, established by the legislation of the Russian Federation, for the 

offence revealed during supervising actions;  

4) State primary measurement standard of quantity unit – state measurement 

standard of quantity unit, providing reproduction, storage and transfer of the quantity 

unit with the highest accuracy in the Russian Federation, approved in this quality in 

the prescribed manner and applied as initial in the territory of the Russian Federation; 

5) State measurement standard of quantity unit – measurement standard of 

quantity unit being in Federal property;   
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6) Quantity unit – the fixed value of quantity accepted for unit of the given 

quantity and applied to quantitative expression of homogeneous quantities with it; 

7) Measurement uniformity – measurement conditions when results of 

measurement are expressed in quantity units, admitted for use in the Russian 

Federation, and accuracy characteristics do not exceed the established limits;  

8) Measurement – set of operations to be carried out for determination of 

quantity values;  

9) Tests of reference materials or measuring instruments for the purpose of  

type approval – activities related to defining of metrological and technical 

characteristics of the same kind of reference materials or measuring instruments; 

10)  Calibration of measuring instruments – set of operations to be carried 

out in order to determine the conventionally true values of the metrological 

characteristics of measuring instruments; 

11)  Procedure (method) of measurements – set of specifically described 

operations, the performance of which allows to obtain measurement results with the 

established indices of accuracy; 

12)  Metrological service – structural division of the central office of the 

federal executive authority and (or) its regional body, the legal entity or structural 

division of the legal entity or association of legal entities, workers of legal entity, self-

employed entrepreneur, organizing and (or) performing work on assurance of 

measurement uniformity and (or) rendering services in assurance of measurement 

uniformity; 

13)  Metrological expertise – analysis and assessment of correctness of an 

establishment and observance of metrological requirements with reference to the 

object  which is subject to expertise. Metrological expertise is carried out on obligatory 

(obligatory metrological expertise) or voluntary basis; 

14)  Metrological requirements – requirements to characteristics 

(parameters) of measurements, measurement standards of quantity units, reference 

materials, measuring instruments, and also to conditions at which these 

characteristics (parameters) should be ensured in case those characteristics and 

conditions influence the results and accuracy indices of measurements;     

15)  Obligatory metrological requirements – metrological requirements 

established by normative legislative acts of the Russian Federation and liable to 

observance in the territory of the Russian Federation; 

16)  Transfer of quantity unit – revaluation of quantity unit stored by a 

measuring instrument to a quantity unit reproduced by the standard of the given 

measurement standard of quantity unit or by the reference material; 
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17)  Verification of measuring instruments (further referred to as verification) 

– set of operations to be carried out for the purpose of conformity of measuring 

instruments to metrological requirements; 

18)  Traceability – affinity of the measurement standard of a quantity unit or 

measuring instrument consisting in their documentally proved statement on 

connection with the State primary standard of the corresponding quantity unit by 

means of comparison of measurement standards of quantity units, verification, or 

calibration of measuring instruments;  

19)  Direct measurement – measurement at which a measurand value is 

obtained directly from a measuring instrument; 

20)  Comparison of measurement standards of quantity units – set of 

operations establishing a correlation between quantity units, reproduced by 

measurement standards of quantity units of the same level of accuracy and in the 

same conditions;  

21)  Measuring instrument – technical device intended for measurements; 

22)  Reference material – sample of substance (material) with the values of 

one and more quantities characterizing the composition or property of this substance 

(material) established by test results; 

23)  Technical systems and devices with measuring functions – technical 

systems and devices which along with their basic functions carry out measuring 

functions; 

24)  Technical requirements to measuring instruments – requirements which 

define specific features of design of measuring instruments (without restriction of their 

technical perfection) for the purpose of preservation of their metrological 

characteristics while measuring instruments are in operation, achievement of 

reliability of measurement result, prevention of non-sanctioned adjustments and 

interventions, and also the requirements providing safety and electromagnetic 

compatibility of measuring instruments; 

25)  Type of measuring instruments – set of measuring instruments intended 

for measurements of the same quantities, expressed in the same quantity units based 

on the same principle of action, having an identical design and made according to  the 

same technical specifications; 

26)  Type of reference materials – set of reference materials of the same 

purpose, prepared of the same substance (material) according to the same technical 

specifications; 

27)  Approval of type of reference materials or type of measuring instruments 

– documented decision in prescribed manner on a recognition of conformity of 
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reference materials type or measuring instruments type to metrological and technical 

requirements (characteristics) on the basis of test results of reference materials or 

measuring instruments for the purpose of type approval;  

28)  Pre-packaged products – any commodity packaged in absence of a 

buyer, so that the packaged contents cannot be changed without its opening or 

deformation, and the mass, volume, length, area or other quantities defining the 

amount of product containing in the package, should be labelled on the package; 

29)  Measurement standard of quantity unit – a technical mean designated 

for reproduction, storage and transfer of quantity unit. 

 

Article 3. The legislation of the Russian Federation on 

assurance of measurement uniformity 

 

1. The legislation of the Russian Federation on assurance of measurement 

uniformity is based on the Constitution of the Russian Federation and includes this 

Federal Law, other Federal laws regulating the relations in the field of assurance of 

uniformity of measurements, and also accepted in accordance with them other 

normative legislative acts of the Russian Federation.  

2. Provisions of Federal laws and other normative legislative acts of the Russian 

Federation, concerning the subject of regulation of this Federal Law, are applied in the 

part which does not contradict  this Federal Law. 

 

Article 4.   International agreements of the Russian Federation 

 

Should other regulations are established by the international agreement of the 

Russian Federation than those contained in the Russian Federation legislation on 

assurance of measurement uniformity, the international agreement regulations shall 

be applied thereby. 

 

Chapter 2.  Requirements to measurements, quantity units, 

measurement standards of quantity units, reference materials, 

measuring instruments 

 

Article 5.  Requirements to measurements 

 

1. The measurements concerning the sphere of state regulation of assurance of 

measurement uniformity should be carried out in compliance with the certified 
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(attested) measurement procedures (methods), except for measurement procedures 

(methods) intended for carrying out of direct measurements, with application of 

measuring instruments of the approved type which passed verification. Measurement 

results should be expressed in quantity units admitted to application in the Russian 

Federation. 

2. Measurement procedures (methods) intended for carrying out of direct 

measurements, are included in the operation documentation for measuring 

instruments. Confirmation of conformity of these measurement procedures (methods) 

to obligatory metrological requirements to measurements is provided in the process of 

type approval of the given measuring instruments. In other cases, confirmation of 

conformity of measurement procedures (methods) to obligatory metrological 

requirements to measurements is provided by attestation of measurement procedures 

(methods). Data on the certified measurement procedures (methods) are transferred 

in the Federal Information Fund on assurance of measurement uniformity by legal 

entities and self-employed entrepreneurs that carried out the attestation. 

3. Attestation of measurement procedures (methods) concerning the sphere of 

state regulation of assurance of measurement uniformity shall be carried out by 

accredited in the prescribed manner legal entities and self-employed entrepreneurs in 

the field of assurance of measurement uniformity. 

4. The order of attestation of measurement procedures (methods) and their 

application is established by the Federal executive power body which is carrying out 

functions of development of state policy and normative and legal regulation in the 

field of assurance of measurement uniformity.   

5. The Federal executive power bodies, which are carrying out normative and 

legal regulation in the scope of activities, which are mentioned in parts 3 and 4, 

Article 1 of this Federal Law, in coordination with the Federal executive power body, 

which is carrying out functions of development of state policy and normative and legal 

regulation in the field of assurance of measurement uniformity, define the 

measurements concerning the sphere of state regulation of assurance of 

measurement uniformity, and establish obligatory metrological requirements to them, 

including accuracy indices of measurements. 

6. The Federal body of executive power, which is carrying out functions of 

rendering of state services and management of state property in the field of assurance 

of measurement uniformity, keeps a unified list of measurements concerning the 

sphere of state regulation of assurance of measurement uniformity. 
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Article 6.  Requirements to quantity units 

 

1. Quantity units of the International System of Units, approved by the General 

Conference of Weights and Measures and recommended by the International 

Organization of Legal Metrology are applied in the Russian Federation. Some non-SI 

units may be admitted for application in the Russian Federation by the Government of 

the Russian Federation on equal terms with quantity units of the International System 

of Units. The names of the quantity units, admitted for application in the Russian 

Federation, their symbols, rules of writing and rules of application shall be established 

by the Government of the Russian Federation. 

2. The characteristics and parameters of products to be exported, including the 

measuring instruments, may be expressed in quantity units stipulated by a contract 

with the Customer. 

3. Quantity units are transferred to measuring instruments, technical systems 

and devices with measuring functions from measurement standards of quantity units 

and reference materials. 

 

Article 7.  Requirements to measurement standards of 

quantity units 

 

1. State measurement standards of quantity units form the Base of 

Measurement Standards of the Russian Federation. 

2. State primary measurement standards of quantity units are not subject 

to privatization. 

3. Data on state measurement standards of quantity units are entered by the 

Federal executive power body, which is carrying out functions of rendering of state 

services and management of state property in the field of assurance of measurement 

uniformity, in the Federal Information Fund on assurance of measurement uniformity. 

4. State primary measurement standards of quantity units are kept and applied 

at state scientific metrological institutes.  

5. State primary measurement standards of quantity units are subject to the 

approval by the Federal executive power body which is carrying out functions of 

rendering of state services and management of state property in the field of assurance 

of measurement uniformity. 

6. State primary measurement standards of quantity units are subject to 

comparison with measurement standards of quantity units of the International Bureau 

of Weights and Measures and also with national measurement standards of quantity 
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units of other countries. The responsibility for timely providing of State primary 

measurement standard of quantity units for comparison shall be born by that state 

scientific metrological institute which keeps the given State primary measurement 

standard of quantity unit.   

7. Applied in the Russian Federation are measurement standards of quantity 

units, which shall be traceable to State primary measurement standards of 

corresponding quantity units. In case the country does not have corresponding State 

primary measurement standards of quantity units, traceability of measuring 

instruments used in the sphere of state regulation of assurance of measurement 

uniformity shall be provided to national measurement standards of quantity units of 

foreign states. 

8. The order of approval, maintenance, comparison and application of State 

primary measurement standards of quantity units, the order of transfer of quantity 

units from state measurement standards, the order of establishment of obligatory 

requirements to measurement standards of quantity units used for assurance of 

measurement uniformity in the sphere of state regulation of assurance of 

measurement uniformity, the order of assessment of conformity to these 

requirements, and also the order of their application are established by the 

Government of the Russian Federation.  

 

Article 8.  Requirements to reference materials 

 

1. Reference materials are intended for reproduction, storage and transfer of 

characteristics of composition or properties of substances (materials) expressed in 

values of quantity units, admitted for application in the Russian Federation.  

2. Reference materials of the approved types shall be used in the sphere of 

state regulation of assurance of measurement uniformity.  

 

Article 9.  Requirements to measuring instruments 

  

1. In the sphere of state regulation of assurance of measurement uniformity 

admitted to use are the measuring instruments of the approved type which have 

passed verification according to the provisions of this Federal Law, and also providing 

observance of obligatory requirements established by the legislation of the Russian 

Federation on assurance of measurement uniformity, including obligatory metrological 

requirements to measurements, obligatory metrological and technical requirements to 

measuring instruments, and obligatory requirements established by the legislation of 
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the Russian Federation on technical regulation. The structure of obligatory 

requirements to measuring instruments in necessary cases also includes requirements 

to their components, the software and conditions of operation of measuring 

instruments. Observance of obligatory requirements to conditions of operation of 

measuring instruments during their application is mandatory.    

2. The design of measuring instruments should be as such so that to provide 

restriction of access to certain parts of measuring instruments (including the software) 

in order to prevent unsanctioned adjustment and intervention which can lead to 

distortion of measurement results.  

3. The order of identifying technical means as measuring instruments is 

established by the Federal executive power body which is carrying out functions of 

development of state policy and normative legal regulation in the field of assurance of 

measurement uniformity.  

 

Article 10.  Technical systems and devices with measuring functions  

 

 Obligatory requirements to technical systems and devices with measuring 

functions, and also forms of their conformity assessment with the specified 

requirements are established by the Russian Federation legislation on technical 

regulation.  

 

 

Chapter 3. State regulation in the field of assurance of 

measurement uniformity 

 

Article 11.  Forms of state regulation in the field of assurance of 

measurement   uniformity 

 

 State regulation in the field of assurance of measurement uniformity is 

executed in the following forms: 

1) Type approval of reference materials or type of measuring instruments; 

2) Verification of measuring instruments; 

3) Metrological expertise; 

4) State metrological supervision; 

5) Attestation of measurement procedures (methods); 

6) Accreditation of legal entities and self-employed entrepreneurs to perform 

work and (or) render services in the field of assurance of measurement uniformity. 
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Article 12. Approval of type of reference materials or 

type of measuring instruments 

 

1.  Type approval of reference materials or type of measuring instruments 

applied in the sphere of state regulation of assurance of measurement uniformity is 

subject to obligatory approval. Accuracy indices, an interval between verifications of 

measuring instruments, and also a verification procedure for the given type of 

measuring instruments are established during type approval of measuring 

instruments. 

2. The decision on type approval of reference materials or type of measuring 

instruments shall be taken by the Federal executive power body which is carrying out 

functions of rendering of state services and management of state property in the field 

of assurance of measurement uniformity, on the basis of the positive results of tests 

of reference materials or measuring instruments for the purpose of type approval.  

3. Type approval of reference materials or type of measuring instruments is 

confirmed by type approval certificate of reference materials or type of measuring 

instruments, issued by the Federal executive power body which is carrying out 

functions of rendering of state services and management of state property in the field 

of assurance of measurement uniformity. The interval between verifications of 

measuring instruments during the validity period of type approval certificate of 

measuring instruments can be changed only by the Federal executive power body 

which is carrying out functions of rendering of state services and management of state 

property in the field of assurance of measurement uniformity. 

4. The type approval mark is stamped on each sample of the approved type of 

measuring instruments, on the documents accompanying the stated measuring 

instruments and the documents accompanying the approved type of reference 

materials.  The design of measuring instruments shall provide the location for 

stamping of this mark where it is visibly displayed. In certain cases when the 

measuring instrument’s design does not allow stamping of this mark directly on the 

measuring instrument, it is stamped on the accompanying documents.    

5. The tests of reference materials or measuring instruments for the purpose of 

type approval shall be carried out by legal entities accredited in accordance with the 

rules established in the field of assurance of measurement uniformity. 

6. Data on the approved types of reference materials and types of measuring 

instruments shall be included in the Federal Information Fund on assurance of 

measurement uniformity.   
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7. The procedure of testing of reference materials or measuring instruments for 

the purpose of type approval, the procedure of approval of reference materials type or 

measuring instruments type, the procedure of issuing of type approval certificates of 

reference materials or measuring instruments, of establishing and changing of the 

validity period of the specified certificates and an interval between two successive 

verifications of measuring instruments, of requirements to type approval marks of 

reference materials or type approval marks of measuring instruments and the 

procedure of their stamping shall be established by the Federal executive power body 

which is carrying out functions of development of state policy and normative and legal 

regulation in the field of assurance of measurement uniformity. The procedure of 

carrying out of tests of reference materials or measuring instruments for the purpose 

of type approval and the procedure of approval of reference materials type or 

measuring instruments type are established taking into account the specific aspects of 

the manufacture of reference materials and measuring instruments (serial or single-

piece manufacture). 

8. Legal entities and the self-employed entrepreneurs who are carrying out 

development, product release, import into the territory of the Russian Federation, sale 

and use in the territory of the Russian Federation not intended for application in the 

sphere of state regulation of assurance of measurement uniformity of reference 

materials and measuring instruments, can submit them for approval of reference 

materials type or measuring instruments type on a voluntary basis. 

 

Article 13.  Verification of measuring instruments 

 

1. The measuring instruments intended for application in the sphere of state 

regulation of assurance of measurement uniformity are subject to initial verification 

before putting into operation and after repair, and during their operation they are 

subject to periodic verification. Legal entities and self-employed entrepreneurs using 

measuring instruments in the sphere of state regulation of assurance of measurement 

uniformity are obliged to present in due time these measuring instruments for 

verification. 

2. Verification of measuring instruments is carried out by legal entities and 

self-employed entrepreneurs accredited in accordance with the rule established in the 

field of assurance of measurement uniformity. 

3. The list of measuring instruments that must be verified only by state 

regional metrological centers accredited in accordance with the rule established in the 
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field of assurance of measurement uniformity shall be determined by the Government 

of the Russian Federation. 

4. The results of verification of measuring instruments shall be confirmed by 

verification mark and (or) verification certificate. The design of measuring instruments 

should provide location for stamping of verification mark where it is visibly displayed. 

If the design of measuring instruments do not allow stamping this mark directly on a 

measuring instrument, it is stamped on verification certificate. 

5. The procedure of carrying out verification of measuring instruments, 

requirements to verification mark and the content of verification certificate shall be 

established by the Federal body executive power, which is carrying out functions of 

development of state policy and legal and normative regulation in the field of 

assurance of measurement uniformity. 

6. Data on results of verification of measuring instruments intended for 

application in the sphere of state regulation of assurance of measurement uniformity 

shall be entered in the Federal Information Fund on assurance of measurement 

uniformity by legal entities and self-employed entrepreneurs which are carrying out 

verification of measuring instruments. 

7. The measuring instruments which are not intended for application in the 

sphere of state regulation of assurance of measurement uniformity can be verified on 

a voluntary basis 

 

Article 14.  Metrological expertise 

 

1. Requirements to measurements, reference materials and measuring 

instruments, contained in drafts of normative legal acts of the Russian Federation, are 

subject to obligatory metrological expertise. The conclusions of obligatory metrological 

expertise concerning the specified requirements shall be considered by the Federal 

executive power bodies establishing these acts. Obligatory metrological expertise of 

requirements to measurements, reference materials and measuring instruments 

contained in drafts of normative legal acts of the Russian Federation, shall be carried 

out by state scientific metrological institutes.   

2. Obligatory metrological expertise of standards, products, project and design, 

technological documentation and other objects shall be carried out also in the order 

and the cases provided by the legislation of the Russian Federation. The mentioned 

expertise shall be carried out by legal bodies and self-employed entrepreneurs 

accredited in the prescribed manner in the field of assurance of measurement 

uniformity. 
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3. The order of carrying out of obligatory metrological expertise of 

requirements to measurements, reference materials and measuring instruments 

contained in drafts of normative legal acts of the Russian Federation, shall be 

established by the Federal executive power body which is carrying out functions of 

development of state policy and normative legal regulation in the field of assurance of 

measurement uniformity. 

4. Metrological expertise of products, project and design, technological 

documentation and other objects can be carried out on a voluntary basis in relation to 

which  obligatory metrological expertise is not provided by the legislation of the 

Russian Federation. 

 

Article 15.  State metrological supervision 

 

1. The state metrological supervision shall include: 

1) Observance of obligatory requirements in the field of state regulation of 

assurance of measurement uniformity to measurements, quantity units, and also to 

measurement standards of quantity units, reference materials, measuring instruments 

during their release from manufacture, import to the territory of the Russian 

Federation, sale and application in the territory of the Russian Federation;  

2) Availability and observance of the certified measurement procedures 

(methods); 

3) Observance of obligatory requirements to deviation of quantity of 

prepackaged products from the declared value.  

2. State metrological supervision shall extend to activities of legal entities and 

self-employed entrepreneurs who are carrying out:  

1) Measurements related to the sphere of state regulation of assurance of 

measurement uniformity; 

2) Release from manufacture intended for application in the field of state 

regulation of assurance of measurement uniformity of measurement standards of 

quantity units, reference materials and measuring instruments, and also their import 

to the territory of the Russian Federation, sale and application in the territory of the 

Russian Federation;  

3) Prepackaging of goods. 

3. Legal entities and self-employed entrepreneurs, who are carrying out the 

release from manufacture intended for application in the sphere of state regulation of 

assurance of measurement uniformity of measurement standards of quantity units, 

reference materials and measuring instruments, and also their import to the territory 
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of the Russian Federation and sale, are obliged to notify of the given activities the 

Federal executive power body, which is carrying out functions of state metrological 

supervision, not later than three months from the date of its realization. The 

notification procedure shall be established by the Federal executive power body which 

is carrying out functions of development of state policy and normative and legal 

regulation in the field of assurance of measurement uniformity.   

4. The obligatory requirements to deviation of quantity of prepackaged 

products from the declared value on the package are established by technical 

regulations. The technical regulations can also contain obligatory requirements to 

equipment used for packaging and control of packaging, rules of conformity 

assessment of deviation of quantity of prepackaged products from the declared value, 

obligatory requirements to packing, marking or labeling of prepackaged products and 

label rules.   

 

Article 16. Federal executive power bodies which are carrying out 

state metrological supervision 

 

1. The state metrological supervision is carried out by the Federal executive 

power body which is carrying out functions of state metrological supervision, and also 

other Federal executive power bodies authorized by the President of the Russian 

Federation or the Government of the Russian Federation for realization of the given 

kind of supervision in the prescribed scope of activity. 

2. The procedure of state metrological supervision, interaction of the Federal 

executive power bodies, which are carrying out state metrological supervision, and 

also distribution of responsibilities between them shall be established within their 

sphere of competence by the President of the Russian Federation or the Government 

of the Russian Federation. Distribution of authorities between the Federal executive 

power bodies, which are carrying out state metrological supervision, should prevent 

two or more Federal executive power bodies from having simultaneous responsibility 

for supervising of observance of the same requirements by an entity under 

supervision.   
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Article 17. The rights and duties of officials during state metrological 

supervision 

 

1. The duty of carrying out of inspection during state metrological supervision 

is assigned upon officials of Federal executive power bodies who are carrying out state 

metrological supervision, and their territorial bodies. 

2. The officials who are carrying out inspection provided by part 1 of this 

Article, on condition that they present their official card and the order of the Federal 

executive power body, which is carrying out state metrological supervision, about  the 

inspection to be conducted, have the right:  

1) to visit the sites (territories and premises) of legal entities and self-

employed entrepreneurs with the purpose of realization of state metrological 

supervision during execution of official duties; 

2) to receive documents and the data necessary for carrying out of inspection. 

3. The officials who are carrying out state metrological supervision are obliged: 

1) to check conformity of quantity units in use to quantity units admitted for 

application in the Russian Federation;  

2) to check condition and application of measurement standards of quantity 

units, reference materials and measuring instruments with the purpose of 

establishment of their conformity to obligatory requirements; 

3) to check presence and observance of the certified measurement procedures 

(methods);  

4) to check observance of obligatory requirements to measurements and 

obligatory requirements to deviation of quantity of the prepackaged products from the 

declared value.    

5) to check observance of established notification procedure about the activities 

specified in part 3, Article 15 of this Federal Law by legal entities and self-employed 

entrepreneurs; 

6) to observe state, commercial, official and other secrets protected by the law.    

4. At revealing of infringements the official, who is carrying out state 

metrological supervision, is shall be obliged:   

1) to forbid release from manufacture, import to the territory of the Russian 

Federation and sale of reference materials and measuring instruments of not 

approved types intended for application in the sphere of state regulation of assurance 

of measurement uniformity of reference materials and measuring instruments which 

are not corresponding to obligatory requirements (except for release from 

manufacture and import to the territory of the Russian Federation of reference 
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materials or the measuring instruments intended for carrying out tests of reference 

materials or measuring instruments with the purpose of type approval); 

2) to forbid application of reference materials and measuring instruments of 

not approved types or reference materials and the measuring instruments which are 

not corresponding to obligatory requirements, and also non-verified measuring 

instruments at performance of the measurements concerning the field of state 

regulation of assurance of measurement uniformity;  

3) to affix on measuring instruments rejection mark in cases when the 

measuring instrument does not comply with obligatory requirements;  

4) to give obligatory instructions to execution and to establish terms of 

elimination of violation established by the legislation of the Russian Federation of 

obligatory requirements; 

5) to forward materials about violations of requirements of the legislation of 

the Russian Federation on assurance of measurement uniformity to judicial and 

investigating bodies, and also to the Federal executive power body, which is carrying 

out accreditation in the field of assurance of measurement uniformity, in cases 

stipulated by the legislation of the Russian Federation;  

6) to apply other actions according to the legislation of the Russian Federation. 

5. The form of rejection mark of measuring instruments and the order of its 

affixing are established by the Federal executive power body which is carrying out 

functions on development of state policy and legal regulation in the field of assurance 

of measurement uniformity.  

  

 

Chapter 4.  Calibration of measuring instruments 

 

Article 18. Calibration of measuring instruments 

 

1. The measuring instruments which are not intended for application in the 

field of state regulation of assurance of measurement uniformity can be calibrated on 

a voluntary basis. Calibration of measuring instruments shall be carried out with the 

use of measurement standards of quantity units traceable to the State primary 

measurement standards of corresponding quantity units, and in the absence of 

corresponding State primary measurement standards of quantity units – to national 

measurement standards of quantity units of the foreign states. 
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2. Legal entities and self-employed entrepreneurs carrying out calibration of 

measuring instruments can be accredited in the field of assurance of measurement 

uniformity on a voluntary basis. 

3. Results of calibration of the measuring instruments executed by legal 

entities or self-employed entrepreneurs accredited in accordance with the established 

procedure in the field of assurance of measurement uniformity can be used at 

verification of measuring instruments in the order established by the Federal 

executive power body carrying out functions on development of state policy and legal 

regulation in the field of assurance of measurement uniformity. 

 

 

Chapter 5.  Accreditation in the field of assurance of 

measurement uniformity 

 

Article 19. Accreditation in the field of assurance of 

measurement uniformity 

 

1. Accreditation in the field of assurance of measurement uniformity is carried 

out with the purpose of an official recognition of competence of the legal entity or self-

employed entrepreneur to perform works and (or) to render services in assurance of 

measurement uniformity according to this Federal Law. The specified works and (or) 

services include: 

1) Attestation of procedures (methods) of measurements concerning the sphere 

of state regulation of assurance of measurement uniformity;  

2)  Tests of reference materials or measuring instruments with the purpose of 

type approval; 

3)  Verification of measuring instruments; 

4) Obligatory metrological expertise of standards, products, project and design 

and technological documentation and other objects, carried out in cases provided by 

the legislation of the Russian Federation.  

 2. Accreditation in the field of assurance of measurement uniformity is carried 

out on the basis of  the following principles: 

1) Voluntariness; 

2) Competence and independence of experts involved in accreditation; 

3) Inadmissibility of holding credentials on accreditation and performance of 

works and (or) rendering of services, specified in part 1 of this Article; 
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4) Application of unified regulations of accreditation, their openness and 

availability; 

5) Provision of equal conditions to persons applying for accreditation; 

6) Inadmissibility of illegal restriction of rights of legal entities and self-

employed entrepreneurs being accredited for performance of works and (or) rendering 

of services in the field of assurance of measurement uniformity to all consumers 

(customers) and in the entire territory of the Russian Federation. 

3. Regulations concerning the system of accreditation in the field of assurance 

of measurement uniformity, defining the Federal executive power body, which is 

carrying out accreditation in the field of assurance of measurement uniformity, and 

containing structure of the system, an order of accreditation, an order of definition of 

of accreditation criteria, an order of certification of experts on accreditation invited on 

a contractual basis by the Federal executive power body, which is carrying out 

accreditation in the field of assurance of measurement uniformity, and an order of 

payment of works of the specified experts, shall be approved by the Government of 

the Russian Federation.  

 

 

Chapter 6.  Federal Information Fund on assurance of 

measurement uniformity 

 

Article 20. Federal Information Fund on assurance of 

measurement uniformity 

 

1. The normative legal acts of the Russian Federation, normative documents, 

information databases, international documents, international agreements of the 

Russian Federation in the field of assurance of measurement uniformity, data on the 

certified measurement procedures (methods), unified list of measurements concerning 

the sphere of state regulation of assurance of measurement uniformity, data on state 

measurement standards of quantity units, data on the approved types of reference 

materials or types of measuring instruments, data on results of verification of 

measuring instruments constitute the Federal Information Fund on assurance of 

measurement uniformity. Management of the Federal Information Fund on assurance 

of measurement uniformity and granting of data contained in it is organized by the 

Federal executive power body which is carrying out functions of rendering of state 

services and management of state property in the field of assurance of measurement 

uniformity. 
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2. Granting of documents and data containing in the Federal Information Fund 

on assurance of measurement uniformity is provided to interested persons in an order 

established by part 3 of this Article, except for cases when in interests of preservation 

of state, commercial, official, and (or) other secrets protected by the law such access 

to the specified documents and data should be restricted.  

3. The order of creation and management of the Federal Information Fund on 

assurance of measurement uniformity, transfer of data to it and granting of 

documents and data containing in it shall be established by the Federal executive 

power body which is carrying out functions of development of state policy and 

normative and legal regulation in the field of assurance of measurement uniformity. 

 

 

Chapter 7.  Organizational bases of assurance of 

measurement uniformity 

 

Article 21. Federal executive power bodies, state scientific 

metrological institutes, state regional centres of metrology, 

metrological services, organizations carrying out activity on assurance 

of measurement uniformity 

 

1. Activity on assurance of measurement uniformity is based on the legislation 

of the Russian Federation on assurance of measurement uniformity and is carried out 

by: 

1) The Federal executive power bodies which are carrying out functions of state 

metrological supervision, development of state policy and normative and legal 

regulation, rendering of state services, management of state property in the field of 

assurance of measurement uniformity; 

2) Subordinated to the Federal executive power body, which is carrying out 

functions of rendering of state services and management of state property in the field 

of assurance of measurement uniformity, state scientific metrological institutes and 

state regional centres of metrology; 

3) The State service of time, frequency and determination of the Earth’s 

rotation parameters, the State service of standard reference data on physical 

constants and properties of substances and materials, the State service of reference 

materials of composition and properties of substances and materials, the management 

of which is carried out by the Federal executive power body  which is carrying out 
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functions of rendering of state services and management of state property in the field 

of assurance of measurement uniformity; 

4) Metrological services, including legal entities and self-employed 

entrepreneurs accredited in accordance with the established procedure in the field of 

assurance of measurement uniformity. 

2. The main objectives of the Federal executive power bodies which are 

carrying out functions of development of state policy and normative and legal 

regulation, rendering of the state services, management of state property in the field 

of assurance of measurement uniformity and state metrological supervision, are: 

1) Development of state policy and normative and legal regulation in the field 

of assurance of measurement uniformity, and also coordination of activity on 

normative and legal regulation in this field; 

2) Organization of interaction with state authorities of foreign states and 

international organizations in the field of assurance of measurement uniformity; 

3) Realization of state policy in the field of assurance of measurement 

uniformity; 

4) Activity coordination of realization of state policy in the field of assurance of 

measurement uniformity; 

5) Realization of state metrological supervision and coordination of activities on 

its realization. 

3. The Government of the Russian Federation shall carry out distribution of 

authorities between the Federal executive power bodies, which are carrying out 

functions of development of state policy and normative and legal regulation, rendering 

of state services, management of state property in the field of assurance of 

measurement uniformity and state metrological supervision. 

4. The main goals of the state scientific metrological institutes are: 

1) Carrying out of fundamental and applied scientific investigations, 

experimental developments and realization of scientific and technical activity in the 

field of assurance of measurement uniformity; 

2) Development, improvement, maintenance, comparison and use of State 

primary measurement standards of quantity units; 

3) Transfer of quantity units from State primary measurement standards of 

quantity units; 

4) Participation in development of normative documents drafts in the field of 

assurance of measurement uniformity; 
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5) Carrying out of obligatory metrological expertise of requirements to 

measurements, reference materials and measuring instruments contained in drafts of 

normative legal acts of the Russian Federation; 

6) Creation and keeping of the Federal Information Fund on assurance of 

measurement uniformity and granting of documents and data containing in it; 

7) Participation in international cooperation in the field of metrology. 

5. The state scientific metrological institutes can also perform other works and 

(or) render other services on assurance of measurement uniformity. 

6. The main objectives of the state regional centres of metrology are: 

1) Carrying out of verification of measuring instruments according to the 

established scope of accreditation; 

2) Improvement, maintenance and application of state measurement standards 

of quantity units used for maintenance of traceability of other measurement standards 

of quantity units and measuring instruments to State primary measurement standards 

of quantity units. 

7. The state regional centres of metrology can also perform other works and 

(or) render other services related to assurance of measurement uniformity.   

8. The State service of time, frequency and determination of the Earth’s 

rotation parameters shall carry out scientific and technical, and metrological activity 

on reproduction of a national time scale and standard frequencies, on determination of 

the Earth’s rotation parameters, and also on ensurance of the needs of the State in 

standard signals of time and frequency and in information about the Earth’s rotation 

parameters.  

9. The State service of reference materials of composition and properties of 

substances and materials shall carry out activity on development, testing and 

implementation of reference materials of composition and properties of substances 

and materials for the purpose of assurance of measurement uniformity on the basis of 

application of the specified reference materials, and also on keeping of corresponding 

sections of Federal Information Fund on assurance of measurement uniformity.  

10. The State service of standard reference data on physical constants and 

properties of substances and materials shall carry out activity on working out and 

introduction of standard reference data on physical constants and properties of 

substances and materials in science and technology for the purpose of assurance of 

measurement uniformity on the basis of application of the specified standard 

reference data, and also on keeping of corresponding sections of the Federal 

Information Fund on assurance of measurement uniformity. 
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11.The State service of time, frequency and determination of the Earth’s 

rotation parameters, State service of standard reference data on physical constants 

and properties of substances and materials, State service of reference materials of 

composition and properties of substances and materials shall carry out activity 

according to regulations on them, approved by the Government of the Russian 

Federation.   

 

Article 22.  Metrological services of Federal executive power bodies 

 

1. The Federal executive power bodies which are carrying out functions in the 

scope of activity, specified in parts 3 and 4, Article 1 of this Federal Law, create 

metrological services in the prescribed manner and (or) define officials with the 

purpose of organization of activity on assurance of measurement uniformity within 

their competence.  

2. The rights and duties of metrological bodies of the Federal executive power 

bodies, an order of organization and coordination of their activity are defined by 

provisions on metrological services, confirmed by heads of the Federal executive 

power bodies which created metrological services, in coordination with the Federal 

executive power body which is carrying out functions of development of state policy 

and normative and legal regulation in the field of assurance of measurement 

uniformity. 

 

 

Chapter 8.  The liability for violation of the legislation of the Russian   

Federation on assurance of measurement uniformity 

  

Article 23.   The responsibility of legal entities, their heads and 

workers, self-employed entrepreneurs 

 

Legal entities, their heads and workers, self-employed entrepreneurs that have 

admitted violation of the legislation of the Russian Federation on assurance of 

measurement uniformity, have had unjustified hindrance in realization of state 

metrological supervision, and (or) non-execution, at the stated time, of prescripts of 

the Federal executive power bodies, concerning elimination of the revealed violations, 

which are carrying out state metrological supervision, shall bear responsibility, 

according to the legislation of the Russian Federation. 
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Article 24.  Liability of officials 

 

1. Officials of the Federal executive power bodies which are carrying out 

functions of development of state policy and normative and legal regulation, rendering 

of state services, management of state property in the field of assurance of 

measurement uniformity, and also the Federal executive power bodies which are 

carrying out state metrological supervision, and the organizations subordinated to 

them shall bear liability, according to the legislation of the Russian Federation, for 

violations of the legislation of the Russian Federation on assurance of measurement 

uniformity.  

2. Actions (inaction) of officials can be appealed against, according to the 

legislation of the Russian Federation. The appeal of actions (inaction) of officials does 

not stop execution of their prescripts, except for the cases established by the 

legislation of the Russian Federation.   

 

 

Chapter 9.   Financing in the field of assurance of 

measurement uniformity 

 

Article 25.  Financing in the field of assurance of measurement 

uniformity at the expense of the federal budget  

 

 Financed at the expense of the federal budget are expenditures on: 

1) Development, improvement, maintenance of State primary measurement 

standards of quantity units; 

2) Development and improvement of state measurement standards of quantity 

units; 

3) Fundamental investigations in the field of metrology; 

4) Performance of works connected with activity of the Sate service of time, 

frequency and determination of the Earth’s rotation parameters, the State service of 

standard reference data on physical constants and properties of substances and 

materials, the State service of reference materials of composition and properties of 

substances and materials; 

5) Development of normative documents in the field of assurance of 

measurement uniformity, which shall be approved by the Federal executive power 

bodies; 

6) Execution of works on the state metrological supervision; 
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7) Carrying out of comparison of State primary measurement standards of 

quantity units with measurement standards of quantity units of the International 

Bureau of Weights and Measures and national measurement standards of quantity 

units of foreign states;  

8) Payment of fees of the Russian Federation in international organizations on 

metrology; 

9) Creation and keeping of the Federal Information Fund on assurance of 

measurement uniformity; 

10)  Payment of works of experts on accreditation invited on a contractual 

basis by the Federal executive power body which is carrying out accreditation in the 

field of assurance of measurement uniformity. 

 

Article 26.  Payment of works and (or) services on assurance of 

measurement   uniformity 

 

1. Works and (or) services on carrying out of obligatory metrological expertise 

of requirements containing in drafts of normative legal acts of the Russian Federation 

to measurements, reference materials and measuring instruments, on transfer of 

quantity units from the state measurement standards of quantity units and verification 

of the measuring instruments included in the list of measuring instruments which 

verification is carried out only by accredited state regional centres of metrology in the 

field of assurance of measurement uniformity, are paid at regulated prices in an order 

established by the Government of the Russian Federation. 

2. Works and (or) services of carrying out of tests of reference materials or 

measuring instruments with the purpose of type approval, attestation of measurement 

procedures (methods), metrological expertise specified in parts 2 and 4 of Article 14 

of this Federal Law, on verification of measuring instruments not included in the list of 

measuring instruments, specified in part 1 of this Article, calibration of measuring 

instruments shall be paid by interested persons according to terms of the concluded 

agreements (contracts) if not provided otherwise by the legislation of the Russian 

Federation. 
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Chapter 10. Final provisions 

 

Article 27.  Final provisions 

 

1. The normative legal acts of the Russian Federation provided by this Federal 

Law, except for the normative legal acts of the Russian Federation concerning the 

legislation of the Russian Federation on technical regulation, should be accepted 

within two years from the date of coming into force of this Federal Law.  

2. Before the day of coming into force of this Federal Law the Federal executive 

power bodies which are carrying out normative legal regulation in the areas of 

activity, specified in part 3 of Article 1 of this Federal Law, define, within their 

competence, lists of measurements, concerning the sphere of state regulation of 

assurance of measurement uniformity, in agreement with the Federal executive power 

body which is carrying out functions of development of state policy and normative and 

legal regulation in the field of assurance of measurement uniformity. 

3. Normative legal acts of the Government of the Russian Federation, and also 

metrological rules and norms accepted to execute the Law of the Russian Federation 

dated April 27th, 1993 No. 4871-1 “On Assurance of Measurement Uniformity”, shall 

operate in the part not contradicting to this Federal Law, from the date of coming into 

force of this Federal Law and before the day of coming into force of normative legal 

acts of the Russian Federation provided by this Federal Law. 

4. The documents issued according to metrological rules and norms, specified 

in part 3 of this Article, shall be valid until the date of expiry. 

 

Article 28. On recognition of becoming invalid of certain legal acts 

(provisions of legal acts) of the Russian Federation 

 

From the date of coming into force of this Federal Law to recognize as becoming 

invalid: 

1) The Law of the Russian Federation dated April 27th, 1993, No. 4871-1 “On 

Assurance of Measurement Uniformity” (Bulletin of the Congress of the People’s 

Deputies of the Russian Federation, 1993, No.23, Art.811); 

2) The Decision of the Supreme Soviet of the Russian Federation, dated April 

27th, 1993, No.4872-1 “On Enactment of the Law of the Russian Federation ‘On 

Assurance of Measurement Uniformity’” (Bulletin of the Congress of People’s Deputies 

of the Russian Federation, 1993, No.23, Art.812);  
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3) Article 7 of the Federal Law dated January 10th, 2003, No. 15-FZ “On entry 

of changes and amendments in some legal acts of the Russian Federation in 

connection with adoption of the Federal Law ‘On Licensing of Certain Types of Activity) 

(Collected Legislation of the Russian Federation, 2003, No.2, Art.167). 

 

Article 29.  Coming into force of this Federal Law  

 

This Federal Law comes into force upon the expiry of one hundred and eighty 

days after the day of its official publication. 

 

D.Medvedev, 

 President of the Russian Federation  

 

 

Moscow, Kremlin  

26 June 2008 

No.102-FZ 
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